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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。






















　ＣＯＮＴＥＮＴＳ




Ⅰ　赤眸の少年、記憶の海を迷走する

Ⅱ　片角の少女、和解への道を模索する

Ⅲ　魔神達と鬼神達、激突の時来る

Ⅳ　赤眸の少年、鮮血の海に伏する

Ⅴ　闇照の契約者、断崖に佇立して戦場に臨む




あとがき
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　誰だれかが言い争う声で、デイジーは目を覚ました。

「…………」

　身体からだを起こし、黙だまって耳を傾かたむける。

　声は階下、おそらくラウンジのあたりで発せられている。何を言っているのか、一言一句までは聞き取れない。が、その語調の烈はげしさ、声の大きさなど、尋じん常じようならざる気配が漂ただよっていた。

「……こんな時間に、一体誰でありますか……？」

　デイジーは眠ねむい目をこすった。

　少なくとも、テッキではない。現在、バベルハイズ自然史博物館館長、アルテキア・バベルハイズは重度の風邪かぜを患わずらい、臥ふせっていた。こんな大きな声を出せる状態ではない。

　サクラ・イシザワは今、博物館にはいない。

　すると必然的に、言い争っているのは残りの博物館住人二名──正確には、一人と一柱──ということになる。

　それはそれで妙みような話だ、と考えながら、デイジーはベッドから降りた。

　魔ま神じんルナ・ルガはともかくとして、エルバがこんな朝早くから起き出しているとは珍めずらしい。彼は博物館の住人の中でもっとも起き床しよう時間が遅おそく、たびたびテッキからとがめられていたものだ。

　そんな彼が、しかも八眼デイアボリツク争覇パーテイのパートナーと激しく言い争っている。珍しい。一体何があったというのか？

「……ま、行ってみるしかないでありますね」

　デイジーは両手を頭上で組み、背せ伸のびした。

「ルナがエルバの安あん眠みんを妨ぼう害がいしたとか、安あん易いな理由であればよいのですが……」




　言い合いの原因は、安易な理由ではなかった。

「噓うそをつくなと言っている！」

　エルバの怒ど声せいが、ラウンジ内に轟とどろき渡わたる。デイジーが来たことにも気づいていない。

「あの時のことを、はっきり思い出した！　おまえは俺に何をした!?」

　エルバ・ナイトロンド、この金きん髪ぱつの青年はもとより気が短い。怒いかりの表情を露あらわにするのは、さして珍しくはない。が、今度の怒おこりようは普ふ通つうではなかった。

「答えろ！　何を隠かくしている!?」

　ルナの襟えり首くびを摑つかみ、締しめ上げ、揺ゆらす。ルナに対してここまで直接的な行動に出る姿を、デイジーは見たことがなかった。

「隠していることなど、あるものか」

　一方で、ルナの様子も普通ではなかった。

「一体何を隠す必要があるっていうんだい？　君に対して」

　普段であれば、真意のつかめない薄うすら笑いを浮うかべて、エルバを煙けむに巻くところだ。が、今のルナは無表情だった。普段の軽けい薄はくな様子は微み塵じんもなく、ただ冷ややかにエルバを見返している。

「ふざッけるなッ」
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　エルバはルナを突つき飛ばした。ルナはたたらを踏ふみ、背後の椅い子すにぶつかった。椅子は倒たおれそうになったが、冷静にルナは手を伸ばし、椅子の背を捕つかまえて元に戻もどす。

「おまえ、とぼけようったってそうはいかねえぞ！　この……！」

　怒りにまかせてエルバは踏み出した。

　それを見て、ルナは手を伸ばしてエルバを制する。

「大きな声を出さない方がいい。デイジーがビビるでしょ」

　横を指さし、デイジーに注意を向けた。

「ム…………」

　初めてエルバはデイジーの存在に気がついた。勢いきおいを殺そがれ、その場に足を止める。

「……おはようございます」

　とりあえず、デイジーは挨あい拶さつした。

「声が聞こえてきたので、様子を見に来たのであります」

「……そうか。悪い、目を覚ましたか？」

　エルバは肩かたを落とした。

「私は別にいいのですが」デイジーは答えた。「館長殿どのに響ひびくといけない、と思いましたので」

　そう言われて、エルバは身を小さくした。

「そうそう。テッキちゃんのためにも、騒さわがない方がいい」

　ルナが付け加える。

「おまえ、……！」

　エルバはまたしても怒ど鳴なりかけたが、自制心を発はつ揮きして、声を潜ひそめた。

「おまえがとぼけるから悪いんだろうが」

「ちょっと」デイジーが割って入った。「喧けん嘩かの原因はなんでありますか」

　問われて、ルナはばつが悪そうに黙だまり込んだ。

　対照的に、エルバは身を乗り出してきた。

「聞いてくれ、デイジー。こいつ、何か重要なことを俺に隠している」

「と言いますと」

「俺の夢の話、前に教えたことがあるよな」

「夢？……ええと、六年前の夢の話でありますか」

　デイジーの答えに、エルバは深く頷うなずいた。

　かつて直面した父の死の光景を、エルバは六年間繰くり返し夢に見続けていた。

　場所は当時のナイトロンド家の庭先、時間は黎れい明めいの時。父チェビアトが、庭先に血まみれになって倒れている──そんな光景が、エルバの脳のう裏りにはっきりと焼きつけられていた。

　父の死を看み取とる者は、エルバの他ほかに二人。チェビアトのそばにしゃがみ込んでいるのは、氷ひよう結けつの魔神ルナ・ルガ。少し離はなれた場所に立ち、チェビアトらを冷たく見下ろしているのは、闇やみ照てらしの魔神ヤミ・ヤタ。

　当時のエルバには、何が起きていたのかまったく知るよしもなかったが、今ならばわかる。エルバは、八眼争覇の最終決着の現場に居合わせていたのである。

　この夢には音が無かった。いまわの際きわのチェビアトとルナが、何事かを語り合っているらしいという程度のことは見て取れた。きっと別わかれの言葉でも交かわしているのだろう、とエルバは思っていた──つい昨日までは。

「何を言っていたか、思い出したんだよ。ついさっき」

　エルバはルナを睨にらんだ。

「父さんは、おまえに俺の記き憶おくを封ふうじることを頼たのんだ。そしておまえは、実際にそうした。そうなんだろ!?」

　糾きゆう弾だんに対して、ルナは眉まゆをひそめただけだった。

「何を言っているのかわからないね」

「なんでだ!?」ルナの言葉を無視してエルバは詰つめ寄る。「なんで俺の記憶を封じなきゃならなかったんだ!?　あの直前、何があった！」

「ちょっと、エルバ……」

　デイジーは口を挟はさもうとした。が、エルバは発言をやめない。

「以前から、妙みようだと思っていた」片手でエルバは頭を抱かかえる。「俺の記憶には、かなりの抜ぬけがある。父さんのことはかろうじて覚えている──けど、母親のことをまったく思い出せないんだ」

　記憶がないだけではない、エルバの母親が存在したという証あかしすら、エルバは見つけられずにいた。もし仮に死別していたというのなら、墓はかがあるはずだ。が、少なくとも、チェビアトの墓のそばに、エルバの母と思わしき人物の墓は存在しない。チェビアトの墓はただ一基、ぽつんと芝しば生ふに鎮ちん座ざしているだけだ。

「俺が母親のことを思い出せないのはおまえのせいなのか!?　答えろ!!」

　さしものルナも困こん惑わくの表情を浮うかべた。しばし考え込んだ後、慎しん重ちように口を開く。

「僕も、チェビアトの奥さんのことは何も知らないんだよ」

　無言で、エルバはルナを見つめた。

「奥さんについて、彼は何も語らなかったし、教えてもくれなかった。あまりにも女性の気配がないんで、一度はエルバって養よう子しなんじゃないかと疑ったくらいさ。ま、昔から君は父親にそっくりだったから、すぐにその疑いは捨すてたけどね」

　その言葉には、ウソはない──エルバにはそう思えた。実際に、ルナはエルバの母について何も知らないのだろう。

　だが、それで全すべてが解決したわけではない。

「だったら、その話はそれでいい。だが、六年前に俺の記憶を封印したってのは、──」

「なんでそこにこだわるかなあ」

　ルナはうんざり感を声に込こめた。

「そんなことはしていない。なんで、君の夢の中での行動に、僕が責任を持たなくちゃならないのさ」

「違ちがう！」エルバは言げん下かに否定する。「さっき見た夢は事実だ！　実際に起こったこと、俺が覚えていることなんだよ！」

「記憶の抜けが多いとか言っているくせに、そこだけは覚えていると主張するのかい」

「抜けているのは、おまえに何かをされる前の話だ！」

「いや、前に言ってなかったかな？　チェビアトが死んだ前後のことはよく覚えていない、って」

「それは、──」

　エルバは反論に詰つまった。

　たしかに、記憶の抜けがあるのはチェビアトの死以前だけではない。チェビアトが死んで以降、父の実家に引き取られて西部に移り住むまでの経けい緯いなど、まったく覚えていない。印象に残っているのは父の葬そう儀ぎくらいだ。

「そりゃ、目の前で父親が殺されたんだ。ショックを受けて、記憶が混乱したりもするだろ」

　としか、エルバには言い返せなかった。

「認めたね？」ルナは鋭するどく指し摘てきする。「記憶の混乱があるってこと。その通り、記憶がぼけるのはごく当たり前の話だよ。でも、混乱した記憶をもとに責められても、こっちとしては言い返しようがない。だよね、デイジー」

「……はあ……まあ」

　突とつ然ぜん話を振ふられて、デイジーは曖あい昧まいに答えた。

　端はたから聞く限り、理があるのはルナの主張の方である。しかし一方で、デイジーはルナの言葉に違い和わ感も覚えていた。

　ルナの反論はあまりに容よう赦しやなく、鋭い。ルナらしからぬ態度だった。普ふ段だんから、エルバと口論に及およぶことはままある。たいていはルナが論争に勝つが、うやむやな物言いで相手の反論する気力を削そぎ落とす、というのがルナのやり方だ。ルナの発言にアホらしくなってきて、エルバはやがて矛ほこを収めるのである。

　しかし今の口論はどうか。ルナはエルバの逃にげ道を塞ふさぎ、完全に論ろん破ぱするという勢いで主張を言い立てている。いつもの余よ裕ゆうがまったく見られない。エルバを黙だまらせることに、ルナはムキになっている。

「違う、違う！」

　エルバもルナの妙な気配を感じ取っていた。だから、あくまでもしつこく食い下がる。

「あの会話は事実だ！　俺にはわかる、あれは実際にあった会話だ！　何を隠かくしているんだ、ルナ！　おまえははっきり言ったぞ、『エルバ君の記憶は、消しておいた』ってな！」

　デイジーはエルバの言葉の内に真実の響ひびきを感じ取っていた。第三者として、エルバの言葉が真実であるかどうかは確かめようがない。それでも、エルバの方が本当のことを言っているような気がしてならなかった。

　けれども、ルナはルナで頑がんとして認めようとしない。これはかなりの長期戦になりそうだ、とデイジーは覚かく悟ごを固めたが──論争の終しゆう焉えんは意外にあっさりと訪おとずれた。

「……朝から……うるさいですね……」

　突然割り込んできたか細い声に、全員が振り向いた。

　階段へ続くラウンジ出口の壁かべに、寝ね間ま着き姿のテッキがもたれていた。

「な……テッキ!?」

　エルバとルナも口論をやめ、テッキのもとに駆かけ寄った。

「快適な朝の目覚めが……だいなしでは……うう……」

　ずるり、とテッキの身体からだは滑すべり落ち、その場に両手をついてしまった。

「館長！　大だい丈じよう夫ぶでありますか!?」

　デイジーが肩かたを抱だき、立たせる。テッキの呼吸は荒あらく、その身体は燃えさかる石せき炭たんのように熱かった。

「なにしてんだよ、テッキ！」

　エルバの声に、テッキはちらりと視線を投げただけで、何も言い返さなかった。弱々しい声でデイジーに、「お手洗い……」とだけ呟つぶやく。

「行きましょう」デイジーはエルバに目を向けた。「そっちの肩を持って下さい」

「え？　あ、おう」

　慌あわててエルバはテッキの肩を抱いた。ぐったりとしたテッキに歩調を合わせ、博物館の奥へと歩んでいく。

「……やれやれ……」

　テッキ達を見送りつつ、ルナはエルバが蹴け倒たおしたテーブル、椅い子す類を直しにかかった。




　デイジーとエルバは協力してテッキをベッドに寝ねかせ、シーツを掛かけてやった。寒気が収まらないのか、シーツの下でテッキは自分の身体を抱きしめる。

「かなりの重じゆう症しようだなあ。全ぜん快かいにはまだかかりそうだぜ」

　テッキの額ひたいに載のせた触しよく手しゆを、ボル・ボルは引っ込めた。

　テッキと契けい約やくしている、丸い胴どう体たいに八本の触手を生やした「無む形けいの魔ま神じん」である。ベッドのすぐ横のテーブル上に陣じん取どり、触手を腕うで組ぐみのようによりあわせ、心配そうに契約相手を見下ろしていた。

「こいつを再び装そう着ちやくするのは、いつの日になるのかねえ」

　自分が乗っかっている台座のようなものを、ボルは叩たたいた。

　その正体は、万まん力りきである。テッキが右手の義手として使用している、特とく殊しゆな改かい造ぞうを施ほどこした万力だ。

　過去に失った右手の代わりに、テッキはこの万力を装着している。さすがに、添そい寝ねする相手としてはあまりにごつすぎるので今は外はずしているが、彼女にとってはもはや身体の一部であり、分わかつことのできない物だ。

「……うう……」

　苦く悶もんの吐と息いきが、テッキの口から漏もれ出る。

　冷水をたたえた小さなたらいにタオルをつけて絞しぼり、デイジーはテッキの額ひたいに載せた。

「サクラがいれば、少しは館長殿どのの気も休まるのでしょうが……」

　詮せん無ないことを、デイジーは口にする。

　十年の間、博物館でテッキと姉し妹まいのように過ごしてきた少女、サクラ・イシザワの姿は、今はない。サクラの兄シローに連れられ、彼女自身の意思とは無関係に、いずこかへ姿を消していた。

　シロー・イシザワ。十年前の西部独立戦争の折に発生したオーラン虐ぎやく殺さつ事件で死んだと思われていた人物が、つい昨日博物館に姿を現した。十年の間、兄が生きていることを信じていたサクラは、再会を心の底から喜んだ。

　だが同時に、別の驚おどろくべき事実も発覚した。シローは前回の八眼デイアボリツク争覇パーテイに、ヤミの契約者として参加していた。すなわち、チェビアトを殺したのはシローだったのである。

　その事実は、テッキに理性を失うほどの憤ふん激げきを呼び起こした。テッキが右手を失ったのも、ヤミの契約者の仕し業わざだったからだ。

　テッキはシローを襲おそい、万力で殴なぐり殺そうとした──が、それは果たされずに終わった。サクラが身体を張って、兄を万力から守ったのだ。万力はサクラの側頭部を直ちよく撃げき、サクラの角をへし折った。

　気絶したサクラを抱かかえて、シローは去った。追いかけることはできなかった──数日前から風邪かぜを引いていたテッキの体力が限界を超こえ、シローの退去の直後に倒たおれてしまったのだ。

「こんなことは言いたくないが……」

　ベッド横の椅子に座って、テッキの様子を眺ながめながら、エルバは呟つぶやいた。

「なんて時に倒れてくれたんだ、テッキさんよ……」

　本来、契約者同士はただ一つの優勝者の椅子を巡めぐって戦う運命にある。にもかかわらず、エルバはテッキと手を組んで戦っている。その最大の理由は、目的が一いつ致ちしていたからだ──チェビアト・ナイトロンドの仇かたきを取る、という。テッキにとってもチェビアトは父同然の存在であり、チェビアトを殺した人間に対して落とし前をつけなければならない、と誓ちかっていた。だからエルバとテッキは手を取り合うことができた。

　だが、その仇の正体がサクラの兄となると、話は簡単ではない。

　エルバはサクラに約束した──いつか行方ゆくえ不明のサクラの兄を捜さがし出して、会わせてあげる、と。いつかサクラが兄と再会し、一いつ緒しよに暮らすことができればいい──そう願っていた。

　父の仇を討うつ、そしてサクラの兄を捜し出す。二つの願いは、まったく無関係だと思っていた。両者を同時に追いかけることに、何の問題も矛む盾じゆんもない、と。

　しかしそうではなかった。二つの願いは、実は正面衝しよう突とつコースの両りよう端たんにあった。

　いずれかを立てれば、もう一方が立たない。どうしようもないジレンマのさなかに、エルバはあった。唯ゆい一いつの救いは、テッキという道連れがいることだが──

「ナマコ……」

　目を閉とざしたまま、テッキは声を漏らした。

「なんだと？」

　突とつ拍ぴよう子しもない言葉に、エルバは思わず聞き返す。

「ナマコの夢を見ました……」

「……ほお」

「ナマコが海の底で繁はん殖しよくしているんです……分ぶん裂れつして、一体が二体、二体が四体っていう風に……。このままじゃ海からナマコがあふれて、地上がナマコだらけになってしまう……」

　テッキの発言の意味を存分に考えた後、エルバは慎しん重ちように答えた。

「安心しろ。ナマコ業者が全部回収してくれる。手頃な値段で、各家庭の食しよく卓たくに並ぶだろうさ」

「そうでしたか……それは一安心ですね……でも、がんばって駆く除じよしないと……」

　わずかに安あん堵どの笑えみを浮うかべると、テッキはまたも動かなくなった。

「……静かに寝ていてもらおう。ナマコ狩がりで忙いそがしいらしい」

　今のテッキは、思し索さくすらできない状じよう況きようにある。

　エルバは独力でこの状況に立ち向かわなければならない。

「とにかく、沈しずんでいても始まらないよ」

　部屋の入口から声。見れば、ルナが扉とびらそばの壁かべにもたれて立っていた。

「今、僕達にできること、やるべきことは何なのか。考えて、行動すべき時だ」

　いつもの余よ裕ゆうある態度に、ルナは戻もどっていた。

　エルバは眉まゆをひそめたが、しかしそれもわずかの間のことだった。

「……そうだな。サクラを連れ戻すことが、一番の重要事だ。さしあたり、俺の記き憶おくの件はおいておく」

　ハー、と大きく息を吐はき出し、エルバは立ち上がった。

　ルナは何かを隠かくしている。確信が、エルバにはあった。

　一体何を隠しているのか。そもそも隠していることを認めないとはどういうつもりか。

　むかつくことこの上ないが、たった今明かさねばならないことではない。記憶が欠けた状態のまま、これまで何の問題もなくやってこられたじゃないか。

　今やらなければならないのは、捜し出すことだ──サクラを、そしてシローを。







「た……助けて……！」

　夕ゆう闇やみが降りた時間帯、ところはブルティエール東番外地。

　狭せまく暗い路ろ地じの奥で、一人の女性が三人の男に襲おそわれようとしていた。

　東番外地といえば、警察官ですら恐おそれて決して一人で入ろうとはしない、情なさけ無用の無法地帯である。若い女性が何の防ぼう備びもなく単身で乗り込めば、襲われるであろうことは火を見るより明らかだ。罪つみを犯おかそうとしているのは男達の方ではあるが、女性の無む知ちもまた罪深い。

　女性の悲鳴を耳にした者は、皆かい無むではなかった。しかし、誰だれも助けにはいかなかった。トラブルに自ら首を突つっ込んで何の益えきがあるというのか。だから、誰もが聞いて聞かぬふりをした。それが東番外地の常識、賢かしこい振ふる舞まいだ。

　だが、東番外地の常識に囚とらわれない人間が、一人だけいた。

「…………ん……？」

　娘むすめの服をはぎ取ろうとしていた男達は、ふと妙みような物音に気づいて手を止めた。

　ポロロン、と場ば違ちがいに風ふう雅がな弦げん楽がつ器きの音が、狭い道に鳴り響ひびいた。決して大きくはないが、よく通る音だったので、無視できなかった。三人は同時に音源、通りの奥に視線を向ける。

　一人の青年が、弦をかき鳴らしながら歩み寄ってきた。

　青年は左手に特とく殊しゆな円盤レンズホルダーを装着していた。肘ひじから下をすっぽり覆おおうホルダーに、弦が複数張られている。左手を抱だきかかえるように構えて、右手で弦をつま弾びいているのだった。

　青年は一定の距きよ離りまで近づくと、弦をかき鳴らす手を止め、下ろした。それまで腕うでの陰かげになっていたシャツの模様が、露あらわになる。左胸のあたりに、オーラン文字らしきものが記されていた。




　主人公




　おおよそ、場違いな闖ちん入にゆう者しやだった。

　数すう瞬しゆんの間、男達はぽかんとしてしまった。が、我に返ると、

「てめえ、何してんだよ！」

　怒ど鳴なりつけた。

「貴様らこそ何をしている！」

　青年は怒鳴り返した。

「いたいけな女性を暴力で押さえつけ、襲おうとするなど、言ごん語ご道どう断だん！　よって正義の裁さばきを受けろ！」

　挑ちよう発はつ的な言げん辞じに、男達は立ち上がった。一人は女性の身体からだを拘こう束そくしたまま、二人が前面に出る。

「はあん？　俺達をやっつけようってのか？　てめえ、警察か!?」

「いいや、違う」

　青年は横に首を振った。

「じゃあ何者だ！」

「俺の名はアベル・ブルーダー……」

　よく通る声で言いかけて、青年は口を閉とざした。

「……いや、もう偽ぎ名めいを使う必要はないな」

　一つ咳せき払ばらいをしてから、改めて名乗る。

「俺の名はシロー・イシザワ。正義のしもべたるさすらいの楽師」

　はあ？　と男達は呆ほうけたような顔をした。それから、笑い始める。

「正義のしもべだと？　頭がおかしいのか、おまえ──」

　腹を抱かかえながらの発言は、しかし途と中ちゆうで止まった。

　シローは無む造ぞう作さに男に近づくと、開いている口の端はしをぶん殴なぐったのである。

「ぬフッ」

　不意をつかれて、男は地に這はった。

「て、てめえ！」

　反応して、もう一人の男が両目を輝かがやかせた。

「召喚コンタクト！」

　宣言に反応して、男のまわりの空気が輝きを放ち始めた。輝きはやがて霧きりのように不ふ透とう明めいになり、男の身体にまとわりついていく。

　さして間を置かず、男の身体は熊くまに変わっていた。まだら模様に染そまった、二足直立の熊に。

「フゴアアッ！」

　鋭するどい爪つめをむき出しにして、熊はシローに襲いかかった。軽く人の首を叩たたき落とすであろう重い一いち撃げきを、

「……ム……！」

　シローは大きく後方に飛んで、避よけた。

「この野や郎ろう、ただで帰れると思うなよ！」

　はり倒たおされた男の方も素す早ばやく立ち直り、同じ熊を召しよう喚かんした。

　いずれも背が高く、横よこ幅はばも広い。通りが突とつ然ぜん壁かべで封ふう鎖さされたかのような圧あつ迫ぱく感を、二体の熊は放っていた。正直なところ、単身で立ち向かうのはためらわれる──というか、普ふ通つうの人間ならば背を向けて全力で逃にげ出しているところだ。

　けれども、シローは一歩たりと引かなかった。

「スペックルドベア……」

　二体の目をにらみ返しながら、悪あく魔まの名を呼ぶ。

「二足で立ち回る、五段級の悪魔。体表の模様がまだら故ゆえにスペックルドベアと呼ばれる。見た目通りの腕わん力りよくを誇ほこり、その牙や爪で引き裂さかれた者には凄せい惨さんな死が訪おとずれる。なるほど、強力な悪魔ではある。だが……悪魔の真の強さは、召喚主の強さによって決まる。……俺は、おまえよりもうまくスペックルドベアを操あやつる奴やつを知ってるよ」

「なんだと!?」熊は吠ほえる。「誰だれだ、それは!?」

　するとシローは伸のばした腕うでの先で拳こぶしを握にぎり、

「……この俺だ……！」

　自分の胸を叩いた。そして、

「召喚！」

　右手でホルダーから円盤レンズを取り出し、召喚宣言を行った。

　円盤が右手から飛び出し、空中で二枚に分かれ、シローの両目に飛び込む。応じて彼の周囲の大気が輝きだし、一瞬の後には、シローはスペックルドベアを身にまとっていた。

　口上に二の足を踏ふんでいた男達は、しかしシローが自分達と同じ悪魔を喚よんだのを見て、勢いを取り戻もどした。

「ハ！　何を喚ぶかと思ったら……てめえ、俺達に勝てると思ってんのか!?」

　二対一という数的優位にあれば、強気に出るのも当然である。

　しかし不利なはずのシローは、なんら臆おくする様子を見せない。それどころか、鬱うつ陶とうしげな声を出す。

「言っただろう。悪魔の真の強さは召喚主の強さによって決まるってな……」

　いきなりシローは大きく踏み出した。まっすぐに腕を突つき出し、爪を男の胸にねじこんだ。

「グ……!?」

　防ぐ間もなかった。突きはあまりに素早く、手をかざすことすらできなかった。

「野郎！」

　もう一体の熊が、大きく腕を掲かかげてシローに飛びかかる。

　シローはすぐに腕を引っ込めると身体からだをかがめ、上から降ってきた二本の丸太のような腕に空を切らせた。横をすり抜ぬけざま、肘ひじを張って、熊の脇わき腹ばらに一発ねじ込む。

「ぐぬう!?」

　男は身体を妙みような具合によじらせた。その隙すきにシローはくるりと反転、熊の背後を取った。無造作に手を出して熊の丸い尻尾しつぽを摑つかんで、付け根に爪を食い込ませる。

「のりゃッ！」

　足を高く掲げて熊の背を力ちから一いつ杯ぱい蹴けると、熊の尻尾は引きちぎれた。

「ごああああッ!?」

　熊は凄すさまじい悲鳴を上げた。幻肢逆流フアントムペインが発生したのだ。

　悪魔の虚きよ体たいに発生する感覚は、全すべて召喚主にフィードバックされる。虚体を撫なでられれば召喚主も撫でられたような感覚を覚え、虚体を殴なぐられれば召喚主も殴られたような痛みを感じる。これを逆バツク流ワードと呼ぶ。

　幻肢逆流とは、召喚主の身体には存在しない器官の感覚が、悪魔の虚体から逆流することだ。この場合、感覚は数倍の感度になって、召喚主の近きん似じの部位に逆流する。つまり男は今、尻しりのあたりに激痛を覚え、悲鳴を上げたのだ。

　幻肢逆流を手っ取り早く遮しや断だんする方法は、悪魔を解放することだ。男はすぐに虚体を散らして生身をさらし、その場にうつぶせに転てん倒とうした。それでも這はってその場から逃とう走そうしようとするが、

「逃がすか！」

　シローは素早く腕を伸ばして男の足を捕つかまえた。そのまま熊の膂りよ力りよくで振ふり回し、もう一体の熊へと全力で叩きつけた。

「ぬげえええッ!?」

　もう一体の熊は、仲間を助けようと踏み出していたところだった。男の身体はカウンターで激突、さしもの熊の巨きよ体たいもぐらついた。

　隙を見み逃のがさず、シローは真横から体当たりを仕し掛かけた。熊は手もなく姿勢を崩くずされ、壁かべに激突する。

　シローは熊の首の後ろ側を押さえた。片手で力一杯熊を壁に押しつけつつ、片手で尻尾に手をかける。

「てめえ、やめろ……！」

　意図に気づいて、男は懇こん願がんの声を上げた。

　もちろん、シローはそれを無視して、尻尾をちぎった。

「ぐうううッ」

　幻肢逆流が発生する。耐たえきれず、男はくぐもった悲鳴を上げながら虚体を解放した。

　シローがぱっと手を離はなすと、男は壁を抱だくような格好でずるりと滑すべり落ち、崩れた。

　あっという間の決着だった。

「ちょ……冗じよう談だんじゃねえぞ！」

　声を上げたのは三人目の男、女を押さえつけていた男だった。あっという間の決着に、助すけ太刀だちする間もなかった。女を放ほうり出し、身を翻ひるがえして逃にげようとするが──

「ヤミ！」

　スペックルドベアを解放しながら、シローは闇やみの奥に叫さけんだ。

　男の逃走経路を塞ふさぐように、一つの人ひと影かげがふわりと舞まい降りた──あたかも、闇の中から生まれ出いでたかのように。

「うわあっ!?」

　男はたたらを踏ふんで立ち止まった。

　異様な出で立ちだった。黒いマントと白い仮面で身を隠かくしている。男性なのか女性なのかもわからない、不可思議な装しよう束ぞくである。おおよそ人間らしさというものが感じられず、悪く言えば、案山子かかしのようでもあった。

　彼の名はヤミ・ヤタ。シローと契けい約やくしている闇やみ照てらしの魔ま神じんだ。

　三人目の男は、咄とつ嗟さに女を人ひと質じちにすることを思いついた──が、振り向いた時にはもう遅おそかった。

「お嬢じようさん、怪け我がはありませんか？」

　既すでにシローが女性をそばに引き寄せていた。上着を脱ぬいで、破けた服の上から女性の肩かたにかけてやる。

「え……ええ、大だい丈じよう夫ぶです……」

　女性は襲おそわれる寸前で、擦すり傷以上の害を被こうむってはいなかった。女性の姿をざっと眺ながめてそれを確かく認にんすると、シローは満足げに頷うなずいた。

「ならば、お帰りなさい。そして二度とこの界かい隈わいには近づかないことです……あなたのような美しい方が、こんなところを一人で歩いたらどのような目に遭あうか、よくわかったはずだ」

「は……はい！　ありがとうございました……！」

　女性は深々と礼をすると、道の奥へと消えていった。

「……さて」

　女性の後ろ姿を見送ってから、シローは男達に向き直った。

　熊くまを喚よんで戦った二人は、いまだに幻肢逆流が抜けきらないらしく、地に這ったままでいる。

「お仕置きの時間だ」

　ニ、とシローは笑った。

　薄うすら寒いものを感じて、三人目の男はすくみ上がった。

「お仕置きだと……？」

「俺はな」シローは語った。「罪を犯おかした人間は、その罪に等しい罰ばつを受けるべきだと思っている。目には目を、歯には歯をというやつだ。人の物を盗ぬすんだ奴やつはそれに等しい損害を受けるべきだし、人を殺した奴は殺されるべきだ。悪を為なした者が罰せられてこそ、この世の秩ちつ序じよは保たれる。ただ、今問題なのは……」

　顎あごに手を当て、考え込むふりをする。

「おまえ達が為そうとしていた悪行は、レイプだということだな」

　その言葉の意味することに気づいて、男は「うっ」と声を上げた。

「まさかおまえ、正気で言ってるのか!?」ひどい狼ろう狽ばいを見せる。「冗談じゃない！　第一、俺は掘ほられる方じゃなくてむしろ掘る方……！」

「俺は掘ることにも掘られることにも興味はない」シローは肩をすくめた。「となると、次善の策を講じるしかない。罪人が再び同じ罪を犯さないよう、処置を施ほどこす」

「処置、って……」

「なあに、大したことじゃない。飼い猫ねこが勝手に繁はん殖しよくしないよう、獣じゆう医いにやってもらう処置はなーんだ」

　言いつつ、シローは腰こしに下げていた大おお振ぶりのナイフを取り出した。
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「マ……マジかよ……!?」

　男は飛び上がった。仲間達を見捨て、無理にでもヤミを押しのけようとする。

　応じて、ヤミは大きくマントを翻ひるがえした。

「うわっぷ!?」

　マントに巻き込まれ、男は地面になぎ倒たおされて、したたかに鼻を打った。顔面を押さえつつ、それでも逃げ出そうとして身を起こす。

「…………な!?」

　そして男は、信じられないものを目まの当たりにした。

　ヤミの姿が、一変していた。先ほどまでの不ふ吉きつな案山子姿はどこへやら。今、そこに立っているのは一人の女性だった。その顔は腫はれと擦り傷だらけ、美しい顔立ちを完全に損そこねている。

　どこかで見たことがあるような、という既き視し感かんに囚とらわれ、男は硬こう直ちよくする。

「……そう。思い出せないのね」

　にたあ、と女は口元を歪ゆがめた。

「なんで私がこんな顔をしているかわかる……？」

　ぐっと身を乗り出し、女は男の鼻先に顔を寄せる。

「あんた達が死ぬまで私を殴なぐったからよ……!!」

　憎にく々にくしげに言って、女は男を地面に押し倒した。

「……うああ！　うああああ──ッ!?」

　恐きよう怖ふの悲鳴を、男は上げた──女の正体を悟さとって。

「な、なんでだ!?　なんでここにいるんだ、てめえ──!?」

　連れの二人は、地面に這はった体勢のまま目を見はり、じっと女を見つめていた。彼らも、女の正体に気づいていた。気づいていたからこそ、動くことができなかった。

「おまえら、常習犯か」

　ただ一人、シローは冷静な声を放つ。

　八はつ柱ちゆうの魔神はそれぞれ、特別な力を持っている。闇やみ照てらしの魔神は、人の記き憶おくを読み、その記憶の中から一人の人間を選び出して、その姿そっくりに変身することができる。

　たった今ヤミが変身しているのは、この三人組のもっとも最近の被ひ害がい者しやの姿である。三人にとっては、幽ゆう霊れい以外の何者でもない。

「ゴミクズだな、貴様ら」

　シローは、一番そばにいる男の側頭部を容よう赦しやなく蹴け飛とばした。そして、誰だれ彼かれとなく分け隔へだてなくストンピングをかましていった。抵てい抗こうできなくなるまで、何回も何回も。二人までを気絶に追い込み、最後の三人目をヤミと協力して仰あお向むけに押さえ込む。

「や……やめろ──ッ！　ふざけるな、この野や郎ろう……！」

「心配するな」シローは言う。「人間を去勢するのは初めてじゃない。俺を信じろ」

「信じられるか──ッ!!」

　男は心の底から叫さけんだ。しかしシローは男を解放しようとはしない。

「俺は自分を信じている。これまで三度やって、だんだん上達してるんだぜ。今度こそ成功するさ。特に前回は惜おしいところまでいったからな……」

「ざけんな──ッ!!」

　男は必死に抵抗し、シローを蹴飛ばした。シローは胸にキックを食くらい、吹ふき飛ばされる。

「……チッ」

　舌打ちしつつシローは立ち上がった。

「どうやらまず、無む駄だな抵抗ができないよう、両りよう膝ひざを粉ふん砕さいするところから始めなきゃならないようだな」

　通りの片かた隅すみに、大ぶりな石が転がっていた。骨を砕くだくのにちょうど良さそうなサイズの奴やつが。シローは石を持ち上げながら、もう一度男を押さえにかかった。

「やめろ！　やめろぉぉ──ッ!!」

　じたばたと動く男の両足に体重をかけて固定し、シローは石を振り上げた。







「…………」

　窓の外を眺ながめていたサクラは、不意の物音に身をすくめた。

　が、すぐにその必要はなかったことを悟り、肩かたを落とす。

「……遅おそかったですね、お兄ちゃん……」

　部屋の戸口に現れたシローの姿を見て、サクラは安あん堵どの笑えみを漏もらした。

「悪い」シローも笑みを返した。「少し、トラブルに巻き込まれてな」

　サクラは今、とある廃はい屋おくで兄と一いつ緒しよに過ごしていた。

　自分の居場所がどこなのか、サクラは理解していた。ブルティエール三十八区、ゴーストタウン化している地域の一角である。逃にげ出して博物館に戻もどろうと思えば、難なく戻れる。しかし、サクラはあえてシローのもとに留とどまっていた。

「替かえの包帯を買ってきた」

　両手で抱かかえた大きな紙かみ袋ぶくろを、シローはテーブルに置いた。

「食べるものもある。サクラ、おなか空いてないか？」

　紙袋の中から包帯を取り出し、サクラに手て渡わたす。

「いえ……大だい丈じよう夫ぶですよ」

　サクラはそれを受け取った後、頭に巻いた包帯を外し始めた。

　シローが博物館を訪おとずれたあの日、サクラはシローをかばおうとして、頭部にテッキの万力の直ちよく撃げきを受けた。今のサクラが眼鏡めがねをかけておらず、しかも左の角がなくなっているのは、そのためだ。深手を負わずに済んだのは不幸中の幸いだった。

　シローがエルバ達の追い続けていた仇かたきであることを、サクラは理解していた。しかし同時に、シローはサクラが十年間捜し続けていた兄、ただ一人の家族なのだ。

　どうにかエルバ達とシローを和解させられないか──サクラはそう願っていた。

　難しいことであるとはわかっている。父の仇を討うつことにかけるエルバの思い、失った右手の落とし前をつけたいというテッキの宿願、どちらも重いものだとわきまえている。

　だが、サクラの思いだって、エルバ達の願い同様に重い。

　お互たがいに妥だ協きようできる道があるのかどうか、それすらわからない。それでも、サクラは妥協の道を探さがし出すつもりでいた。誰にも不幸な思いはさせたくない──自分も含ふくめて。

　その為ためにも、今はシローとともにあるべきだ。自分がまず説き伏ふせるべきは、シローだ──そんな判断のもとに、サクラはこの場所に留まっている。

　自力でサクラは包帯を巻き直した。髪かみの毛で隠かくすと、包帯は額の部分わずかにしか見えなくなる。

　外した包帯をまとめながら、サクラはシローに問いかけた。

「……どうしたんですか？　出かける時、上着着てましたよね……」

　シローは上着を着ていなかった。それどころか、シャツ、ズボンもよく見れば、出かけた時と別物になっている。

「人に与あたえてきた」

　上着についてだけ、シローは答えた。

「三人がかりで襲おそわれている女性を見つけたんでな。そのせいで遅くなった」

「……そうだったんですか……」

　ハンカチを取り出して、サクラはシローの頰ほおを撫なでた。

「…………？」

　怪け訝げんな顔をするシローに、サクラはハンカチを見せる。そこには拭ぬぐわれた血、乾かわいた黒っぽい粉こながあった。

「あっ」

　慌あわててシローは拭われたあたりを手でこすった。

「血は全部洗い落としてきたつもりだったんだが。すまんな」

「名めい誉よの勲くん章しようですよ、お兄ちゃん」

　サクラはにっこりと笑った。何が起きたのか、正確なところを知っていれば、到とう底てい笑えなかったろうが──事実を悟さとりうるはずもない。想像できるわけがない。

　笑顔はすぐに陰かげった。

「お兄ちゃん……どうしても、エルバ君達と戦うつもりなんですか……？」

　問われて、シローはフーと息を吐はき出した。

「……その話は後にしよう。今は、何か食べたい……」

「お兄ちゃん……！」

　サクラは再び呼びかけた。

　先送りにはできないと悟って、シローは肩をすくめた。

「……そのつもりだ」

　その言葉に、サクラの表情は曇くもる。

「おまえの気持ちはわかっている」シローは続ける。「だが、俺もあいつらも、願いを叶かなえるために八眼デイアボリツク争覇パーテイに参加した。戦う運命にある……第一、もし仮に俺が和平を申し入れたところで、あいつらは手を引っ込めないだろう。あいつらが俺を許すことはありえないさ」

「いえ……そんなことはありません……！」

　サクラは反論した。けれども、内心ではシローの言葉の正しさに気づいていた。エルバもテッキも、この件に関して容易に妥協するとは思えなかった。

　特にテッキ。六年前に右手を失ってから、テッキはまるで人が違ちがったようになった。あの気むずかしい、冷たい鉄のような性格になったのは、右手を無くしたせいだ。それ以前はサクラと変わらない、陽気で闊かつ達たつな子供だったのに。

　テッキにとって復ふく讐しゆうとは人格の一部であり、自分の存在と分かちがたいものだ。復讐をあきらめろというのは、テッキの存在意義を否定することではないのか。

　でも、テッキ、エルバとシローが殺し合うのを傍ぼう観かんしなければならないなんて、耐たえられない。

　一体どうすればいいのか。サクラには何の考えも浮うかんでこなかった。

「ま、すぐにあいつらとぶつかることになるとは思えんがな」

　シローは口元を歪ゆがめた。

「漁夫の利を狙ねらっている奴やつらがいる。セブンデイズ・デモニアクスにつけこまれないようにする必要がある……。長期戦になりそうだ、と俺は睨にらんでいるよ」

「…………」

　考えるための時間が与えられたということだろうか──サクラはそう感じた。

　考えるしかない。与えられた時間の中で、ことを丸く収める手段を。







「綺き麗れいになったもんだねー」

　すっかり整理整せい頓とんされた事務室を見み渡わたして、ジーニー・セブンデイ・ルンホルムは感動の声を上げた。

「これなら、毎日を快適に過ごせるよ」

「ここは、毎日を快適に過ごすための場所じゃないんですがね……」

　傍かたわらで、フォング所長が呟つぶやいた。

　ここは、ブルティエール某ぼう所しよの地下に存在する国営の悪あく魔ま研究所。国営といっても諸事情によって予算が底をつき、現在は開店休業状態である。

「いやいや、そうでもないよ？」セブンデイは言い返した。「研究に熱中している時は、家に帰る暇ひますら惜おしい。その辺の床ゆかにシーツを敷しいて寝ねるくらい、日常茶さ飯はん事じじゃないのさ。そんな時のために備えて、ここを綺麗にしておくのは大切なことだよ。……それとも、僕のいない間に、ここでの寝ね泊とまりが禁止されたのかな」

「いいえ、そんなことはありませんよ」フォングは答えた。「今だって、寝泊まり禁止なんて規則はありません。もっとも、あなたがここの所長を務めていたのは大昔だから、その間に寝泊まり禁止令が出ていたとしても不思議ではありませんがね」

　フォングの言う通り、セブンデイは元所長の肩かた書がきを持つ人間だ。もっとも、彼女が所長を務めていたのはおおよそ七十年ほど前の話なのだが。

　二十代半ば程度にしか見えない彼女の外見は、魔王の力のおかげだ。セブンデイは、過去の八眼争覇を勝ち抜ぬき、永遠の若さを手に入れた元契けい約やく者しやでもあった。

　悪魔研究が昂こうじて、セブンデイはいつの日か自分の手で悪魔を創造することを夢見ていた。その願いを叶えるために彼女は八眼争覇に参加し、そして勝者となった。セブンデイは魔王から悪魔と円盤レンズに関するあまたの知識を仕入れた後、デスドレッド島に単身でこもり、研究活動に打ち込んだ。

　長年の研究の結果、セブンデイは魔神に匹ひつ敵てきしうる力を持つ「悪魔」を創作することに成功した。彼女はこれを「鬼き神しん」と名付け、本土に持ち込んだのだった──己おのれの作品が魔神より優すぐれていることを証明するために。

「とにかく、僕達はここに腰こしを落ち着けさせてもらう。僕の研究の成果を発揮する時は、そう遠くないみたいだからねー……。円盤の最終調整も、やらなくちゃならない」

　セブンデイの言葉に、フォングは首をひねった。

「最終調整ですか。私の目には、もう十分な完成品のように見えますが」

「ものによる。これなんかはもう完成品だよ」

　右手に持つステッキを、セブンデイは振ふってみせた。

　鬼神は、魔神とも悪魔とも異なる発現の仕方をする。たとえば「無形の鬼神」は、一つ目のついたステッキと衣服とがセットになった代しろ物もので、大気中の塵ちりを利用することにより、いつでもどこでも自在に着き替がえができるという能力を持つ。戦せん闘とう能力は全くない。

　たった今、セブンデイは露ろ出しゆつ度どを限界まで上げた改造メイド服を着ている。これは、無形の鬼神の力によるものだ。

「あと、クルト達に持たせているのも、調整は済んでる。あれらはもう、実戦投入して力を確かめる段階だよー」

　八枚の鬼神の円盤の力を試ためすため、セブンデイは契約者を集めてチームを作った。その名は、セブンデイズ・デモニアクス。

「……ところで」セブンデイは室内を見渡した。「クルト達はどこに行ったの？　気配がないねー」

「今いま頃ごろ気づいたんですか、名めい誉よ所長」

　フォングは、セブンデイを「名誉所長」と呼ぶことにしていた。

　掃そう除じという共同作業をしている内に、お互たがい急速に打ち解けつつあった。初対面時はやや猛たけ々だけしかったセブンデイの物言いも、砕くだけたものに変わっている。先輩後輩という仲間意識が、そうさせるのだろう。

「彼らは外に出てますよ。ちょっと資金調達をしてくるって言って」

「資金調達」

　そう聞いて、セブンデイは嬉うれしそうな顔をした。

「それはありがたい。手持ちはいくらあっても困らないからねー」

「ま、彼らの場合……」フォングはげっそりとした顔をして見せた。「それは名目で、ただ単に暴れたいだけのような気がしますけどね」

「それはそれで構わない」セブンデイは答えた。「鬼神の力を実じつ地ちテストしてくれるのなら、大だい歓かん迎げいだよー。その上金も入ってくるとあれば、制止する理由がない。さ、僕も他ほかの円盤の調整を続けようかね……」

　上じよう機き嫌げんに言って、セブンデイは薄うす暗ぐらい研究所の奥へと進んでいった。







「な……なんなんだよ、こいつは!?」

　庭園に出現した悪夢のようなモンスターの姿に、男達は悲鳴を上げた。

　ヘルエレファント、赤黒い肌はだをした象型の悪魔。

　ハンマーヘッドリバイアサン、頭部の形状がトンカチのような魚型悪魔。

　マグマガーゴイル、溶よう岩がんで作った彫ちよう像ぞうのような翼つばさを持つ悪魔。

　三体の悪魔を無造作にくっつけたような化け物が、男達を見下ろしていた。

「ハッハアーッ！」

　その傍かたわらで、青年が一人高らかな嘲ちよう笑しようの声を上げていた。

「おまえら全員、踏ふみ潰つぶしてやる……！」

　青年の名はクルト・キングスリー、幻げん影えいの鬼神の円盤を借り受けたセブンデイズ・デモニアクスの一員である。

　クルトの左手に装着された、さながら竜りゆうの頭を思わせる形状の円盤ホルダー。これが、幻影の鬼神だ。腕うでの部分に三つの偽ぎ眼がん、手の平の部分に一つの主眼と一つの口を持っている。

　偽眼、主眼ともに、円盤をはめ込むことで悪あく魔まを召しよう喚かんできる。召喚主という依より代しろを立てることなく、悪魔は実体化する──魔神が単体で活動できるように。そうして喚よばれた悪魔は、召喚主の意思を反映しつつ、自律的に行動できる。

　主眼は、三種の円盤を同時に取り込むことによって、三種を融ゆう合ごうした悪魔トライファントムを喚ぶことが可能だ。三つの悪魔の特とく徴ちようを混こん成せいして実体化させるため、その姿形、組み合わせは無限大。

「この世の最後に、トライファントムを拝おがめたことを誇ほこりに思いながら死んでいけ……！」

　クルトが足をポンと叩たたくと、トライファントムはその巨きよ体たいを揺ゆすって前進し始めた。

　基本的にはヘルエレファントの姿をしているが、異なる点が二つ。その長い鼻先には左右に大きく張り出したハンマーヘッドの頭部が生えており、その背にはガーゴイルの翼が伸のびている。「僕が考えた最強悪魔」というテーマで、子供がラクガキしたようなデザインだった。

　男達はオオツノミノタウロスを召喚していた。全部で八体。数で圧あつ倒とうすれば勝機はある、と男達は一いつ斉せいに襲おそいかかった。が──

「なんだと!?」

　トライファントムと激げき突とつする寸前、八体のミノタウロスは一斉に転てん倒とうした。

　咄とつ嗟さに起き上がろうとするが、何故なぜか地面はつるつると滑すべってとっかかりがなく、立てない。

　ミノタウロス達が足がかりを求めてもがいている間に、トライファントムは翼をはためかせた。

　ヘルエレファントの身体からだの大きさに比例して、ガーゴイルの翼も長く広い。巨大な翼が羽ばたくと、旋せん風ぷうが巻き起こって、トライファントムの身体がふわりと浮ういた。

「う……うあああ──ッ!?」

　ミノタウロス達の頭上を、巨大な影かげが覆おおう。男達は下した敷じきを避さけるべく、必死に転がった。運のいい者は滑らない場所、とっかかりをつかんで逃にげ出したが、運の悪い者は避け切れなかった。

「…………!!」

　轟ごう音おんを立てて、トライファントムは着地する。丸太のような足で、三体ほどミノタウロスを踏んづけた。声を出すことすらできず、ミノタウロス達は潰される。

「じょ……冗じよう談だんじゃねえぞ！　あんなダサい悪魔に殺されるなんて……！」

　男達の士気は、あっという間に崩ほう壊かいした。残った五体のミノタウロスは蜘蛛くもの子を散らすように逃げ出す。ところが、

「ぎゃッ!?」

　うち三体は、またしても足を滑らせて転倒した。

　地面に目をやって、男達は驚きよう愕がくした。実際に、地面が凍こおっているのだ。

　氷の表面を目で追いかけていくと、やがて氷ひよう塊かいのようなものにたどり着く。

「逃のがしはしないぞ……貴様ら！」

　氷塊のそばに立つ女性が、男達をねめつけた。

　氷塊の正体は、戟げきだった。戟の刃はの部分が、鋭えい利りに尖とがった氷になっている。その氷の刃が地面に突つき刺ささり、地面を広こう範はんに凍らせていた。

　触ふれた物を凍らせる、「氷ひよう結けつの鬼き神しん」の力だった。それを操あやつるのはセブンデイズ・デモニアクスの一員、ランコ・スーパーフォーク。ポンチョに身を包んだオーラン人の娘むすめだ。

「せやああ──ッ!!」

　地面から戟を引き抜ぬいて、ランコはミノタウロス達に襲いかかった。もとより達人級の戟の腕前を持つランコにとって、地に這はっている者達を叩きのめすことなど朝飯前だった。刃で抉えぐり、叩いて、あっという間に三体を沈ちん黙もくさせる。

　仲間達の運命に目を向ける余よ裕ゆうもなく、残った二体の男達は全力で逃げ出していた。どこに向かって逃げているのかもわからない、ただ恐きよう怖ふから逃げ出したい一心だった。

　しかし、彼らの前にも、セブンデイズ・デモニアクスが立ち塞ふさがる。

「逃げられて、外に連れん絡らくされると困るんだって……」

　言いつつ逃とう走そう路ろにふらりと現れたのは、十二歳くらいの少女だった。

「どけッ！」

　男二人は逃げることに夢中すぎて、少女の言葉など聞いていなかった。障害物以上のものとは思わず、蹴け倒たおしてのけようとする。少しでも冷静な判断力が残っていれば、音おん符ぷ型の眼帯をつけている、という奇き妙みような特徴に警けい戒かい心しんを抱いだいたはずなのだが。

　ミノタウロス達の突進に臆おくすることなく、少女は力強く踏み込んで、手刀をまっすぐに伸ばした。

　手刀はミノタウロスの胴どう体たいど真ん中を突き破り、背中へ貫かん通つうした。

「ムゴ……ッ!?」

　くぐもった声を、男は漏もらした。何が起きたのか把は握あくできぬまま、それでも少女を押しのけようとする。が、少女は足から根が生えているかのごとく動かない。

　それどころか、少女は貫通した腕で男を持ち上げ、放ほうり投げた。

「ブゲッ」

　男は背中から地面に叩きつけられ、そのまま動かなくなる。

　残った最後のミノタウロスは、別の悪魔に取りつかれていた。

「放せ……！」

　からみつく悪魔を、ミノタウロスは振ふりほどこうとする。しかし犬いぬ面づらの悪魔、サンダーランドアヌビスモドキは牛の首根っこにぐるりと腕うでを回し、がっちり固定していた。

　犬面の悪魔は、右手のペンチを逆手に持ち替かえると、その先せん端たんをミノタウロスの首筋にねじ込んだ。

「ぬぎゃッ」

　あまりの激痛に、ミノタウロスはもんどりうって倒たおれた。

　アヌビスモドキはミノタウロスを押さえ込み、仰あお向むけになったところへもう一度ペンチを喉のどに突き込んだ。ミノタウロスは声にならない悲鳴を上げて、ぐったりとした。召しよう喚かん主しゆは気絶し、ミノタウロスの虚きよ体たいは塵ちりへと還かえっていく。

　それを視し認にんしてから、アヌビスモドキも悪魔を解放した。その中から現れたのは、カーキ色のコートを着た、やせ細った男──ジョナサン・フィールディングだった。

「ヘンリエッタ……」

　隻せき眼がんの少女の方に向き直る。

　血を拭ぬぐうべく右腕を振るっていた少女は、声を聞くと、とてとてとフィールディングのもとに駆かけ寄った。

「うまくできたよね？」

　ヘンリエッタは左手を伸のばして、フィールディングの腕に抱きついた。

「うまくやった。よしよし」

　フィールディングはヘンリエッタ──正確には、三ヶ月前に殺された妹に似たもの──の頭を撫なでてやった。

　少女の正体は闇やみ照てらしの鬼神、セブンデイの創作物だった。円盤レンズの装着者の記き憶おくの中から一人を選び出し、その姿をなす。装着者の記憶の中の人物像を、ほぼ完全に再現した形で実体化するのである。異ことなる点は二つ、鬼神は人間離れした運動能力を身につけること、そして音符型の眼帯を装着すること。

　フィールディングはヘンリエッタの手を取り、庭の隅すみへと歩いていった。

　他のミノタウロス達をのしたクルト、ランコはすでに庭の隅の倉庫前にいた。

　倉庫は大きく、重い扉とびらで閉とざされている。人間の力では破りようのない扉だ。

　だからクルトは、トライファントムに何度も体当たりをさせて、扉を破ろうとしていた。

「ところで、本当にここに隠かくし財産があるんだろうな」

　作業を見守りながら、クルトはランコに質問する。

「心配するな」ランコは答えた。「調べはついているんだ──」

「──やめろ──ッ！　何をしている──ッ！」

　突とつ然ぜんの叫さけび声が、会話に割り込んできた。

　本宅の方から、一人の壮そう年ねんの男が転げるように駆け寄ってきた。憤ふん怒ぬの形ぎよう相そうで、クルト達を睨にらむ。

「……久しぶりだな、タッカー」

　すっとランコが進み出て、慇いん懃ぎんに一礼した。

　ランコの姿を見た途と端たん、タッカーは急停止した。

「……！　貴様、税ぜい騎き士し……！」

「覚えていて頂いたとは幸いだ」

　目を細めて、ランコは薄うすい笑えみを浮うかべた。

「おまえ、こんなことをしていいと思っているのか！」

　髪かみを振り乱しながら、タッカーは怒ど鳴なった。

「バルヒーヨがいない今、貴様には何の後うしろ盾だてもないのだぞ！　私が指を動かすだけで、貴様なぞ軽くこの世から放り出すことができるんだ──」

　脅おどし文句に対して、しかしランコは鼻で笑っただけだった。

「勘かん違ちがいしているようだな。今の私は、もう税騎士ではない。あなたがいくら政界に顔が利きくからって、そんなのはまったく関係ない」

「なに……」

　タッカーは反論に詰つまった。

「私はただの泥どろ棒ぼうだ。もっとも、元から存在しないものを盗ぬすむのが窃せつ盗とう行こう為いにあたるのかどうか、謎なぞだがな」

　その言葉に、タッカーは顔を青くした。

「あなたがマネーロンダリングで作った財産をここに隠していることは、実戦徴ちよう税ぜい係がかりで把は握あくしていた。オーラン州での仕事が終わったら、ここに来るつもりだったんだ。東番外地暴動のゴタゴタで、手つかずになってしまったが……」

　ポンチョの内側からランコはフォークを一本取り出し、その刃は先さきをタッカーに向けた。

「せっかくなので、私達の活動資金として活用させてもらうことにした。軍警察に訴うつたえたければ、訴えればいいだろう──あなたが、隠し財産の出所を無理なく説明できれば、の話だが」

「……ム……ぐう……!?」

　何も、タッカーは言い返すことができなかった。ブルティエール屈くつ指しの大商人であるタッカーも、こうなっては形無しだった。

「なああんた、倉庫の鍵かぎを持ってきてくれないか？」

　うなだれるタッカーに、クルトが話しかける。

「さすが、立派な倉庫だ。正面から破るのに時間がかかりそうでよお！」

　トライファントムの体当たりによって、正面扉は歪ゆがみつつあった。が、砕くだける様子はまだない。

「それともあんた、あんたの雇やとったガードマン連中みたいな目に遭あいたいのか？」

　言われて、タッカーははっと息を吞のんだ。後背を振ふり返り、

「そうだ！　ガードマン！　ガードマンは何をやって──！」

　叫んだが、その声は途中で消える。庭のあちこちに転がっているガードマン達の姿に、この時初めて気づいたのだった。

「もう少し使える奴やつを雇うべきだったな。……ま、俺達に勝てる奴なんざ、この世にはいないがな」

　にやり、とクルトは笑った。

　目を見開き、クルト達の姿を凝ぎよう視ししながら、タッカーは後じさりを始めた。

「逃にがしはしない」

　大おお股またでランコはタッカーに近づいて、蹴け倒たおした。仰あお向むけにして、馬乗りに押さえつける。

「ゲームをしようじゃないか」

　恐きよう怖ふで声も出せないタッカーに、ランコは提案した。

「今から私は、一本一本フォークを取り出す」

　言いつつ、ポンチョの中に手を突つっ込む。じゃらじゃらと音を立てながらフォークを一本選び、タッカーの眼前に突き出した。

「このポンチョの内側には三種類のフォークがある。二ふた叉またのフォーク、三みつ叉またのフォーク、四よつ叉またのフォークだ。こんな風にして……」

　フォークの刃の部分を、ランコは手で隠した。

「おまえの前に出す。何叉のフォークか、当てるんだ。当たったら何もしない。だが外したら、フォークをあなたにプレゼントする」

　くるりとフォークを持ち替かえ、ランコはタッカーの手の平に刃先を突き立てた。

「ぎゃッ!?」

　声を張り上げるタッカー。

　ランコはそのままタッカーの手を地面に張り付けた。ぐぬりと深く斜ななめに押し込んで、もう一方の手にも同じ処置を施ほどこす。

「ぐああ──ッ！」タッカーはまた叫んだ。「痛い！　抜ぬけない……!?」

　身体からだごとねじってどうにかフォークを外そうとするが、思いの外フォークは頑がん丈じようだった。

「テントのペグ打ちと同じ要領だ」ランコはさらりと言った。「一つだけ特別ルールがある。あなたが私に倉庫の鍵の場所を教えてくれたら、すぐにゲームは終しゆう了りようだ。ま、それ以外に終了条件はないがな。……じゃあ、ゲームを始めようか」

「誰だれが……！　私の血と汗あせの結けつ晶しよう、簡単に譲ゆずれると思うのか……!?」

　開き直り、勇気を振り絞しぼってタッカーは言い放った──が、

「ああ、そうか」

　ランコは無感動に返事して、事務的にフォークを取り出した。

「さ、これは何叉か？」

「なんで私が貴様の言うことを聞かねばならん……！」

　タッカーはあくまで抵てい抗こうの姿勢を見せる。

「外れー」が、ランコは聞いちゃいなかった。「はい、ペナルティ」

　無造作にフォークをタッカーの胸むな板いたに突き刺さす。

「ぬぎゃあッ!?」

　激痛にタッカーは目を剝むいた。刃は深くは刺さらず、タッカーが身もだえするとフォークはぺたりと倒れた。ランコはそれを回収し、別のフォークを取り出す。

「はい次。このフォークは？」

「……み……三叉！」

　たまらず、タッカーは答えた。

「やっとゲームに乗ってくれたか」

　満足そうに言って、ランコは隠かくしていた刃を露あらわにした。

　五いつ叉またのフォークだった。

「あ」

　ランコは間の抜けた声を出した。

「すまん。でも間ま違ちがいは間違いだから、ペナルティ」

　割り切って、ランコはまたもフォークをタッカーに突き立てた。

　タッカーは絶望の悲鳴を上げた。

「……趣しゆ味みの悪いことだ」

　傍ぼう観かんしているフィールディングは、すっとヘンリエッタの頭を抱だき寄せた。

「見るんじゃない。おまえはあんな大人になってはいけない」

「は～い」

　ヘンリエッタは素す直なおに返事した。







「しばらく……博物館の方に住み込みたいんです」

　と、椅い子すに腰こし掛かけたカエデはカナティックに頼たのみ込んだ。

　ブルティエールの市街地の真ん中に、オリオール・カナティック探たん偵てい事務所はある。独立戦争からの帰き還かん兵へい、カナティックが十年前に開いた事務所である。長らく単身での活動を続けてきた彼は、つい最近一人の助手を受け入れていた。

　彼女の名はカエデ・ニカイドウ。八眼デイアボリツク争覇パーテイの参加者、電でん光こうの魔ま神じんマロ・マロと契けい約やくしているオーラン人の少女である。

「その……テッキの風邪かぜが、思いの外ほか重じゆう症しようであるらしくての」

　カエデの背後に立つマロが補足説明する。遠い昔に存在したとされるオーラン人貴族の装しよう束ぞくを身にまとっているが、なによりまず目立つのはその顔だ。目と鼻が無く、白い顔にただ口だけが鎮ちん座ざしている。闇やみ夜よで出くわして、動どう揺ようを抑おさえられる者はまれだろう。

「エルバとルナが博物館を空けると、そこをシローにつかれる恐おそれがある。というわけで、交代で博物館に詰つめて、テッキを守ってくれないかと頼まれたのでおじゃるよ」

「そうか……だったら、行くといい」

　カナティックはあっさりと承しよう諾だくした。

　カナティックの素顔を知る者は存在しない──少なくとも、カエデの知っている限りでは。というのも彼は、常つね日ひ頃ごろから海かい棲せい系の悪魔を召しよう喚かんした姿で生活しており、決して生身を他人に見せないのである。

　現在もフィッシュヘッド、魚の頭と人の身体をくっつけた悪魔を身にまとっている。声が男っぽく聞こえるので仮に「彼」としているのであって、ともすれば女性であるかもしれなかった。

「心配だね、テッキちゃん。看病してあげるといいよ……とはいえカエデ、君も奇き妙みようなことをするものだね」

「奇妙なこと？」

　カエデがオウム返しに聞くと、カナティックは組んでいた両りよう腕うでを広げた。

「八眼争覇というのは、最後の一人として勝ち抜ぬくまで戦い抜くものなんだろ？　テッキちゃんが臥ふせっているのは、君にとって大チャンスだと思うんだけど」

　カナティックは、八眼争覇の存在を知っている──非参加者でありながら。彼はチェビアト・ナイトロンドの幼なじみで、チェビアトが実家を出しゆつ奔ぽんした時期を除いて、つきあいを欠かさずにいたのだ。

「それはそうですが……」

　カエデは肩かたをすくめた。

「もう、テッキ達と争う理由はありませんよ。私の願いは既すでに叶かなえられましたからね」

　カエデはサクラ、シローの幼なじみだ。すなわち、オーラン虐ぎやく殺さつ事件の生き残りの一人である。一族の仇かたきを討うつ、という願いをかけて、カエデは電光の魔神と契約した。だが、八眼争覇進行中でありながら、カエデの望みはもう叶っていた。

　仇の名はサイクス・バルヒーヨ。西部内乱（西部では独立戦争と呼ばれる戦いを、東部では西部内乱と呼ぶのだ）で西部軍を叩たたき、バルミダの英えい雄ゆうと呼ばれた男。彼こそが、虐殺事件を引き起こした元げん凶きようだった。

　彼は獄ごく炎えんの魔神ネア・ネアと契約し、八眼争覇に参加していた。彼には彼で、叶えるべき願いがあったらしい──が、カエデはエルバ達と協力し、バルヒーヨを打ち倒たおした。

　願いを叶えて以降、カエデはエルバ、テッキとの同盟をそのままの状態においていた。これ以上戦うのは無意味だ、ということもあるが──エルバ達と何度も顔を合わせているうちに、友ゆう誼ぎのようなものを感じ始めていたからだ。

　しかしなんと言っても最大の理由は、仲立ちとしてのサクラの存在だ。三柱の魔神の同盟関係は、サクラという接点があってこそ成立した──そう言っても過言ではない。

　そのサクラが今、シローにさらわれている。

　もちろん、その一事だけで同盟が壊こわれることはない。それどころか、無意識のうちにエルバ達の側に肩入れした思考になっていることに気づいて、カエデは苦く笑しようを禁じ得なかった。エルバ達は赤の他人だがシローは幼なじみ、普ふ通つうならばシローの肩を持つのが当然なはずだ。

「今は、シローよりテッキ達の方が、大事ですんでね……」

　苦みを帯びた口調で、カエデは呟つぶやいた。

「サクラちゃんのお兄さん、か」

　カナティックも疲つかれたような口調で語る。

「なんにせよ、彼を捜さがし出さないと何も始まらないよな……」

「ええ。手が多い方がいいんですが。しかしテッキを危険に晒さらすわけにもいかないので……」

「心配する事はない。私もシロー・イシザワを捜すから」

「すみません」カエデは頭を下げた。「でも先生、忙いそがしいのでは……？」

　開業十年、カナティック探偵事務所は世間からそれなりの評判をもらっていた。大人気というほどでもないが、閑かん古こ鳥どりと呼ぶにはほど遠い。特に最近は、二、三件ほどまとめて依い頼らいを受けていた。

「いや、いいんだ」カナティックは胸を張った。「優先事じ項こうというものがある。サクラちゃんの奪だつ回かいは、最重要の仕事さ。取り返しのつかないことになったら、後こう悔かいしてもしきれないからね」

「……ありがとうございます」

　カエデは改めて頭を下げた。

　と同時に、少し不思議にも思った。どうしてカナティックはここまで博物館の面々、特にテッキとサクラに肩入れするのだろう、と。よほどチェビアトとの義理を重んじているのか……。

　ともかく、カナティックも協力してくれるというのなら、大いに助かる。感謝するより他ほかにない。

「荷物をまとめたら、博物館に行こうと思います」

　カエデは椅い子すから立ち上がった。

「先生も身体に気をつけて下さいよ」

「フッ」カナティックは鼻で笑った。「この稼か業ぎよう、十年もやっているんだよ？　君に心配してもらう必要はない」

「いえ、そうではなくて」カエデは首を振ふった。「ちゃんと栄養のあるものを食べて下さいよ、という意味なんですが。先生、ほっとくと外で肉しか食べないですから」

「……ああ、なるほど」

　早とちりだったか、とカナティックは肩を落とした。
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「……見つけた！」

　地じ獄ごくで神に出くわしたかのように、ボンダーマンは声を張り上げた。

　ブルティエールの中心、総そう督とく府のすぐ近くにある公園の一角。ボンダーマンの視線が捉とらえているのは、木こ陰かげに据すえられた一基のベンチに座り読書している青年、ルシアン・パラドールである。

「……あっ」

　ルシアンはボンダーマンの姿に気づいて、腰こしを浮うかした。本を閉じると素す早ばやくポケットに押し込み、逃とう走そうしようとする。

「待って下さいよ、ルシアンさん！」

　巨きよ体たいに見合わぬ足の速さを発揮して、ボンダーマンは追いすがった。身を投げうってのタックルを仕し掛かけ、どうにかルシアンの足を捕つかまえる。

「うっは」

　ルシアンは芝しば生ふに倒たおれ伏ふした。

「逃にげないで下さいよ、ルシアンさん！」ボンダーマンは訴うつたえた。「あんたじゃなきゃ頼たのめないことがあるんだ！」

「人ひと違ちがいです！　僕は通りすがりの一いつ般ぱん人じんです！」

　ルシアンは力ちから一いつ杯ぱい否定した。しかし、ボンダーマンは手を休めようとはせず、ルシアンをガッチリ捕まえていた。ルシアンを押し潰つぶしかねない勢いだ。

「わかりました、わかりましたよ！」

　音を上げて、ルシアンは降参した。

「話を聞いてあげますから、落ち着いて下さい！　こんな格好じゃ目立つじゃないですか」

　周囲を見ろ、とルシアンはジェスチャーした。

　晴れの日の昼下がり、緑の公園でくつろいでいる人間は少なくなかった。一時の休息のため、芝生に腰掛けぼーっとしている公務員、蝶ちよう々ちようを追いかけはしゃいでいる子供とその母、等々。そんな中で一ひと騒さわぎを起こせば、衆しゆう目もくを集めないはずがない。

「……こいつは、失礼しましたね」

　ボンダーマンは身体からだを起こし、周囲に睨にらみを利きかせた。

　周囲の人々は、皆みな一いつ斉せいにあらぬ方向を向いた。

「ちょっと、こっちにもせっぱ詰つまった事情があるもんで」

「事情？」

　ルシアンは自力で立ち上がり、膝ひざに付いた土と芝生とを払はらった。

「お金ですか？　といっても、君に回す仕事なんてありませんよ。バルヒーヨ先生が亡なくな──いや、行方ゆくえ不明になって、組織は自然崩ほう壊かいしたんですから……」

「金よりも大事な物がなくなりそうなんですよ」

　ボンダーマンは首を振った。

「金より大事な物？」

「命です」

　ボンダーマンの表情のうちに、真しん剣けんな──というより必死なものを感じ取り、ルシアンは態度を改めた。

「……ま、話を聞かせてもらいましょうか」

　そう言って、もといたベンチに戻もどった。

　ルシアン・パラドール。その姓せいが示す通り、彼はドース連れん邦ぽう総そう督とくホアキンの息子むすこ、ということになっている。

　三ヶ月ほど前まで、ルシアンは連邦議員サイクス・バルヒーヨの片かた腕うでとして働いていた。バルヒーヨ私設の情報部のまとめ役として、諸方面に腕を振るっていたのである。

「情報部」といっても、政府内外の各組織に所属する人間を、様々な便べん宜ぎを図はかることで「協力者」とし、情報を収集していた──という程度のものだ。強いまとまりのある組織ではない。それゆえ、三ヶ月前の東番外地暴動でバルヒーヨが行方ゆくえ不明になると、「情報部」は機能不全に陥おちいった。ルシアンも情報部をまとめ続けることに興味を持たなかったため、あっという間に有名無実の存在となったのだった。

　ボンダーマンは、軍警察内における協力者の一人だった。スパーキンという男とコンビを組み、軍警察内の情報を横流ししたり、あるいはバルヒーヨから下された「任務」を実行するといった仕事をこなしていた。

　しかし現在、スパーキンは墓の下にいる。

「思い出しました」ルシアンは膝ひざを打った。「つい先日、スパーキンが他殺死体で発見されたんでしたね。もしかすると、その関係ですか」

「それ以外に何があるってんですか」

　ボンダーマンの声は小さかった。

「俺も狙ねらわれているんですよ、その……ある人間に」

「ある人間？　一体誰だれです」

「……人間と言っていいのかどうか、わからねえんですがね」

「よくわかりませんね。どういうことですか」

「えーと、……」

　ボンダーマンはためらった。

「あなたらしくもないですね」ルシアンは不ふ審しんの眼まな差ざしを向けた。「とにかく、言ってみたらどうですか。というか、話を聞いて欲しいとやってきたのは君でしょう」

「じゃあ言いますが……フィールディングの件、覚えていますか」

「ええ、覚えていますよ」

　わずかにルシアンは顔をしかめた。

「あれは、始末がよろしくありませんでしたね」

　暴動事件の少し前に、ボンダーマン達に処しよ刑けい命令が下された。ターゲットの名はジョナサン・フィールディング、軍警察内で何度かバルヒーヨの意に逆らう行動を取った男である。もともと仲が悪かったこともあり、ボンダーマンらは喜んで仕事を引き受けた。

　ある日の晩、仕事は決行された──が、アクシデントに遭そう遇ぐうした。その日、フィールディング自身は仕事に駆かり出され、家を空けていたのである。代わりに家にいたのは、フィールディングの妹と弟。そして悪いことに、妹達は物音に目を覚まし、ボンダーマンらの姿を見てしまったのである。

　だから、ボンダーマンはやるべきことをやった──二人を始末したのである。

「あれ以来、フィールディングは行方不明になってたんでしたっけ。彼が姿を現したのですか？」

　先回りしてルシアンは言った。が、ボンダーマンは首を振ふった。

「いえ、フィールディングは暴動の時に死んだはずなんですよ」

　あの暴動の日、ボンダーマンが暴徒鎮ちん圧あつに手こずっている最さ中なかに、フィールディングは姿を現した。復ふく讐しゆうを為なすために。

　暴動の混こん沌とんの中、ボンダーマン、スパーキンとフィールディングの死し闘とうは繰くり広げられた。怒いかりで増ぞう幅ふくされたフィールディングの力は凄すさまじく、二対一であるにもかかわらず、ボンダーマンは敗北を覚かく悟ごしかけた。けれども、決着は意外な形でついた──炎えん上じよう中の建物が崩ほう落らくを起こし、瓦が礫れきがフィールディングを吞のみ込んだのである。

　その後、フィールディングの死体は発見されなかった。とはいえ、ボンダーマンは彼の死をほぼ確信していた。暴動の最中に開いた大穴に落ちてしまったのだと考えれば、死体が出てこないのも不自然ではない。

　なので、ボンダーマンはこの件については終わったことだ、と認にん識しきしていた。つい数日前までは。

「姿を現したのは、あいつの妹でしてね……」

「妹？」

「ええ。パトロールしている最中とか、不意に視界の隅すみに現れるんですよ……初めのうちはどこのどいつだ、と思っていたんですが、ふと気づきましてね、フィールディングの妹にそっくりだって」

「ああ、なるほど、わかりました」

　ルシアンは深く頷うなずいた。

「仕事疲づかれで少々神経をやられているみたいですね。いいカウンセラーを紹しよう介かいして差し上げましょうか……」

「違ちがいます！」

　ボンダーマンは激しく否定した。

「こいつはね、俺が幻げん覚かくを見ているとかいう話じゃねえんです！　あの娘むすめッ子はたしかに存在して、俺達を見下しているんだ！　スパーキンも見ていたんですよ、あの娘ッ子を！　スパーキンは間違いなく、あの娘ッ子に殺されたんだ……」

「わかります、わかります」

　ルシアンは、ボンダーマンを優やさしく教えさとそうとした。

「スパーキンもかなり神経をやられていたんですね」

「だから違いますって！　俺もスパーキンも、実在する子供を見てたんですよ！　片目を音おん符ぷ型の眼帯で隠かくした子供を！」

「……なんですって？」

　急にルシアンの表情は真しん剣けんなものに変わった。

「音符型……？」

「そうですよ」

　やっとルシアンが真ま面じ目めになってくれたか、とボンダーマンは勢い込んだ。

「俺もスパーキンも、変な眼帯を見てるんですよ。口裏を合わせたわけじゃねえ、間違いない事実なんだ」

「それは……」

　記き憶おくを掘ほり出すべく、ルシアンは眉み間けんを指でつまんだ。

「……そうだ……闇やみ照てらしの鬼き神しん……か？」

「は？」

　漏もれ出た知らない単語に、ボンダーマンは眉まゆを吊つり上げた。

「いや、なんでもありません」ルシアンは手を離はなした。「わかりました。興味がありますね……とりあえず、あなたは僕にどうしてほしいのですか」

「あの幽ゆう霊れいの正体を見み極きわめて、排はい除じよするんですよ」ボンダーマンは言った。「スパーキンは一人で戦おうとして、返り討うちに遭あった。ってことは、俺は誰だれかの手を借りる必要があるってことなんですよ」

「なるほど、わかりました。ならば協力しましょう。こちらの身分は、暇ひましていることですしね……」

　ベンチから、ルシアンは立ち上がった。

「……こちらの身分？」

　ボンダーマンが聞きとがめる。

「おっと。なんでもありませんよ」

　ルシアンは慌あわてて口元を手で隠した。







「……人だかりができてるな」

　東番外地の一角、細い通りを塞ふさぐように多くの人間が集まっているのを見て、エルバは言った。

「なんだろうね。また穴でも開いたのかな」

　興味深げな視線を送りつつ、ルナも言う。

　博物館にカエデを迎むかえ入れた後、エルバとルナはシロー捜そう索さくに繰り出していた。

　真っ先にやってきたのは、東番外地だった。エルバはシローに二度、この東番外地で遭そう遇ぐうしている。捜そう査さのとっかかりとしては、この場所しかあり得ない。

「う～ん」

　エルバは背せ伸のびをしてみたが、群衆の壁かべの向こう側を見み透すかすことはできなかった。ただ、群衆の壁の内側には、警官の後ろ姿が見えた。漏れ聞こえる声と気配からすると、軍警察が現場検証をしているような風である。

　これだけ人が集まっているということは、重大な犯罪が行われたという可能性が高い──たとえば、殺人とか。

「ちょっと行ってみようぜ」

　エルバは提言し、ルナは同意した。

　通りの入口は、テープと警官とで二重に封ふう鎖さされていた。その奥で、数名の警官達が忙いそがしそうに立ち回っている。

　薄うす暗ぐらい通りではあったが、よく見えた──地面と壁に大量にぶちまけられている血けつ痕こんが。

「うわ」エルバは思わず声を上げた。「何があったんだ、こりゃ」

　目に入るところ全てが真っ赤だった。尋じん常じような出血量ではない。

「一体何があったのかな」

　ルナの呟つぶやきに、野や次じ馬うまの一人が反応した。

「三人殺されてたんだとよ」

「三人？……意外と少ないな」

　エルバはそう感じた。つまり、一人一人がそれだけ大量出血したということなのか。

「惨ざん殺さつだ」野次馬は続けた。「男三人とも、何故なぜか下半身だけ裸はだかで、これでもかってくらい切り刻まれてたんだと」

「なんだそりゃ」

　死体は既すでに運び去られているようなので、確かく認にんはできない。が、野次馬がウソをつく理由もないだろう。エルバはさらに尋たずねた。

「三人が三人とも、かよ。ただの喧けん嘩かじゃないってのか」

「警官は『去勢手術でもしようとしたのか』って言ってたぜ。手術の途と中ちゆうで癇かん癪しやくを起こしてザクザクに刺さしたみたいだ、とか」

「常じよう軌きを逸いつしているねえ」

　ルナはわずかに身体からだを震ふるわせた。

「まったくだ」

　眺ながめていても気持ちのいい光景ではない。エルバとルナは人だかりから離れ、一息ついた。

「どう思う」エルバはルナに問いかけた。「ひょっとすると、俺達の知っている誰かの仕し業わざ……というような気もするんだが」

「あり得るね」ルナは首しゆ肯こうした。「ただ、誰なのか特定するのは難しいと思う。クルトなのか、ランコなのか、シローなのか」

「……言われてみれば」

　少し考えてから、エルバは自分の意見を述べた。

「多分クルトだったら死体の目が抉えぐられていると思うし、ランコだったら死体にフォークが突つき刺さっていると思う」

「ということは、残るシローの可能性が高いかな」

「あいつなら、こんな無茶苦茶なことをしても不思議じゃねえな」

　エルバは吐はき捨てるように言った。

　急いでシローを捜さがし出さなければならない。サクラがあんな奴やつのもとにいる、という事実を思い出すたびに、エルバの心は粟あわ立だつ。急いでサクラを救い出さないと、取り返しのつかない事態になる気がしてならない。

「畜ちく生しよう」エルバは毒づいた。「どこにいるんだ、サクラ……」

「これは僕の見み間ま違ちがいかもしれないけど……」

　不意に、ルナはエルバの服を引っ張った。

「あそこにいる人、サクラちゃんのように見えるんだけどね」

「ああ？」

　言われるままに、ルナが指さす方向をエルバは見つめた。

　たしかに、群衆の中にさりげなく、サクラのように見える人物が紛まぎれ込んでいた。

　オーラン人特有の装しよう束ぞくを着ているわけではない。フードで顔を隠かくしている。しかしそれでも、そのたたずまいはサクラに似ていた。

　いきなりサクラが見つかるなんて、そんな都合のいい話があるか──とエルバは思った。が──

　風が吹ふきつけて、少しフードがはだけた。側頭部が露あらわになると、なびいた髪かみの陰かげに欠けた角の跡あとが見えた。

「サクラ！」

　叫さけび声に応こたえて、その少女は振ふり向いた。

　正しよう真しん正しよう銘めい、サクラ本人だった。







「……貴様ら、一体何のつもりだ」

　博物館の正面玄げん関かんに現れた二人連れの男の姿を見た瞬しゆん間かん、カエデは本能的に身構えていた。

「君こそ、なんでここにいるんだ？」

　男──クラヴリー・ガーディアンは逆に聞き返してきた。

　細身ながらもよく鍛きたえられた肉体を持つ、白はく髪はつの男。穏おん和わそうな表情をたたえる害のなさそうな中年男性、という外見をしているが、彼の正体は脱だつ獄ごく犯はんである。十年前のオーラン虐ぎやく殺さつ事件を指揮したとされ、その罪でデスドレッド島への終身流る刑けいという刑を食くらった男だ。

　現在彼はブルティエールの犯罪組織マーレボルジュに身を寄せ、末まつ端たん組織（マーレボルジュ傘さん下かではあるが、ほとんど不法行こう為いには手を出さない組織だ）に所属して、ストッキング訪問販はん売ばい員いんルブラン・マドレーヌとして食い扶ぶ持ちを稼かせいでいる。

「テッキのガードについている」カエデは質問に答えた。「エルバがここを空けている間に誰だれかに襲おそわれたら、どうしようもないからな」

「なるほどな。ってことは、テッキの容よう態だいはかなり悪いのか」

　と問うてきたのは、筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうの大男、リデル・ハンターチャンスだった。かつて軍でクラヴリーの従じゆう僕ぼくとして働いていた男で、今も副官のごとくぴたりと彼のそばについている。

「悪い」カエデは答えた。「極きわめて悪い。ついさっきも、うわごとでナマコがどうとか言っていた」

「ナマコ？」クラヴリーは眉まゆをひそめた。「海のナマコ？　何故なぜ？」

「私に聞くな。とにかく、今は面会謝絶だ。会ってもまともな話はできないぞ」

「それは残念。せっかく花を持ってきたというのに」

　肩かたに担かついだ花束を、クラヴリーは揺ゆらした。

「見み舞まいの花か」カエデは警けい戒かいを緩ゆるめずに言った。「てっきり今日は花を押し売りに来たのかと思っていた」

「ご冗じよう談だんを」

　クラヴリーは肩を揺らして笑った。

「今日はプライベートで来たんだ。この通り私服だしね」

　ことさら、クラヴリーは自分の服を誇こ示じして見せた。ファッションセンスを云うん々ぬんする以前に、かなりの貧びん乏ぼうっぷりが透すけて見えるなりだったが。

「……はあ」カエデは息を吐き出した。「まあいい、入るといい。テッキに会っていけ」

「いいのか」とリデル。「さっきは面会謝絶って言ったじゃねえか」

「風邪かぜは他人ひとにうつすと治るって言うだろう」

　冷たく言い捨てて、カエデは二人を博物館内に導みちびいた。




「予想外だったな」

　テッキの部屋からラウンジに戻もどってきて、クラヴリーはまずそう言った。

「彼女がナマコの増ぞう殖しよく問題についてああも心を砕くだいていたとは」

「問題なのはそこじゃない」

　カエデは呆あきれて首を傾かしげた。

「ま、状態が深しん刻こくなのはよくわかったぜ。俺もいろんな人間を見てきたが、ああまでナマコに執しゆう着ちやくする人間を見たのは初めてだ」

　リデルも感想を述べる。

　部屋に入ってきたクラヴリー達を、テッキはほとんど認にん識しきできなかった。カエデとデイジーに紹しよう介かいされても何の反応も示さず、ただひたすらにうわごとを呟つぶやくばかり、意識があるのかないのかも定さだかでなかった。

「あれでは、正気に戻った頃ころには、私の持ってきた花は枯かれていることだろうなあ」

　クラヴリーは慨がい嘆たんした。

「次に来る時は、何かもっと長持ちするものを持ってこよう」

「ナマコ飼育用の水すい槽そうとか、どうですかね」

　真顔でリデルは提案した。

「ナマコって、飼育できるのでありますか？」

　茶を運んできたデイジーが、茶ちや碗わんを置きながら質問した。

「知らん。だが少なくとも、漁りよう師しにかけあえば調達くらいはできるんじゃねえか？」

　リデルは適当に答えた。
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「セールスマンとしての天てん賦ぷの才に目覚めたこの私に、交こう渉しようは任せたまえ」

　クラヴリーが自分の胸を叩たたいた。

「ナマコ一匹ぴきに対して、何枚のストッキングを供出するのが相場か？　それさえわかれば、どうにかなる」

「おまえらはこの状じよう況きようがわかっているのか」

　カエデは強い声で訴うつたえかけた。

「今、私達は二つの敵を抱かかえているんだ。シローと、セブンデイズ・デモニアクス。その上テッキが人じん事じ不ふ省せいときている。ふざけている場合じゃない」

「わかっているとも」クラヴリーは鷹おう揚ように答えた。「あの、フォークの子が出てきたんだろ？　結構かわいい子だったから、どうにか説得できないものかね。私の専属メイドにしたい」

　カエデはまたも呆あきれた。

「おまえ、あいつにフォークで刺さされて手に穴あけられたんだろ？　よくそんなことが言えるな」

「やはり無理かね」

「さすがに、無理だと思いますぜ」リデルが首を横に振ふった。「あんなのをメイドにしたら、朝から晩までフォークで刺されまくりますよ」

「あと、スープやコーヒーもフォークで飲め、とか言われるかもであります」

　デイジーも付け加える。

「うむむ。やはりそうかな。残念だ」

「私もおまえの頭の中身が残念だ」

　カエデは冷たく言った。

「こっちは命を張っているというのに、早々に八眼デイアボリツク争覇パーテイから脱だつ落らくした人間は気楽なものだな」

「う～ん。たしかに気楽だねえ」

　クラヴリーは笑え顔がおで答えた。

「皮肉で言ってるんだ！」

　思わずカエデはテーブルを叩いていた。

「そうピリピリしなさんな」クラヴリーは不意に真しん剣けんな表情を見せた。「肩かたに力が入りすぎていると、冷静な判断ができなくなる」

　突とつ然ぜんの、真しん摯しな忠告だった。カエデは気勢をそがれ、腰こしを下ろす。

「君の立場はよく理解しているつもりだ。親しかった人間と対立するのは、つらいからな」

　クラヴリーの言葉に、カエデは苦々しげな顔をした。

「まあな……。エイジの時みたいなことは、できればもう二度としたくない」

　三ヶ月前、カエデは自分の手で、エイジ・タツミヤ──幼なじみにして許嫁いいなずけだった男を殺した。

　エイジは悪あく魔ま召しよう喚かんに対する特とく殊しゆな適合性をもっていたため、三年もの間地下の悪魔研究所に閉じこめられ、繰くり返し人体実験を受けていた。三ヶ月前に脱だつ走そうして、一時博物館に身を寄せたものの、バルヒーヨの手によって身み柄がらを奪だつ還かんされ、しろがねの悪あく竜りゆうの依より代しろにされた。十年前の虐ぎやく殺さつ事件の元げん凶きようとなった、因いん縁ねんの悪魔の依代に。

　しろがねの悪竜は、他の悪魔とは異なる特性を持っていた。一度召しよう喚かんされれば召還主──つまり、依代──の意思とは無関係に暴走し、依代を殺さない限り解放することはできない。

　しろがねの悪竜を、バルヒーヨは東番外地に放り込んだ。この世の悪徳の集まるところである東番外地を、その住人達もろとも更さら地ちにするという目的のために。

　それを食い止めるために、カエデは為なすべきことをした。エイジを自らの手にかけたのである。

　後こう悔かいの念は大きい。だが、それと同時に、自分はやらなければならないことをやったのだ、とも思っていた。エイジを殺すことをあの時ためらっていれば、より多くの命が失われたはずだ。

　だから、カエデには確信があった。不ふ可か避ひ的な事情が生じれば、シローも殺すことができる、と。

　もちろん、そんな事情が生じないに越こしたことはない。エイジを殺した時の喪そう失しつ感、あれを再び味わうことはなんとしても避さけたかった。

　問題はカエデの気持ちだけではない。そんな事態になったら、サクラもどうなるか。

　エイジの死によるショックは、むしろサクラの方が大きかったようだ。カエデは割り切りができたが、サクラはそうでもなかった。長らくそのショックを引きずり、陰かげを背負い続けていた。

　そして今、シローはエルバとテッキが追い続けていた仇かたきだった、という事実が明らかになった。これに対し、サクラは一体どういう態度を取るだろうか？

　サクラが博物館の側につくか、シローの側につくか──どちらにせよ面めん倒どうは避けられそうにない。道行きの苦難を思い、カエデは思わず天を仰あおいだ。

「いずれにせよ……」

　天を仰いだままに、カエデはクラヴリー達に語りかける。

「シローを見つけ出さなければ、何も始まらない。捜そう索さく、引き続き頼たのむ」

「任せておきたまえ」クラヴリーは自分の胸を叩たたいた。「どれだけのことができるかわからないが、努力しよう」

「まあもちろん、俺達の持っている商品をよりたくさん買ってくれれば、よりやる気が出るってもんだがね」

　リデルはついでに言った。

「何をくだらないことを……」

　と言いかけて、カエデはデイジーに顔を向けた。

「なあ、この場合、探たん偵てい業務の必要経費として計上できるんだろうか」

「できるかもしれませんね」デイジーは言った。「しかし、慎しん重ちように判断するべきでありましょう。館長殿どのが意識を取り戻もどした時、自分の周囲がナマコの水すい槽そうとストッキングの山で囲まれていたら、また寝ね込むかもしれません」

「ナマコは別にいらないだろ」

　カエデは言ったが、クラヴリーは慌あわてて首を振った。

「いいや。請うけ負った以上はやり抜ぬく。史上初めてナマコとストッキングを物ぶつ々ぶつ交こう換かんした男として、歴史に名を残してみせる。任せろ」

「……一時的とはいえ、なんで私はこんな男と手を組んでいたんだろうな」

　心の底からの疑問を、カエデは口にした。







「戻れない、ってどういうことだよ」

　エルバはつい声を張り上げた。

「言った通りです」サクラは言い返した。「今は、博物館に戻ることはできないんです」

　捜そう査さ現場から少し離はなれた街頭で、エルバとルナ、サクラは話し込んでいた。

　エルバとしては、すぐさまサクラを博物館に連れ帰りたいところだった──シローが姿を現す前に。

　予想外なことに、サクラはそれを拒きよ絶ぜつした。

「今は、お兄ちゃんの許可をもらって、出歩いているんです。遅おそくとも日にち没ぼつ前には、必ず戻ってくるって。約束を違たがえるわけにはいきません」

「あんな野や郎ろうとの約束がなんだってんだ──」

　エルバは言い返したが、

「あんな野郎なんて言わないで下さい！」

　今度はサクラが大声を出した。

「……悪い」

　気け圧おされて、エルバはすぐに謝った。こうもサクラが声を大にするのは珍めずらしい。

「だが、こっちもサクラに戻ってきて欲しいんだよ。テッキが倒たおれたんだ」

「テッキが倒れた？」サクラは顔色を変えた。「風邪かぜ──ですか」

「主因はそうだが、間ま違ちがえてサクラを殴なぐってしまったことも応こたえたんだろう。命に別状はないが、重じゆう症しようだ」

「それは……」

　サクラの決意はぐらついたが、それも一いつ瞬しゆんのことだった。何かを振ふり払はらうように首を強く左右に振る。

「いえ、ダメです。今は……ダメなんです」

「サクラ、なんだってそんなに、──」

　エルバは説得しようとしたが、

「まあまあ、ちょっと」

　ルナが身を乗り出して割り込んだ。

「……こんなところで立ち話は疲つかれるよ。サクラちゃん、その辺の喫きつ茶さ店てんくらいなら、つきあってくれてもいいだろ？」

　少し間を置いてから、サクラは頷うなずいた。

　近所の喫茶店、といっても、そもそも東番外地に落ち着けるような喫茶店はない。エルバ達は市中、二十八区の側に戻り、テラスのあるレストランに入った。

「エルバ君は……」

　注文した飲み物が届いたところで、サクラは話を再開した。

「エルバ君は、どうするつもりなんですか？　お兄ちゃんのこと……」

　結局のところ、問題はその一点にたどり着く。エルバはシローに対してどう望むべきなのか？

「サクラこそ、どうなんだ」エルバは切り返した。「サクラは──シローのこと、どう思っている」

「どう思っているも何も……。お兄ちゃんは、お兄ちゃんです」

　言葉面づらは抽ちゆう象しよう的てきだったが、その言葉にこもる親愛の念は、サクラの気持ちを極きわめて具体的に示し唆さしていた。

「それは違う」エルバは否定した。「あいつは、サクラが知っているシローじゃない」

　厳しい言い方に、サクラもムキになる。

「エルバ君になにがわかるんですか……！」

「エイジはわかっていた」

　エルバは強気で言い返した。

「……どういう意味ですか」

　突とつ然ぜん出てきたエイジの名に戸と惑まどうサクラ。

「手紙が出てきたんだ。俺とテッキ宛あての手紙が。博物館に税ぜい騎き士し連中がやって来る直前に書いたらしい」

「……本当ですか？」

「ああ。で、書いてあったんだよ。エイジがバルヒーヨの手の者に捕つかまったのは、シローに売られたからだって。エイジはシローに三年前に会っていたんだ」

「……ウソ」

　心の底からの驚おどろきを、サクラは顔で表していた。

「本当だ。エイジは、シローはまるで別人のような残ざん酷こくな人間になっていた、と書いていた。だから、──」

「そんなの、ウソです」

　サクラは首を横に振った。

「お兄ちゃんは、十年前と同じままの優やさしいお兄ちゃんです！　そんなの、ウソですよ……！」

「いや、ウソじゃないんだ……！」

　手紙を持ってこなかったことを、エルバは後こう悔かいした。もっとも、サクラに出くわすことなど想定していなかった以上、仕方ない。

「エイジは、『サクラに幻まぼろしを追わせてはいけない』と書いていた。博物館に戻もどってくるべきなんだよ、サクラ。あいつと一いつ緒しよにいちゃダメだ」

「幻……」

　エイジのいまわの際きわの言葉を、サクラは思い出した。息を引き取る寸前、エイジはサクラに「シローは死んだ」と教え、そして最後に言った──「幻を追ってはいけない」と。

　片目を隠かくすように、サクラは手で顔を覆おおった。長いこと、その姿勢のままで考え込む。

　無言のまま、エルバとルナはサクラの次の言葉を待った。

「……いいえ……」

　顔を起こし、サクラは言った──硬かたい表情とともに。

「それでも、まだ博物館には戻れません」

「サクラ！」

「何にせよ、お兄ちゃんとの約束は守らなければならないと思います。テッキのことは心配ですけど……」

　エルバは落らく胆たんした。

　サクラは、一度こうと決めたら譲ゆずらないところもある。そのおかげでエルバはたびたび助けられてきたものだ──が、今はエルバに不利に働いていた。「シローみたいな野や郎ろうを信じるのか」と訴うつたえたいところではあったが、そのような説得では、サクラはますます意固地になるばかりだろう。

　そこまで、血のつながりは固いというのか。

　固いよなあ、とエルバは自答した。エルバ自身だって、父の死の真実を明らかにすることを固く胸に誓ちかい、六年間を過ごしてきたのではなかったか。六年は、怒いかりを忘れるに十分な期間である。その間怒りを抱いだき続けることができたのは、殺されたのが父という存在、最も近い血けつ縁えんの人物だったからだ。

　それを思えば、サクラがただ一人の兄にこだわることも、何ら不自然ではない。

「私は、イヤなんです……エルバ君達と、お兄ちゃんが戦うだなんて」

　エルバ、テッキとシロー。決定的な対立の狭はざ間まにあって、心は千ち々ぢに乱れている。そんな苦く悶もんが、サクラの言葉にはこもっていた。今にも泣き出す寸前みたいに、声が震ふるえ始める。

「カエデみたいに仲良くして欲しい、だなんて言いません。せめて──お互たがい不ふ干かん渉しようを貫つらぬくことはできないんですか」

　心からの懇こん願がんを受けて、しかしエルバはすぐに首しゆ肯こうすることはできなかった。

　たしかに、カエデとは今でこそ仲良くしているが、そもそもは八眼デイアボリツク争覇パーテイを争う敵同士だった。それが同盟関係を結ぶに至ったのは、互いの目的をすりあわせることができたからだ。バルヒーヨという共通の敵と戦うために一いつ致ち団結し、その結果カエデは八眼争覇にかけた願いを叶かなえた。加えてテッキの目的は何度も繰くり返されてきた八眼争覇を終わらせること、カエデと仲良くやっていれば今回の八眼争覇の決着はつかないことになり、結果として八眼争覇は停てい滞たいする。

「そうだ」エルバは尋たずねるべきことを思い出した。「あいつの願いはなんなんだ。二度まで八眼争覇に参加して、何を叶えようとしている」

　問われると、サクラは言明をためらった。

「それは、僕も興味があるね」ルナも言葉を重ねる。「彼は一体何がしたいんだい」

「それは……」

　しばしためらってから、サクラは正直に答えた。

「この星からオーベイ人を殲せん滅めつする……そう言ってました」

　エルバもルナも、一いつ瞬しゆん言葉を失った。

　オーベイ人とは、オーラン人が同どう胞ほう以外の人種のことをまとめて呼ぶ呼び方である。つまり、シローの願いは、ドースに住むほとんどの人間を滅ほろぼすということだ。

「そんな願い、妥だ協きようできるか」

　エルバの発言に、サクラは素す早ばやく言葉を差し込んだ。

「わかってます！　だから私は、お兄ちゃんを説得します」

「……説得？」

「はい。いくら、一族を滅ぼしたオーベイ人が憎にくいからといって、オーベイ人を皆みな殺ごろしにしようだなんて、間ま違ちがってます。だから、私はお兄ちゃんのもとに戻って、説得します。ちゃんと話せば、お兄ちゃんもわかってくれるはずです」

「……ああ……」

　曖あい昧まいな返事を、エルバは返した。

　あまりに楽観的すぎるんじゃないか、とエルバは内心で思った。シローが参加した前回の八眼争覇は六年前のことだ。ということは少なくとも、シローは六年の熟じゆく慮りよの末に、願いをそう定めたのだろうと推定できる。六年間抱いてきた願いを、今いま更さら捨てられるものだろうか？

　いや、六年では済むまい。虐ぎやく殺さつ事件は十年前の話である。ともすれば、前回の八眼争覇においても、同じ願いをもって参加していたのではないか？

　サクラはそれをひっくり返そうと言っているのだ。ことの重さを、サクラは理解しているのだろうか。エルバは疑わずにはいられなかった。

「それに……」サクラは付け加えた。「……もう一つ、エルバ君はお兄ちゃんと戦ってはいけないんです。兄弟で殺し合うなんて、あってはならないことです」

「兄弟」

　言われて、エルバはもう一つ大事なことを思い出した。

「この前、サクラを連れてった時、去り際ぎわにあいつは俺を弟呼ばわりした。あれはどういう意味だったんだ」

「それは……文字通りの意味だと思います。お兄ちゃんの本当の父親は、チェビアトなんだそうです」

「……なんだと……!?」

　エルバとルナは、場所も忘れて声を張り上げた。

　サクラは、シローから聞いた話をそのまま伝えた。シローの母は、ある日ふらりと現れた旅の男との短期間の逢おう瀬せで、シローを宿やどしたこと。そしてその男は、チェビアト・ナイトロンドと名乗ったこと。その後母はオーラン人と結けつ婚こんしたものの、周囲の奇き異いの目にさらされ続けた結果心身の均きん衡こうを崩くずし、サクラを産んでほどなく亡なくなったということ。

「つまり……私とエルバ君は、血縁は無いけど、共通の兄を持っている、ってことなんですよ」

　そう、サクラは説明を締しめくくった。

「ウソだろ」

　それがエルバの第一声だった。

「俺とシローが兄弟だと……!?」

「初耳だ」ルナも驚おどろきを隠かくそうとしなかった。「その話、本当なの」

「本当だと思います……」

　対照的に、サクラの声は低かった。

「こんなことで、お兄ちゃんがウソをつく必要はないでしょ……？」

　サクラを抱かかえて博物館から去る間ま際ぎわ、シローは「チェビアトは死ぬべき人間だった」と憎しみを露あらわにした。それはそういう事情だったのか、とエルバは得心した。

　だが──

「ちょっと待ってくれよ……！」

　話を止めてくれ、とエルバは手を出すジェスチャーをした。

　簡単に受け入れられる話ではない。心を整理する間が必要だった。

「そんな話を信じろってのか……？」

「そんなこと、チェビアトは何一つ教えてくれなかった」

　エルバが落ち着くための間を取るため、ルナが話を継ついだ。

「隠してた、という気配も無かった。まあそもそも、前回の八眼デイアボリツク争覇パーテイじゃ、ヤミの契けい約やく者しやの正体が最後までわからなかったから、そんな話が出てくるはずもないけど」

　前回の八眼争覇において、ヤミの契約者（今ではシローだとわかっているが）は、極力姿を敵に見せようとせず、必要のある時はヤミと同じ出いで立ち、仮面とマント姿で現れるなど、徹てつ底てい的に正体を隠し続けていた。それもまた一つの戦い方ではある。

「僕には、ちょっと信じられないんだけどね。チェビアトがそんな無責任な真似まねをするなんて」

「それは……私も、そう思いたいですけど……」

　サクラの声には惑まどいがある。サクラにとってもチェビアトは、オーラン虐殺事件後に身み柄がらを引き取ってもらった恩人である。とはいえ、その一事をもって「チェビアトは聖人だった」と言い切ることはできない。なにしろサクラはたった四年間、八歳から十二歳の間しかチェビアトのことを知らないのだ。

「とはいえ、噓うそとも思えないしねえ」

「どういう意味だ」

　ガッ、とエルバが頭をもたげた。

「あいつが噓をついてないだなんて、どうして言い切れる」

「百パーセントとは言えないよ」ルナは一歩譲ゆずった。「でも、僕らを揺ゆさぶるんだったら、もう少し信じやすい噓をつくんじゃない？　実はエルバには生き別れの兄がいた、だなんて、端はたから聞いたらトンチキな話だよ」

「…………」

　エルバは何も言い返せなかった。

　噓くさいにもほどがある、故ゆえに真実らしく聞こえる。それが説得力となって、エルバの双そう肩けんにのしかかってくる。

「それにもう一つ、シローの角の件もある」

　ルナは自分のこめかみあたりをつついた。

　オーラン人でありながら、シローの頭に角はない。あることはあるのだが、あまりに短いため髪かみで隠れている。

　この症しよう状じようは、希少ではあるものの、皆かい無むでもない。原因は二種類考えられる──突とつ如じよ先祖返りを起こす場合と、両親のいずれかに角がない場合。

　チェビアトがシローの父であるという可能性は、シローの角が短いという事実に対する合理的な説明となる。

「お願いです」

　サクラは正面からエルバの目をのぞき込んだ。

「私は必ず、お兄ちゃんを説得してみせます。だからエルバ君も、どうか折れてくれませんか……？」

「折れる」エルバは繰くり返した。「俺に、父さんの仇かたきを討うつのをあきらめろって言うのか？」

「わかってます、無茶なお願いをしてるってことは」

　エルバの憤ふん怒ぬの気配を前に、サクラはひたすらかしこまるばかりだった。

「でも、私にはこうするしかないんです。もう、親しい人を亡くすのはイヤなんです」

　父の仇を見み逃のがす。そう考えただけで、エルバの怒いかりは沸ふつ騰とうしそうになる。しかし、それをサクラにぶつけてはいけないと考えるほどの冷静さはあった。

　三ヶ月間、エイジの死を引きずり続けるサクラの姿を、エルバはずっと見てきた。どうにかサクラに笑え顔がおを取り戻もどしてやりたい、と思い続けてきたのだ。

　一体どうすればいいのか。エルバにはさっぱりわからなかった。

「エルバ君……」

　答えを求めて、サクラはエルバを見つめる。

　約束はできない、と言うべきだ──エルバの理性は、そう語っていた。せっかく父の仇が姿を現したというのに、見逃すだなんて、そんなことできるはずがあるか？　それにこれはエルバだけの問題ではない。テッキにとってシローはチェビアトの仇かつ自分の右手の仇なのだ。

　とはいえ、ここで「約束できない」と言うのは、「シローと対決する」と言うのとほぼ同義だ。そう言ってしまったら、サクラはますます遠のいてしまう。

　考えに考え抜ぬいた後、

「…………努力はしてみる……」

　事を先送りにすることしか、エルバにはできなかった。







「ふ～む」

　セブンデイは廃はいビルの四階に潜ひそみ、窓から双そう眼がん鏡きようでエルバ達の会合の様子をのぞき見していた。

　正確には、セブンデイの興味はルナにあった。氷結の魔ま神じんと、その契けい約やく者しやについて、情報を集めておく必要があった──鬼き神しんの力で、彼らを打ち倒たおすために。

「できれば、戦っているところが見たいねー。どの程度の腕うで前まえか、確かめてみたいんだけど。ねえフォング、今からあそこにいって、彼らに喧けん嘩か売ってきてくれない？」

「いやですよ」フォングは即そく答とうした。「魔神に生身で喧嘩を売ってこいなんて、死ねと言うんですか」

「チッ。つまんない奴やつ」

　舌打ちして、セブンデイは双眼鏡を構え直した。

　誰だれかバカな奴があいつらとトラブルを起こさないだろうか、とセブンデイは期待して待っていたが、それより早くルナ達は席を立ってしまった。先にオーラン人の少女が立ち去り、ルナ達は別方向にとぼとぼと歩み去っていく。

「う～ん。ますますもってつまらない」

　これ以上の観察は無む駄だだ、とセブンデイは持ってきたバッグに双眼鏡をしまった。

「氷結の魔神とは、戦ったことがないからねー。いかほどのものか、知っておきたいんだけど……そう都合良くはいかないか。ねえフォング、その辺のゴロツキでも雇やとってあいつらにけしかけることってできる？」

「報ほう酬しゆうさえあれば、話に乗る奴はいるでしょう」フォングは頷うなずいた。「幸い、手元に資金はありますし。ランコ達がどこからか強ごう奪だつしてきた謎なぞの資金が」

「そっかー」セブンデイは立ち上がった。「なら一いつ旦たん、研究所に帰ろっか。作戦を立てよう」

　二人は階段を下り、廃ビルから出ようとした。

　ところが廃ビル出口のところで、意外な出で迎むかえが待っていた。

「……ん？」

　ゴロツキ連中が、セブンデイの登場を待っていたかのように、ビルの出口を囲んでいた。総員八名、全員男。みな口元にたるんだ笑みを張り付けている。

　少し考えてから、セブンデイはフォングに問いかけた。

「これは、今すぐこいつらを雇えという神の思おぼし召めしかな」

「いや、名めい誉よ所長の尻しりを追いかけて来ただけだと思いますよ」

　フォングは頭かぶりを振ふった。

「だから、もう少し地味な格好の方がいいって言ったのに」

　セブンデイは今も改造メイド服を着ていた。外を出歩くのに適した服装であるとは、とても言えない。まして、ここは東番外地だ。

「よお姉ちゃん、そんな格好で出歩いて、何か欲求不満でもあるのかい？」

　男の一人が、下品な声を投げかけてきた。

「暇ひまだったら、俺達と遊ぼうぜぇ」

　合わせて、男達は下げ卑びた笑い声を立てた。

　まるで他人ひと事ごとのように周囲を見み渡わたした後、セブンデイは脳天気な笑みを浮うかべた。

「だいたいわかった。つまり、僕の美び貌ぼうに吸い寄せられて、ミツバチどもが寄ってきたということだね。美しさは罪、とはよく言ったもんだねー」

「そんな吞のん気きなこと言ってる場合じゃありませんよ！」

　セブンデイを守らなければ、とフォングは大きく踏ふみ出した。

「召喚コンタクト……！」

　悪魔を喚よぼうとするが、

「野や郎ろうはすっ込んでろ！」

　素す早ばやい横手からの跳とび蹴げりが、フォングの胴どうに突つき刺ささった。

　悪魔を召しよう喚かんしきる前に繰くり出された攻こう撃げきは、ものの見事にフォングを吹ふき飛ばした。生身のままにフォングは回転しつつ飛ひ翔しよう、三メートルほど向こう側の地面に叩たたきつけられる。勢い余ってゴロゴロ転がった後、立木の幹に激げき突とつした。

「あんなおっさんなんかほっといて、いいことしようぜ……！」

　じりじりと男達は包囲を狭せばめていく。

「…………」

　セブンデイもじりじりと下がるよりなかった。廃ビル内に戻もどり、男達を室内へと引き込む。

　石の床ゆか、乾かわいた藁わらの山以外に何もないフロアだった。それなりに広く、十人程度は余よ裕ゆうで入れる。男達は順じゆん繰ぐりに室内に侵しん入にゆうし、セブンデイを取り囲んでいった。

「残念だけど……」

　全員が室内に入ってきたところで、セブンデイは宣言した。

「遊んであげるつもりはないよ」
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「はああ？」

　こいつはアホか、とでも言いたげに、男は声を上げた。

「今いま更さら何言ってんだよ、お姉ちゃん」

「今から実験をやるんだ。獄ごく炎えんの鬼神の円盤レンズの火力調整の実験をねー」

　言いながら、セブンデイはホルダーから一枚円盤を取り出し、目にはめた。

「召喚！」

　男達は本能的に身構えた。そして、セブンデイの身体からだが虚きよ体たいに包まれるであろうことを予測し、後じさった。

　大気中の塵ちりが反応し、輝かがやきを帯びる──が、そこから奇き妙みような動きを見せ始めた。

　光はセブンデイの手元に集中する。セブンデイを包み込むほどの大きさはない。それは、長さ三、四十センチほどの棒状の固まりとなり、セブンデイの両手に握にぎられた格好で具現化した。

「……な、なんだあ？」

　男達が戸と惑まどうのも無理はない。円盤から悪あく魔ま以外の物が召喚されるなど、あり得ない話だ。

　剣けんの柄つかだった。セブンデイの手はその両りよう端たんを握っているが、その全長は案外長く、拳こぶし三つほどの空きがある。普ふ通つうの剣ではなく、ツーハンデッドソード並みの大剣の柄と思われた。ただし、剣身がない。

　柄の中央部には、目があった。おおよそ作り物とは思えない、生々しい目が。

「フフッ。見なよ！」

　セブンデイはくるりと柄を回転させ、正眼に構えた。と、鍔つばの部分からまっすぐに、灰色の炎ほのおが現れる。

「うおあ！」

　仰ぎよう天てんして、男達は皆みな退しりぞいた。

　炎の色は灰色だった。燃え上がり、揺ゆらめく炎は、白黒の陰いん影えいをゆらゆらと揺らしている。まるで剣の周辺だけが色を無くしているかのようだった。しかもどういうわけか、炎は一メートルの棒状の形状を保ち続けている。さながら、刀身のように。

「ほ……炎の剣かよ！」

　男の一人が叫さけんだ。その炎には熱があり、男達の皮ひ膚ふもわずかながら熱気を感じていた。

「そういうこと」セブンデイは満足げに言った。「ま、ベタだとは思うけどねー、炎の剣なんて。まあでも、かかってきなよ。僕と火遊びしたいんだったらさー！」

　ひょいひょいと剣を振ふってみせる。

「わ～たし～の燃える剣で～♪　みんなみんな～焼き殺す～♪　ルルル～♪　火遊びのつもりが全身火傷やけど～♪」

　しまいには調子外れな歌まで歌い始めた。

　男達はますます尻しり込ごみした。しかしあくまでも熱気にあてられて本能的に後退したのであって、強気な態度はまだ崩くずれていない。なにしろ、八対一なのだ。

「なんだかわかんねえが──こりゃ、ちょっと痛めつける必要がありそうだな！」

　男が一人、悪魔を喚んだ。するとそれに呼応して、他の面々も悪魔を召喚していく。ミノタウロス、リザードマンなど、種類は雑ざつ多た。皆四段級を越こえない悪魔ではあるが、この数が室内に集まると圧あつ倒とう的である。

　男達は、もう一度間合いを詰つめにかかった。虚体は不燃物であり、火事場においては耐たい火かスーツとしての用も為なす。悪魔を喚んでさえいれば、炎も怖こわくない──そう考えつつ、男達はセブンデイに迫せまる。

　けれども、セブンデイは圧倒されるどころか、ますます好戦的な笑え顔がおを見せた。

「いいよいいよ。お相手してあげる！」

　セブンデイは柄を自分の顔の正面に持ってくると、

「獄炎の鬼き神しん、出力全開！」

　高らかに宣言した。

　呼応して、灰の炎が大きく揺らいだ。長さは二倍、太さは三倍、炎の棒から炎の柱へと成り変わる。柄のサイズ相応の、ツーハンデッドソード並みのサイズへと進化して。炎の剣は猛たけり狂くるった──

　──が。

「ぅ熱あっち!!」

　あまりの熱気に、セブンデイは炎の剣を思い切り放ほうり出した。

　炎の大剣は回転しながら男達の真ん中に落下、一挙に悪魔を巻き込んだ。

「ぎゃああああ──ッ!?」

　男達の悲鳴が巻き起こった。灰色の炎はすぐに悪魔の虚体に乗り移り、あっさりと吞のみ込んだ。乾いた枯かれ木がよく燃えるように、悪魔達は燃え始める。

「なんでだ!?　なんで燃えるんだよ!?」

「熱ッ！　熱い──ッ!!」

　炎上する悪魔達の姿は、さながらダンスを踊おどっているようでもあった。壁かべに身をぶつけ、あるいは床を転がって消火を試みるが、灰の炎はますます盛さかんになるばかり、消える気配を見せない。

「あわわわわ」

　予期せぬ状じよう況きようを引き起こしたことに、セブンデイ自身も目を剝むいていた。

「このままじゃ僕も死んじゃうよー」

　両手を振って冷ましながら周囲を見み渡わたす──と、右手奥の壁に窓が開いているのに気がついた。窓まど枠わくそのものも既すでに朽くち、長方形の穴があいているだけ、と表現した方が的確ではあるが。

　セブンデイはその窓に張り付いて、慌あわてながら転げ出た。




「……あーあー……」

　炎上する廃はいビルを遠巻きに眺ながめつつ、フォングは嘆なげいた。

　十分もしないうちに、廃ビルは立派な火事になっていた。室内に敷しかれていた藁わらの山に引いん火かして、そのまま盛せい大だいに燃え上がったのだろう。もくもくと沸わき立つ煙けむりを見て、野次馬が集まり始めている。

「いくら自分の身を守るためだからと言って、アレはないんじゃないですか」

　殴なぐられた顔をさすりながら、フォングはセブンデイに声をかけた。

「僕のせいじゃないよー」セブンデイはふくれっ面つらをした。「あいつらがバカだったのと、獄ごく炎えんの鬼神の調整がうまくいってなかったって偶ぐう然ぜんが重なったのが悪いんだよ」

「調整不良は明らかに名めい誉よ所長のミスだと思いますが」

　フォングが冷静に指し摘てきすると、

「うっさい！」

　セブンデイは唐とう突とつにキレてフォングをブン殴った。

「ごおお……！」

　いきなりの打だ撃げきに、フォングは悶もん絶ぜつした。

　フォングを無視して、セブンデイは呟つぶやき続ける。

「いやー、火力調整ってホント難しいよね。炎ほのおが小さすぎると見た目がしょぼいし、大きすぎると熱くて持ってらんないし。死ぬかと思ったよ。お肌はだにも悪いよねー」

「それは認めますが……」フォングは頭を押さえながら言った。「このままだと燃え広がりますよ。消せないんですか」

「消す？　あ、そーか」

　セブンデイは目から獄炎の鬼神の円盤レンズを取り出した。

　すると、廃ビルを巻く炎は一いつ瞬しゆんで消えた。

「……あっ」

　あまりにあっさりとした結末に、フォングは目を見はった。

　何が起きたのか理解できないのだろう、野次馬も突然の消火にどよめき始める。

「う～ん。よく考えたら、召しよう喚かんを解きさえすれば、すぐに火は消えたね。慌てたのがバカみたいだ。あはははは」

　セブンデイは朗ほがらかに笑った。

「これで自分の炎に巻かれて死んでたら、末まつ代だいまでの恥はじだったよ。僕のうっかりにも困ったもんだねー」

　あの八人の男どもはセブンデイのうっかりのせいで生きながら焼かれるハメになったのか、とフォングは思った──が、口には出さなかった。奴やつらに対して、同情はできない。

「帰ろうか。スパイ活動の最中だってのに、こっちが人の注目を集めては世話ないや」

「その通りですね」

　フォングは深々と頷うなずいた。

「わ～たし～の燃える剣けんで～♪　みんなみんな～焼き殺す～♪　レアもミディアムも自由自在～♪」

　謎なぞの歌を歌いながら、セブンデイは帰き途とについた。服装と相まって目立つことこの上ない。他人のふりをしながら、フォングはその後ろをついていった。







　サクラが隠かくれ家がに戻もどった時、シローは庭で大工作業に勤いそしんでいた。

「お帰り、サクラ」

　シローは手を止めて、微笑ほほえみかけた。

　サクラは兄に微笑み返し、作業場に歩み寄った。

「何を……作っているんですか」

「寝ね床どこを」シローは答えた。「この家には、ベッドがサクラの分しかないからな。ゴロ寝でいいと考えていたが、長期戦になるなら、快適に寝られる場所が欲しいと思ってさ」

　言いつつ、シローは腰こしに手を当て、背筋を反らした。

「寝床……」

　シローの製作物を、サクラはじっくりと眺めた。ほぼ完成寸前だったが、サクラの目には寝床には見えなかった。

「どちらかというと、棺かん桶おけに見えますけど」

「そうだろうな」シローは認めた。「そのつもりで作ったから」

　憂うれいの表情を、サクラは浮うかべた。

「そんな顔をするなよ」シローは笑い返した。「俺は棺桶の中で寝るのが好きなんだ」

　わきに置いてあった蓋ふたを棺桶にはめ、閉まり具合を確かめる。蓋の方がやや大きいらしく、左右に振ふるとガタガタ音を立てた。だがこの程度なら問題ないだろう、とシローは妥だ協きようすることにした。棺桶の蓋に腰こし掛かけ、サクラに話しかける。

「……で、どうだった？　散歩は」

　質問に対して、サクラは質問を返した。

「……お兄ちゃんは、エイジさんを売ったんですか……」

　シローは軽く驚おどろいた。

「……突然何の話だ？」

「運良く……エルバ君に会えたんです」

　エルバとの話し合いについて、サクラはできるだけ正確にシローに語った。シローとエルバの関係について、エルバに教えたことも含ふくめて。

「……なるほど」おおよそのところを理解して、シローは総そう括かつする。「それで、さっきの質問か」

　サクラは無言で答えを待った。

「三年前、エイジに会った。そこまでは正しい。その時に、運悪くエイジが捕つかまったってのも事実だ。だが、俺がエイジの存在を密告したってのは間ま違ちがいだ」

　力強く、シローは言い切った。

「……本当ですか」

　サクラは兄の目を真っ向からのぞき込む。

　その視線に、シローも真っ向から応こたえた。

「本当だ……気づいた時には、もう手の打ちようがなかった。あの時、エイジを助けてやれなかったことは今でも後こう悔かいしている。だが、──」

　静かな怒いかりを、シローは言葉に込こめた。

「──そのような濡ぬれ衣ぎぬを着せられては、黙だまってられないな……」

　気け圧おされて、サクラは一歩退いた。

「じゃあ……エルバ君が噓うそをついたんですか」

「どうなんだろうな」シローは怒ど気きを引っ込めた。「誰だれが噓をついているのか──いや、誰も噓をついていないのかもしれない」

「と言うと……」

「エイジが、俺に売られたと信じていたんじゃないかってことさ。エイジは三年も監かん禁きんされていたんだろ？　だったら、その間に認にん識しきが歪ゆがんだとしても不思議じゃない。俺を憎にくまなければやってられなかったんじゃないのか。人の心は、案外弱くて脆もろい」

「…………」

　サクラは反論できなかった。あり得ない話ではないだけに。

「ま、勝手な推測だがな……。とにかく」

　シローは話題を切り替かえた。

「サクラは博物館に停戦を持ちかけた。だが、停戦を受け入れるかどうかは言明無し、か」

「でもエルバ君なら……きっと、私の話を聞いてくれます。わかってくれると思います」

　祈いのるように、サクラは言った。

「ああ……そうなってくれれば、いいんだがね」

　シローの言葉に、サクラははっと息を吞のんだ。

「それって……つまり……」

「ああ」その通り、とシローは頷うなずいた。「条件が整えば、博物館側と争うことをやめてもいい」

「ほ……本当ですか!?」

　信じられない、とばかりサクラは驚いた。

　シローは天を仰あおいだ。

「本当だとも。俺は六年間、ずっと八眼デイアボリツク争覇パーテイを勝ち抜ぬくことを願い続けていた。だが──」

　視線を下ろし、サクラを真っ向から見つめる。

「サクラが悩なやみ続けている姿を目まの当たりにして、思ったのさ──俺の願いは、サクラの気持ちを踏ふみにじってまで叶かなえるべきものなのか、とね」

「…………」

　サクラは黙って、しかし兄を凝ぎよう視しし、言葉を待つ。

「だから、俺は停戦を受け入れるつもりだよ。クサい言い方になるが、サクラの悲しい顔は見たくない──ってことさ」

「お兄ちゃん……」

　サクラは手で口元を隠かくした。感極きわまって、サクラの両目が潤うるみ始める。

「おいおい、サクラ……」

　シローは腰こしを浮うかしかけたが、それより早く、サクラはシローに抱だきついた。

「……ありがとうございます……！」

　シローの耳元で、サクラは感謝の言葉を述べた。

　シローはサクラを抱きしめ、背をさすってやった。

「礼を言うのはまだ早い」

　優やさしくシローは語りかけた。

「俺がいいと言っても、向こうが停戦を受け入れてくれなきゃ無意味だ。エイジの件一つとっても、こじれそうだしな。博物館側が戦うことをやめないんだったら、俺も戦わざるを得ない。平和主義を貫つらぬいて一方的にやられるなんて、冗じよう談だんじゃないからな」

　一いつ旦たんサクラを引き離はなし、シローは妹の顔を正面からのぞき込んだ。

「それは……大だい丈じよう夫ぶです。エルバ君なら、絶対にわかってくれるはずですよ。きっと、なんとかなるはずです」

「サクラは、彼のことを信じているんだな」

　シローの言葉に、サクラは力強く頷いた。

「ええ……エルバ君、少し怒おこりっぽいところはありますけどね……。でも、大丈夫だと思います」

「そうか……」

　シローはサクラから手を離した。

「なら、サクラの言葉を信じることにする。俺と向こうとで、直接話し合う機会を持つべきかもしれないな」

「そう……そうですよね」

　安あん堵どと喜びが入り交じったような表情で、サクラは返事した。

「それにしても、腹が減った」

　シローは西の空に目をやった。雲がかかっているため、夕日は見えない。明日の雨を予期させる空模様だった。

「晩ご飯、作りますね」

　サクラの言葉にシローは頷く。

「頼たのむ。俺はこれを片づけるよ」

　作業場全体を、シローはくるりと指さした。




　シローは棺かん桶おけを自分の寝しん室しつに持ち込み、壁かべに押しつける形で安置した。

「ちょっと、試ためしてみるか」

　自ら棺桶の中に寝ね転ころがり、具合を確かく認にんする。左右は両りよう肩かたが触ふれるか触れないかという程度、長さは足を全力で伸のばすと、底にやっと指が届く。ほぼベストサイズだ。

　腕うでを伸ばして蓋ふたを取り上げ、棺桶を塞ふさぐ。視界は完全に真っ暗にはならない──ちょうど目の前に通気口が来るように、あらかじめ穴をあけておいたのだ。くすんだ色の天てん井じようが、丸く切り取られた穴の向こうに見える。

　動きを止め、息を殺すと、静せい寂じやくが訪おとずれる。まるで本当に死者になったみたいだった。

　無言を保ったまま、シローは思し索さくにふける。

　はっきり言って、博物館側が停戦の申し入れを吞むとは思えなかった。八眼争覇とはそんな甘いものではない。参加者は皆みな、命を代だい価かとすることをよしとして、願いを叶えるためのギャンブルに挑いどんでいるのだ──たとえ他者が何を言おうと、そう簡単に曲げられるはずがない。

　そしてそれは、シローも同様だった。サクラがどんなに懸けん命めいに懇こん願がんしようが、十年来の願いを叶えること、チェビアトの子供達をこの世から葬ほうむり去ることをあきらめるだなんて、ありえない。

　妹ながら、サクラの未来に対する見立ては甘すぎる──軽い苛いら立だちとともに、シローは思索を続ける。

　サクラは理想、人間の良心などというくだらないものを信じ、希望的観測で将来を見誤っている。それでは、この世という荒こう野やを生き抜くことはできない。その点、失望を覚えずにはいられなかった。

　もちろん、サクラはシローにとって、ただ一人の愛すべき妹だ。十年の時を経て再会できただなんて、ロマンチックな話ではないか。加えて、兄思いの美しい娘むすめに育ったところなど、天に感謝するしかない。

　だが、肉親的感情と人物的能力は、シローにとっては厳然と分かたれるべき別種の評価軸じくだった。残念ながら、サクラはともに腹の内を分かち合う相手ではない。とすれば、シローがうまく導き、動かしてやる必要がある。うまくすれば、十分な利用価値を発揮するはずだ。今日だって、アルテキア・バベルハイズが重い風邪かぜで臥ふせ、人事不省の状態に陥おちいっているという重要な情報が手に入ったではないか。

　博物館側には三柱の魔ま神じんがいるが、こちらはヤミただ一柱のみ。小が大を制するための戦術は、敵勢力の分断による各個撃げき破はしかありえない。

　契けい約やく者しやの一人が動けない状態にあるという事実は、各個撃破戦術の実行の足がかりになりうる。これは、単に状じよう況きようが一対二になったというだけではない。三柱の同盟である以上、博物館側は倒たおれているテッキを守ることに戦力を割さく必要がある、ということだ。

　事実、サクラの話によれば、博物館襲しゆう撃げき時に備え、常に氷結の魔神か電光の魔神のいずれかが常じよう駐ちゆうしているという話ではないか。いずれか一柱しか外に出ることができないとは、まさに各個撃破のいい的だ。

　セブンデイズ・デモニアクスの存在を考え、シローは持久戦を仕し掛かけるつもりでいた。だがこの状況、むしろ電撃作戦こそが八眼争覇勝利への近道となりうる。手をこまねいていては、いずれテッキが健康を取り戻もどし、つけいる隙すきは消える。動くべき時は今だ──シローはそういう結論をはじき出した。

　気をつけなければならないのは、セブンデイズ・デモニアクスの動きだ。彼らの動きを掣せい肘ちゆうする必要もある。

　もう一つ、サクラの心にも注意を払はらうべきだ。兄に好意を抱いだき続けるようにしなければならない。エイジの話題の件は、非常にやばかった。咄とつ嗟さのアドリブで、どうにか丸め込んだが、これを長引かせるのはまずい。手紙が残っているというのなら、チャンスを見つけて処分しなければ。

　諸事情を鑑かんがみつつ、大だい胆たんかつ細心に、作戦計画を練って実行しなければならない。六年前、チェビアトを打ち倒した時のように。

「しかし……」

　シローはぽつりと呟つぶやいた。

「ここで寝ながら考えていたら、そのうち寝てしまいそうだな」

　空気穴に手をかけて蓋を押し上げ、シローは棺桶から滑すべり出た。早々に動く必要があるが、晩飯を食べてからだ。長らく流る浪ろうの旅を続けてきたシローにとって、妹の手料理は楽しみで仕方がなかった。







　博物館に戻ってきたエルバは、まず真っ先にテッキのもとに向かった。

「……テッキ……」

　相変わらず、テッキはうなされていた。

「ナマコ……ナマコが海から迫せまってくる……」

　汗あせを流し、苦く悶もんの表情を浮うかべ続けている。

「はあ……一日中、ナマコと戦う夢を見てるのか？」

　呆あきれて言いながら、エルバはそばに備えられた洗面桶おけに手を伸ばした。冷たい水に浸ひたされたタオルを取り上げて絞しぼり、テッキの顔の汗を拭ふいてやる。

「……あうう……」

　拭いてやると、心なしかテッキの表情が和やわらいだように見えた。タオルを桶に戻し、エルバはベッドそばの椅い子すに腰こし掛かける。

「サクラに会うことができた……」

　エルバはテッキに語りかけた。テッキが人の話を聞ける状態なのかどうかは疑問だったが、とにかく話さずにはいられなかった。

「サクラは、俺達とシローの衝しよう突とつを避さけようと動いている。シローを必ず説得してみせるから、俺達もシローと戦うことをやめてくれないか、って頼たのまれた」

　テッキの表情に変化はない。小康状態で、半眼を開け、視線を宙にさまよわせていた。

　適度に合いの手でも入れてもらった方がありがたいのだが、さすがに今のテッキにそれを求めるのは酷こくらしい。エルバは話を続ける。

「迷ってるんだ。というか、簡単に判断できる話じゃねえよな。俺は……父さんの仇かたきを討うつために、ブルティエールに来た。その願いを叶かなえるために、命を賭かけて戦ってきた。ファルナという犠ぎ牲せいも払った」

　意識不明に陥る重傷を負って、ファルナは実家に送り返された。以来、エレイスン家からの連れん絡らくはない。便りがないということは、つまり便りをよこす必要のある変化は何もない、ということなのだろう。

「あれは、バルヒーヨがやったことだし、バルヒーヨには落とし前をつけさせた。だが……俺が父の仇にこだわることさえしなければ、ファルナはあんな目に遭あわなかったんじゃないか、と思うと心がざわつくんだ。俺のやってることは正しいことなのか、ってさ」

　一いつ旦たん言葉を切って、テッキの顔をのぞき込む。が、変化はない。

　自じ嘲ちようの笑えみで、エルバは口元を歪ゆがめた。

　俺は誰だれかに──この場合はテッキに──おまえのやってることは正しい、と肯こう定ていしてもらうことを望んでいるのか。誰かに背を押してもらいたいのか。

　父の仇に手が届く場所にあって、尻しり込ごみをしている。エルバはそれを自覚している。

　尻込みの原因は何なのか──考えるまでもない。

「そして今だ。少しでもやり方を間ま違ちがえたら、サクラを巻き込む恐おそれがある」

　味方のピンチの時、たびたびサクラは身を挺ていして仲間をかばってきた。自分の身の危険などかえりみず、だ。エルバ自身、フォッグビルでサクラにかばってもらったことは記き憶おくに新しい。

　そんな真似まねを、サクラがシローに対してしないと言えるだろうか。いや、実際にサクラは、テッキの万まん力りきからシローを守った──自らの角が砕くだけるという犠牲を払ってまで。

「……俺は怖こわい。サクラをファルナみたいな目に、しかも自分の手で遭わせてしまうかもしれない、と考えると」

　自分の右手を開いては閉じる。エルバは何度も繰くり返した。

　氷結の能力逆流スピンオフ、物体を空間に固定する力も、決して万ばん能のうではない。一いつ瞬しゆんの判断ミスを、全すべてカバーできるとは限らない。

「俺は、どうすればいいんだ？　シローと争ってはいけないのか？」

　エルバは問いかけ、しばし待った。

　しかし、テッキの表情は動かない。

　仕方ないよな、とエルバは内心でため息をついた。今、テッキはまともにものを考えられる状態ではない。テッキに判断を仰あおごうとしたのが間違っていたのだ。館長に頼たよらず、自分で考えて自分で決めろ、ということなのか──

「……っと」

　ふと洗面桶に目をやって、タオルが桶の縁ふちからはみ出ているのに気づいた。

　椅子に腰を下ろしたまま身を乗り出し、タオルを桶に収めてから、姿勢を戻もどす。

　その時いきなり、テッキがエルバに抱だきついてきた。

「ぬおわッ!?」

　エルバは思わず声を上げた。

　上半身だけを起こし、テッキはエルバの肩かたに顔を埋うずめていた。左手を背面に回し、振ふり払はらわれないようにする。

「ちょっと、どうしたテッキ……」

　エルバはうろたえた。身体からだが触ふれ合う部分からは、テッキの高熱が伝わってきた。肩は大きく上下し、呼吸の苦しさを物語っている。

「エルバ……！」

　底から響ひびくような声を、テッキは絞り出した。

「あ痛ッ」

　脇わき腹ばらを強きよう烈れつにつつかれる感覚に、エルバは身をよじった。しかしテッキは強くしがみつき、エルバを逃にがそうとしない。何度も何度もつつき続ける。

「何するんだよ、テッキ……！」

　怒ど鳴なりかけて、エルバはある疑問に行き当たった。

　テッキは何で脇腹をつついているんだ？

　未知の感かん触しよくだった。サイズ的に、万力ではあり得ない。そもそも万力はベッドをともにするには邪じや魔ますぎるので、外してサイドボードに置いてある。

　ということは……

　視線を真下に下ろして、エルバは自分の想像が正しかったことを知った。

　手のない右手首。

　手首の切断面で、テッキはエルバをつついていた。

「エルバ……」

　もう一度名を呼んで、テッキはわずかに頭をもたげ、エルバと視線を合わせた。

　凄すさまじい目つきだった。発熱という苦しみだけではない、テッキ自身の怒いかりが、その潤うるんだ両目には宿やどっていた。

「……ワタクシに……なにもかもを忘れろなどと……言うのですか……!!」

　右手首を押しつけ、左手に力を込こめ、テッキはエルバを全力で抱きしめた。いや、抱きしめるという表現は正確ではない。蛇へびが獲え物ものを絞しめ殺ころすかのような勢いだった。病びよう床しようのテッキにこんな余力が残っていたとは、意外にすぎた。

「…………!!」

　エルバは声も出せなかった。抵てい抗こうしようとした──が、すぐにやめる。

「……うう……んぐっ……」

　テッキがすすり泣きを始めたのだ。

「……今でも……」

　普ふ段だんの彼女からは想像できないか細い声で、テッキは呟つぶやく。

「……思い出すだけで、怖くなる……あの時のこと……」

　あの時──六年前、テッキが自分で自分の手首を切り落とした時のことだ。

「身体の震ふるえが……止まらなくなるのよ……」

　実際、テッキの身体は震えていた。悪お寒かんを感じているのでも、身体に力を込めすぎているのでもない。

「自分でも情けなくなるけど……どうしても、ダメ……」

「テッキ……」

　予想外だった。まさか、テッキが弱音を吐はくとは。

　だが──よく考えてみれば、テッキだってエルバと同じ年ねん齢れいの女の子なのである。普段こそ博物館長として肩かた肘ひじを張ってはいるが、時にはプレッシャーに耐たえかねることもあるだろう。まして身体が弱っている時は、意志も弱くなる。何かにすがりつかなければならないほどに。

　今は俺がしっかりして、テッキを支えてやる時なのだ。エルバはそう思った。

　もっとも今のところ、物理的に支えてやる必要はなさそうだった。テッキの抱きしめは力を緩ゆるめることを知らず、正直言ってかなり痛い。だが、エルバはテッキのやりたいようにさせた。痛みを分かち合うことが、心を分かち合うことのように思えた。

「気に病やむことはねえ」エルバは声をかけた。「誰だれにだって、弱みはある」

「そうかもしれない……。でも、これは、克こく服ふくしなければならないのよ……」

　テッキの柳りゆう眉びは、ますます引き締しまった。

「シローが傷つけたのは、手首だけじゃない……あいつは、私の……ワタクシの心に、決して治ることのない大きな傷をつけた。……絶対に許すことはできない……!!」

「……テッキ？」

　至近距きよ離りから、エルバの両目をみつめ、テッキは言い切った。

「シローだけは、絶対に殺す。サクラの兄だろうと、関係ない……!!」

　しばしの間、二人は見つめ合った。テッキは憤ふん怒ぬの目で、エルバは驚きよう愕がくの目で。

　不意に、テッキの身体から力が抜ぬけた。体力の限界に達したのだろう、ずるり、とエルバの身体から滑すべり落ちる。

「…………」

　落ち着いて、エルバはテッキをベッドに寝ねかせ、シーツをかけてやった。

「……ナマコ……」

　ほどなくして、テッキはまたうなされ始めた。

「……うう……ナマコをそんなところに入れないで……」

「……参まいった」

　普段であれば、「どんな夢を見てるんだ」とツッコミの一つでも入れるところだったが、そんな気分ではなかった。エルバは静かに席を立ち、部屋から去った。
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「いかがな様子でありましたか」

　ラウンジでは、デイジーとカエデ、そして三柱の魔ま神じんが一つのテーブルを囲んでいた。

「強きよう烈れつなベアハッグをかけられた」

　そう答えて、エルバもテーブルを囲む輪の中に入った。

「また何か失礼なことでも言ったのかい」

　ルナが口を挟はさんだ。

「今のテッキちゃんにそんなことされるなんて、よっぽどなことをしたんだね」

「……フッ」

　エルバは短く鼻で笑った。

　何か言い返されることを予期していたルナは、拍ひよう子し抜ぬけの表情を浮うかべた。

「……どうしたの、エルバ」

「どうもこうもねえ」

　あまりにも絶望的だったので、むしろ笑い出したい気分だった。こんなひどい状じよう況きように陥おちいったのは、生まれて初めてだ。天を仰あおいで、思わず黙だまり込む。

「サクラに会えたのか？」

　カエデが声をかけてくる。

　そう言えば、こちらへの報告はまだだった。ぽつりぽつりと、エルバは語り始めた。

　ついでに、それに対するテッキの反応も告げた。具体的にどういうやりとりがあったかまでは、秘しておいたが。

「……なるほど、聞けば聞くほど絶望的になってくるでおじゃるな」

　同情のため息を、マロがつく。

　他の面々も、似たような態度だった。こんな事態に陥って、それでも楽観的でいられる人間は、そうはいない。

「なあなあおまえら、なにしょぼくれてんのよ？」

　一同を奮い立たせるように声を上げたのは、ボルだった。

「ここで黙り込んでどうする？　待ってりゃサクラが一人で帰ってくるとでもいうのか？　そうじゃねえだろ」

「そうそう。泣いてサクラちゃんが帰ってくるっていうんなら、いくらでも泣くけどね。残念ながら、現実はそうはいかない」

　ルナも言葉を重ねる。

「だったらどうしろってんだ！」

　エルバは思わず声を張り上げたが、

「……悪い」

　すぐに非を認めて頭を下げる。

「おまえらの言う通りだ。とにかく、事態に対処する方法を考えなくちゃな……」

　悲劇の主人公役にひたっている場合ではない。こんな時は、無神経な魔神連中の存在がありがたく思える。

「問題を解決する方法は必ずあるって」ボルが切り出した。「難しく考えるな。結局、何が問題の要点なんだよ」

　一同、しばらく声も出なかったが、

「つまり、サクラだ」

　エルバは答えを口にした。

「サクラがシローの味方になっている。最大の問題は、そこだろ」

「そうだな」カエデは認めた。「サクラの奴やつ、何を考えているんだか。たとえ兄といえど、あいつはエイジを売ったんだぞ……って、サクラは知らないのか」

「会った時に、教えた」エルバは言った。「だが、口頭で伝えただけで、信じるかどうか。次に会う機会があれば、手紙を見せるつもりだ」

　シローの裏切りを告発するエイジの置き手紙は、今は厳げん重じゆうに保ほ管かんされている。サクラを連れ戻もどすための武器となるかもしれない。

「サクラがこっち側に戻ってきさえすれば、心おきなくシローを叩たたける。まずは、そこに手を尽つくすべきか……」

「そう言えば、カエデ」エルバは質問した。「おまえには、ためらいはないのか？　幼なじみと対決することについて」

　意外な質問だ、とカエデは軽い驚おどろきの表情を見せた。

「ないといえば、噓うそになる。だが、今のシローは昔のシローじゃない。エイジの言う通り、昔のシローは死んでしまっている。オーベイ人を殲せん滅めつするだなんて、悪以外のなんだと言うんだ？　悪あしき敵を叩くことに、私情を交まじえるつもりはない」

　力強く、カエデは言い切った。そしてエルバに質問を返す。

「私もおまえに聞きたい。おまえは、シローを許す気があるのか？　八眼デイアボリツク争覇パーテイでの対決は脇わきに置いておいて、という前提で聞きたい。父の仇かたきを許し、見み逃のがすことができるか？」

　それは、エルバ自身も知りたいことだった。

　サクラの願う通り、シローを見逃すことができるのか。

「気持ちが揺ゆらいでいる……」

　エルバは言葉を濁にごした。

　だが。

　ついさっき、テッキの生の感情をぶつけられた時、エルバは驚いた。

　人の命を奪うばうことを願う。それは、人の心の醜みにくい部分が見せる、忌いまわしき歪ゆがみであるはずだ。普ふ通つうの人間にとって、到とう底てい正視できるものではない。

　けれども、エルバは感じてしまったのだ──復ふく讐しゆうの憤ふん怒ぬに猛たけるテッキの姿は、むしろ美しい、と。

　何故なぜテッキを美しいと感じたのか。

　答えは極きわめて簡単だ。

　復讐を果たしたい、父を殺したシローをあの世に叩き落としたいという気持ちが、エルバの心の奥底でも燃えさかっているからだ。

　テッキの怒いかりとエルバの気持ち、それが共鳴したからこそ、テッキを美しいとすら感じた。

　その事実に、エルバの心の別の部分、自分を見つめるもう一人の部分が、驚きよう愕がくを覚えた。

「おまえの気持ちが定まらなければ、あとでろくでもないことになる」

　気持ちはよくわかるが、とカエデはエルバの肩かたを叩いた。

「早々に心を決めておけ。それ次し第だいで、私達の振ふる舞まい方も変わってくる」

「ああ……そうだな」

　エルバは答えた。

　曖あい昧まいに答えることしかできなかった。何故なら、もう既すでに心は決まっていたからだ。

　六年という時間の積み重ねが、復讐の念を本能の域にまで、エルバの心に刷り込んでいた。いまさらどうこう考えたところで、変わるものではない。

　ただ、それを言葉に出して認めることがイヤだった。認めてしまえば、事態は対決へと向かって動き出す。

　そうしたら、サクラはどうなってしまうんだ……？







　不意に鳴り響ひびいた弦げん楽がつ器きの音にびくりと反応して、マービンは杯さかずきを取り落とした。

「この音……！」

　恐きよう怖ふ心しんに駆かられつつ、向き直る。

　思った通り、居酒屋の入口に、男が立っていた。つい先日、エルバをボコボコにしようとしたところに割り込んできて、逆にマービンをボコボコにした男が。

「貴様……アベル・ブルーダーとか言ったか！」

　シローの偽ぎ名めいを叫さけびながら、マービンは勢いよく席を立つ。

「お静かに」

　アベル──シローは弦をつま弾びく手を止め、人差し指を唇くちびるに当てた。

　しかし、マービンは椅い子すを蹴け立たてて、身構えた。周囲の客の迷めい惑わくなどお構いなしである。

「何をしに来た！　この私にとどめを刺さすつもりか！」

「いやですねえ」

　シローは友好的な笑え顔がおをマービンに向けた。

「謝りに来たのですよ。先日はどうも、失礼いたしました」

　意外な行動に、マービンは戸と惑まどいを覚える。

「どういうつもりだ、貴様……！」

「どうもこうも。……一つ、頼たのまれて欲しいことがありましてね。お願いしたいんですよ、あなたに」

「何を言ってるんだ」マービンは鼻で笑った。「おまえはこの間、私にバックドロップを食くらわせただろうが！　そんな野や郎ろうの頼みを、聞く人間がいると思うのか？」

「いいえ、聞くと思いますよ、あなたは」

　自信たっぷりに、アベルは言い切った。

「エルバ・ナイトロンドを滅ほろぼすための手伝いをして欲しいんです。──どうです？」

「……なんだと？」

　マービンは身構えを解いた。

　我が意を得たり、とアベルはにやりと笑った。







「植物園、行ってみたかったんですよね」

　喫きつ茶さ店てんでの別れ際ぎわ、サクラはエルバにそう言った。

「植物園？」

　聞き返すと、サクラは嬉うれしそうに頷うなずいた。

「ほら、最近改装オープンしたじゃないですか」

　言われて、エルバも思い出した。十八区の端はしの方に、国立の植物園があることを。

「前から、一度行きたいと思ってたんですよ……できれば、みんなで」

「……そうだったのか」エルバは答えた。「もう少し早く言ってくれれば良かったのに」

「だって……こんなことが起きるだなんて、想像できるはず無いじゃないですか」

　悲しげに、サクラは眉まゆをひそめた。しかしすぐに顔を明るくすると、

「だから、約束してくれませんか？　今度のことが全部丸く収まったら、みんなで植物園に行くって」

「植物園ね……」

　面おも白しろいアイデアだ、とエルバは思った。

「悪くないな」

「でしょ？」サクラは白い歯を見せた。「お弁当作って、みんなでピクニックしましょうね」

「ああ……楽しみだな」

　約束を、エルバは交かわした。

　しかし翌朝にはもう、約束の実現は危あやういと思われた。

　起き床しようして、エルバはまずそのことを思い出し、気分が重くなった。

　父の復ふく讐しゆうを果たしたいという気持ちは、鉄のように固い。その事実を、エルバは再さい確かく認にんしていた。

　全部が丸く収まったら──サクラはそう言った。だが、なにをどうすればことが丸く収まるのか。エルバにはまったくわからなかった。誰だれもが満足する解決などありえないのではないか──そう思えて仕方がない。

　一晩寝ねれば、朝にはとても素す晴ばらしいアイデアが天てん啓けいのように閃ひらめくんじゃないか。一いち縷るの願いを抱いだきつつ昨晩は就しゆう寝しんしたのだが──もちろん、そんなことはなかった。

「……やれやれ」

　現実は容よう赦しやなくやってくる。エルバはベッドから滑すべり出た。

　朝焼けの光が、部屋の中に差し込んでいる。昨日に引き続き、早朝に目覚めてしまったようだ。

　せっかくだから、テッキの様子でも見に行くか、と思いつく。快方に向かっていればそれでよし、そうでなければ新しい洗せん面めん桶おけと冷たい水を持って行ってやらなければ。

　あくびをして、エルバは部屋から出ようとする。

　その時だった──外から妙みような笑い声が聞こえてきたのは。




「ふはは──ッ！　たのも──ッ！」

　何度目かの叫び声を、マービンは張り上げた。

　しかし、返ってくるのは沈ちん黙もくのみ。博物館の玄げん関かんが開く様子は、まったくなかった。

「こら──ッ！」マービンは怒ど鳴なった。「こちとら客人だぞ！　放置はいかがなものか！」

　直後、マービンの頭上に大量の水が降ふってきた。

「ぬおわッ!?」

　すんでのところで、マービンはずぶ濡ぬれになるのを回かい避ひした。

「何をするか──ッ！」

　頭上に向かって怒鳴り返す──と、続けざまに洗面桶が飛んできて、マービンの顔面をクリーンヒットした。濡れた芝しば生ふに足を取られて転てん倒とうする。

「うるせぇ──ッ！」

　二階の窓から、エルバは叫さけび下ろした。

「朝から迷めい惑わくな声出してんじゃねえ！　安あん眠みん妨ぼう害がいだ！」

　身を乗り出し、エルバは窓から飛び降りた。まっすぐに姿勢を正し、能力逆流スピンオフを利用しながら、ゆっくりと地面に着地する。

「こんな朝早くからふざけんな！　ウチはな、橋を上げている時は来客ノーセンキューなんだよ！」

　博物館の周囲をめぐる堀ほりにかけられた、跳はね上げ橋を指さす。おそらくマービンは鳥型悪あく魔まを喚よんで、堀を乗り越こえてきたのだろう。

「一体何しに来やがった。返答によっては、今すぐテメエを堀に叩たたき落とす」

　メキメキ、とエルバは指を鳴らした。

「フン」マービンは鼻で笑った。「私を堀に叩き落としたら、大切な手紙がずぶ濡れになって読めなくなるぞ」

「……手紙？」

　エルバの問いを受け、マービンは懐ふところから一通の封ふう書しよを取り出した。

「今も危ないところだったぞ。私が超ちよう人じん的な反射神経を発はつ揮きしておらなんだら、手紙が──」

「誰からのだ」エルバは問いかける。「どこぞの押し売り業者の手紙とかだったら、ずぶ濡れになっても何の問題もねえ」

　マービンはにやりと笑った。

「シロー・イシザワから、と言ったらどうする」

「なに……」

　エルバは息を吞のんだ。

「フフ」マービンは得意げに笑う。「この場で読んでもらおうか。返事をもらってこいと言われている」

　エルバは慌あわてて封を開け、手紙を取り出した。

　紙面が大きい割に、文面は多くなかった。




　話し合いの場を持ちたい。

　和平の件について、サクラから話が行っているはずだ。

　本日午後四時、三十八区の忘れられた墓地、廃はい聖堂の前にて待っている。

　エルバ・ナイトロンドと氷結の魔神だけで来てもらいたい。

　カエデを連れてきてもらっても、こちらは構わないが、そっちは博物館を空けられないだろう？




「……チッ」

　エルバは舌打ちした。

　たしかに、エルバとカエデの両者揃そろって博物館を空けるわけにはいかない。セブンデイズ・デモニアクスが、襲しゆう撃げきしてこないとも限らない。あるいは、この手紙は釣つりで、シローの真の目的はテッキ襲撃ということも考えられる。

　いや、真の問題は、テッキが動けないという事実がシローに伝わっているということだ。なんで知っているんだ、と一いつ瞬しゆん思ったが、なんのことはない、エルバ自身がサクラに教えたではないか。

　サクラからシローに話が伝わるだろうことは、容よう易いに予よ測そくできたじゃないか。そんな当たり前のことになんで俺は気づかなかったんだ？　悔くいても、もはや手て遅おくれだが。

「今すぐ答えろってのか」

　エルバはマービンに確かく認にんした。

「当然。答えをもらうまで帰るわけにはいかんな」

　悩なやみどころだった。

　文面通りに受け取るべきなのか、それとも罠わななのか？

　罠だとすれば、どういう種類の罠なのか。

　なんにせよ、一人で判断すべきではあるまい。

「少し時間をよこせ。身内で相談する」




「受けるべきだと思う」

　エルバの話を聞くと、カエデは即そく断だんした。

　早朝のラウンジに、テッキ以外の全員が集合していた。テッキも加えたいところだったが、まだ動けない状態が続いている。動けるメンバーだけで相談するしかなかった。

「これは、ことを動かすチャンスだ。罠を踏ふみ潰つぶして、一気にケリをつけるべきだ」

「……和平の線はなしと見るでおじゃるか」

　マロの問いに、カエデは頷うなずく。

「ない」

「なんでそこまで言い切れる」

　エルバの言葉に、カエデは苛いら立だちの視線を向ける。

「シローの前科を考えろ。和平など、こっちを油断させるための方便に過ぎん。サクラを人ひと質じちに取られている状態なんだぞ、今は。六年前、シローはテッキとおまえを人質にして戦ったんだろう？　そんな真似まねをした奴やつに、良心を期待できるとでも思うのか」

　カエデの言うことはもっともだった。エルバとしても、反論のしようがない。

「問題なのは、サクラが自分の立場をわきまえていないということだ。サクラがこっちに戻もどってきていれば、悩む必要はないというのに……」

「やめろ」エルバは素す早ばやく言った。「サクラにはサクラの考えがある」

　す、とカエデは目を細めた。

「サクラの肩かたを持つのか、おまえは？　こんな状じよう況きようだというのに。そもそも、おまえが無理にでもサクラを連れ帰っていれば、問題はたやすく解消していた」

「それは違ちがうぞ！」エルバも声を荒あららげた。「たしかに、無理に連れてくることはできた。だが、それはサクラの意思を無視することになる！」

「甘ったれたことを言うな！　そんなにサクラに嫌きらわれるのが怖こわいのか!?」

　カエデの指し摘てきに、エルバは思わずたじろいだ。

「いいか」エルバの沈ちん黙もくに乗じ、カエデは語る。「私も一晩、色々考えた。でもやはり、サクラの態度は間違っているとしか思えない。サクラはシローのもとを離はなれ、こっちに戻ってくるべきなんだ。エイジの言う通り、あいつは昔のシローじゃない。家族の情にほだされ、あいつをかばってはいけない。そんなこともわからないというのなら、サクラの意思なんて無視すべきだ。あとで時間が経たって、冷静になれば、こっちの言ってることが正しかったとわかってくれる」

「随ずい分ぶん冷たいじゃないか、カエデ！」

　売り言葉に買い言葉。エルバの言葉も自然ととげとげしくなった。

「今はどうあれ、シローは昔の仲間だろう！　さすが、エイジを殺した人間の言うことは違うな！」

「…………!!」

　今度は、カエデがたじろぐ番だった。

「エルバ！」

　さすがに、ルナがたしなめにかかる。

　言い過ぎた、と悟さとってエルバも黙だまり込んだ。

　まるでシローをかばっているみたいな言い草だな、とエルバは自じ省せいした。いや、かばいたいのはシローではない、サクラだ。カエデにサクラをバカにされているような気がして、ついかっとなってしまったのだ。

　何をおいても、サクラと約束したのだ──兄を捜さがし出し、会わせてやると。それはその後、サクラと兄が一いつ緒しよに、幸せに過ごすことも含ふくまれている。

　その約束が重い枷かせとなって、エルバの手足を縛しばっている。父の仇かたきを討うちたいという思いと、サクラの願いを叶かなえさせてやりたいという思いが、エルバの心を左右から思い切り引っ張り合っていた。はっきり言って、まともな判断を下せる状態ではない。

　だがそれでも、判断を下さなければならない。

「……とにかく」エルバは言った。「シローの申し出は受ける。それで文句ないな」

「……それでいい」

　カエデは静かに頷いた。ここで言い争うだけ無益なことを、エルバもカエデもよく理解していた。







「まったく、こんなに待たせるなってんだ」

　文句を垂たれながら、マービンは帰き途とについていた。博物館を囲む森を抜ぬけ、ひたすらに歩く。鳥型悪あく魔まを喚よぶこともできたが、今は何となく歩きたい気分だった。

　ともかくこれで、依い頼らいの半分は終わった──内心で、マービンは再さい確かく認にんする。

　残る仕事は、シローとエルバが三十八区で接せつ触しよくするという情報を、クルト・キングスリーもしくはランコ・スーパーフォークなる人物に売ることだ。

　それも、シローからの指示だった。どういう意図があるのかよくわからなかったが、どうでもいいことだ。それがエルバの身の破は滅めつにつながるというのなら、拒きよ否ひする理由はない。

　黒コートに白マフラーの男と、ポンチョをまとったオーラン人女の二人連れ。その噂うわさを、マービンは小耳に挟はさんでいた。然しかるべきツテを辿たどれば、接触は可能だろう。「できれば午前中、遅おそくとも昼過ぎまでには接触しろ」と言われているが、まあ問題はあるまい。

　うまく情報料をせしめることができたら、全部懐ふところに入れていいとも言われている。精せい一いつ杯ぱいふんだくってやろうじゃないか、とマービンはほくそ笑えんだ。情報を漏もらすことが主目的なため、あまりふっかけることはできないが──そこは交こう渉しよう能力の振ふるいどころだ。

　いかに話をもちかけるか。知ち恵えを絞しぼっている最中だった──マービンの行く手が、二人の人間によって塞ふさがれたのは。

「止まれよ、そこの男……！」

　男に声をかけられて、マービンは足を止めた。

「……ム」

　思し索さくにふけっていたせいで、不意をつかれた。数歩退き、間合いを置く。

　人ひと気けのない公園、周囲の見えない木立の中で、マービンは二人の人間と向かい合っていた。

「おまえ、博物館に何かメッセージを届けていたな？」

　女も、声をかけてくる。

　マービンは冷静に二人を観察する。

　男の方は、黒コートに白マフラーという出いで立ち。

　女の方は、ポンチョをまとったオーラン人。

「おまえら、クルト・キングスリーとランコ・スーパーフォークか！」

　思わずマービンは叫さけんだ。

　名を呼ばれて、クルトとランコは不思議そうな顔をする。

「いや、こりゃちょうどいい」

　黙り込んでしまった二人に、マービンは語りかけた。

「あんたらを捜そうと思っていたんだが、こりゃ手間が省けた」

　面おも白しろげに、クルトは頰ほおを歪ゆがめた。

「ほお。俺達を捜していただと？」

「そう、その通りだ」マービンは続けた。「おまえ達に、売りたい情報がある」

「それは興味がある」ランコが答える。「私達も、おまえに尋たずねたいことがある」

「なら話は早い。実は今、シロー・イシザワの使いとして、博物館に手紙を届けてきたところでね」

「なるほど。その手紙の内容は？」

「そこが知りたいんだろう、おまえらは？」

　いい食いつきだ、とマービンはほくそ笑んだ。

　二人はそれを知りたがるはずだ、とシローから教わっていた。こうも思い通りの反応が返ってくるとは、実に気分がいい。

「私が売りたいのは、その手紙の内容でね」

「へえ。たしかに、それは知りたい」ランコは認めた。「だが、いいのか？　人の信しん頼らいを裏切るなんて」

「信頼？　ハ！」マービンは両手を広げた。「そんなもの、初めからないさ！　あの野や郎ろう、初対面の時に、私にバックドロップをかましたんだぞ？　この仕事を引き受けたのは、あいつが頭を下げてきたからだ。もっとも、許したつもりはないが」

「しかし、困ったな」

　ポンチョの下から手を出し、ランコは顎あごに手を当てた。

「こんなことになるとは思っていなかったから、手持ちがあまりないんだ」

「持ってくればいいだろう！　私だって鬼おにじゃない、少しくらいなら待ってやるさ。そっちは二人連れなんだから、どっちかが残ってどっちかが戻もどれば、──」

　と言いつつ、マービンはあることに気がついた。いつの間にか、視界からクルトが消えている。どこに行った、と周囲を見回し──

　足に激痛が走った。

「ぬぐうッ!?」

　突とつ然ぜんのことに、マービンはもんどりうって倒たおれた。反転した視界に映ったのは、抜き身のサーベルを振り抜いた格好のクルトの姿。

「安心しろ！」クルトは叫んだ。「峰みね打うちだ！」

　ランコがマービンと交渉するふりをしている間にクルトが背後に回り込み、不意打ちを仕し掛かけたのである。

　右足の痛みに悶もん絶ぜつしながら、マービンはクルトを睨にらみ上げた。

「卑ひ怯きようだぞ、貴様……！」

「ハッハッ！」

　しかしクルトは大声を上げて笑う。

「ついさっき、『信頼など初めからない』と言ったその口で、卑怯とか抜ぬかすのか!?　お笑いぐさだな！」

　サーベルの峰で、クルトはもう一度マービンの右足を打った。

「ぬおおおッ!!」

　あまりの痛みに、マービンは再び身をよじらせる。

「ランコの言う通り、今は持ち合わせがねえんだよ。朝飯のパン代しか」

　マービンの悲鳴を無視して、クルトは続けた。

「俺達に朝飯を抜けってのか？　朝飯はとっても大事なんだぜ」

　ランコが動いた。馬乗りの体勢で、マービンを押さえつける。

　そして、ポンチョの下から一本、フォークを取り出した。

「今から、楽しいゲームをしようじゃないか。起き抜けの頭を、一発でシャキっとさせる奴やつをなあ！」







「……来るなら来いよ、亡ぼう霊れいだかなんだか知らねえが……！」

　スパーキンの死体が見つかった現場からほど近い場所で、ボンダーマンは仁に王おう立ちして待っていた。

　三十八区はかなり昔に衰すい退たいした地区で、ブルティエールの市内でありながらゴーストタウンのごとき趣おもむきがある。

　東番外地と異ことなるのは、人っ子一人いない死の町並みであるということだ。広大な無人の廃はい墟きよが広がっているのだが、ここを生活の拠きよ点てんとする者はほぼ皆かい無むである。ごくまれに、何も頼たよることのできない者が寄りつくのみだ──たとえば、シローとか。もっとも、現在位置はシローの隠かくれ家がからははるかに離はなれた場所だが。

　何本もの通りが集まる広場の中央に、ボンダーマンは陣じん取どっていた。涸かれた噴ふん水すいの内側に入り、ゆっくりとした歩調で何周もしながら、まわりを間断なく見み渡わたしている。ここならば、どこから人が来ても、ボンダーマンの目に入る。不意をつかれることは、ないはずだった。

　端はたから見るとマヌケすぎるというのが、唯ゆい一いつの問題ではあった。こんな姿を同どう僚りように見られたら、一生語り継つがれるに違ちがいない。

　しかし、ボンダーマンの苦労は、功こうを奏そうした。

　待ち人は、ある通りの奥から、静かな歩調で近づいてきた。身を隠す努力をハナから放ほう棄きして。

「来たか……！」

　ボンダーマンは噴水から出て、腕うでを片方ずつぐるぐると回した。

　二人連れだった。一人はカーキ色のコートを着た瘦そう身しんの男、もう一人は音おん符ぷの眼帯をつけた背の低い少女。

「来ると思ってたぞ、フィールディング！」

　ボンダーマンは声を投げかけた。

　フィールディングは、ボンダーマンにも復ふく讐しゆうしようとしている。ならば、人気のない場所で待っていれば、フィールディングは勝手に向こうからやって来るだろう──そう踏ふんで、ボンダーマンは三十八区にやってきた。それは偶ぐう然ぜんながら、スパーキンが最後にたどり着いた思考とまったく同じだった。

「どうやって瓦が礫れきの下から這はい出してきた！　その娘むすめは一体誰だれだ!?」

　大きく腕を振ふり、ボンダーマンは叫さけんだ。

「三ヶ月ぶりの再会だってのに、大層なご挨あい拶さつだな。質問は一つずつにしてくれ」

　無表情に、フィールディングは言った。

「だが、答えられる範はん囲いで答えてやる。……おまえらのような悪あく魔まと戦うために、できることは二つ。悪魔と契けい約やくするか、もしくは自分自身が悪魔になるか、の二つだ」

　言いつつ、ヘンリエッタを引き寄せる。

「俺は、その両方をやったのさ。だから、地じ獄ごくから戻もどってこられた」

　その答えは、ボンダーマンの理解力の範囲を超こえていた。

「スパーキンを殺したのは貴様だな!?」

　ボンダーマンはさらに質問を投げつけた。

　わずかな失しつ望ぼうの表情を見せてから、フィールディングはぽつりぽつりと言った。

「俺といえば、俺だが……実際に手を下したのは、ヘンリエッタでね」

　そして、ヘンリエッタの頭を撫なでる。

「……はあ……？」

　何を言ってやがるんだ、とボンダーマンは呆ほうけた顔をしたが、

「……なるほど、今は彼の妹に化けている……というわけですか」

　ルシアンは納なつ得とくの声を漏もらした。

　突とつ然ぜんの声に、フィールディングとヘンリエッタは──そして、ルシアンの存在をうっかり忘れていたボンダーマンも──広場を囲む廃はい屋おくに目をやった。

　朽くちかけた木の扉とびらを押し開けて、ルシアン・パラドールが姿を現した。

「ルシアンさん！」

　ボンダーマンがうれしそうに声を上げる。

「……誰だ」

　対照的に、フィールディングは警けい戒かいの声を出した。

「はじめまして」

　友好的な笑え顔がおを、ルシアンは浮うかべる。

「ルシアン・パラドールと言います。連れん邦ぽう総そう督とくの息子むすこです。似てるでしょ？」

「……お兄ちゃん」

　ヘンリエッタが、兄の袖そでを引いた。

「気をつけて。こいつ、セブンデイの敵よ」

「セブンデイの敵……!?」

　そう指し摘てきされ、フィールディングはおおよそのところを悟さとった。

「まあ、そういうことになりますかね」ルシアンは認めた。「僕のことを覚えてましたか、闇やみ照てらしの鬼き神しんさん」

「…………」

　兄妹きようだいはともに、不快な表情を見せる。

「あんたもこっちのことをご存じってわけか」

「そういうことです」

　ルシアンは一礼した。

「君は、セブンデイに利用されているだけですよ。わかっているはずです──鬼神の円盤レンズの調整のための実験台だ、ってこと」

「何が言いたい」

「僕の味方になる気はありませんか？　セブンデイとどんな契約を交かわしているんです？　二倍の金額を出しますが」

「……引き抜ぬきか」

「はい」ルシアンはあっさり頷うなずいた。「立場を利用して、国庫から必要経費を抜き出させていただきますので、資金は潤じゆん沢たくですよ」

「断ことわる」

　フィールディングの返答もあっさりしたものだった。

「あら」ルシアンは拍ひよう子し抜けした。「じゃあ、三倍出しましょうか。それとも四倍？」

「金の問題じゃない」

　苛いら立だちも露あらわに、フィールディングは言い返した。

「セブンデイには恩義がある。死にかけていた俺を救い、復ふく讐しゆうの機会を与あたえてくれた。利用されているだけでも構わない──俺には、恩義を返す義務がある」

「ははあ……」
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　ルシアンはボンダーマンの方を振り返った。

「だそうです。説得して丸め込もうとしたけど、無理でした」

「…………」

　ボンダーマンには、交わされた単語の意味がわからなかった。そのため、どう言い返したものか、よくわからなかった。

　とはいえ、フィールディングが今いま更さら説得に応じるとは思えなかった。この程度で自分を曲げるような奴やつならば、そもそもバルヒーヨに睨にらまれるはずがない。

「結局……実力行使でなんとかしろ、ってことですかい。召喚コンタクト！」

　あらかじめ、ボンダーマンは円盤を目にはめていた。声に応じて塵ちりが輝かがやき、彼の周囲にまとわりつく。一いつ瞬しゆんの後、ワータイガーへと成り変わっていた。

「死んだ奴が、今更出てくるんじゃねえよ……！」

　牙きばと爪つめを露わにし、ボンダーマンは威い嚇かくした。

「……召喚」

　静かに、フィールディングも悪あく魔まを召しよう喚かんした。塵の輝きが去ると、そこには一体のサンダーランドアヌビスモドキが姿を現していた。

「……貴様は、どうする」

　鋭するどい視線を、ルシアンに向ける。

「行きがかり上、戦うしかなさそうですね。……召喚！」

　ルシアンも、悪魔を召喚した。身体中が甲こう殻かくのようなもので覆おおわれた人型の悪魔、デスドレッドデーモンへとその姿は変化する。

「悪魔を喚よんで戦うのは随ずい分ぶん久しぶりですねえ。そろそろ、勘かんを取り戻もどしておかないと……」

　動どう作さを確かめるかのように、ルシアンは軽くシャドーボクシングをして見せた。

「おまえも喚べ！」

　ボンダーマンはヘンリエッタにうなり声をぶつけた。

「スパーキンを殺した悪魔の力、どれほどのものか見せてみろ！」

　大声に、ヘンリエッタはわずかにおびえる表情を見せた──が、すぐにボンダーマンに向き直ると、わずかに腰こしを落として構える。

「勘かん違ちがいしてますね、ボンダーマン」

　ルシアンが冷静に指し摘てきした。

「彼女は、悪魔は喚びませんよ」

「……どういうことです」

「二重召喚はできませんからね。彼女は既すでに悪魔なんですよ……ほら！」

　ルシアンの答えに気を取られている隙すきに、ヘンリエッタがボンダーマンに襲おそいかかっていた。鋭い手刀が、ワータイガーの胴どうの真ん中を狙ねらう。

「……くっ……!?」

　手刀を手で受け止めつつ、ワータイガーは身体からだをひねり、攻こう撃げきを受け流した。逆に、空いている手でヘンリエッタを薙なごうとする。

　素す早ばやく、丸太のように重い攻撃は、少女を一発で粉ふん砕さいするはずだった──が。

　ヘンリエッタはワータイガーの腕うでを手で受けて、地を蹴けった。

　次の瞬間、ワータイガーは信じがたいものを目まの当たりにした。

　ヘンリエッタが、自分の腕を支えに、片手で倒とう立りつしていた。

「せっ！」

　ヘンリエッタは、倒立の体勢からワータイガーの顔面を蹴飛ばした。

「ぐぬッ」

　体勢が体勢だけに、威い力りよくはさしてない。だが、顔面を蹴飛ばされて怯ひるんだ。ワータイガーは後方へ二歩三歩とたたらを踏ふむ。

　その間にヘンリエッタは飛びすさり、間合いを取り直す。

「……なめてかかったら、死ぬよ？」

　ヘンリエッタはワータイガーに話しかけた。

「ま、殺すつもりだけどね」

「……貴様ァァ──ッ!!」

　怒いかりの咆ほう吼こうを上げて、ワータイガーは突とつ進しんした。







「打てる手は打っておく」

　一同を見み渡わたして、エルバは発言した。

　正午頃ごろ、博物館はクラヴリー、リデル、カナティックを迎むかえていた。シローからの通告を受けて、緊きん急きゆうの話し合いを開かい催さいしたのである。

　話し合いを主しゆ導どうするのはエルバだ。たいていの場合、この役を務めるのはテッキなのだが、今はエルバが肩かた代がわりするより他ほかにない。

「まず、シローの要求通り、俺とルナとで三十八区に出向く。カエデとマロは、博物館に残ってテッキを守って欲しい」

「わかっている」

「心得たでおじゃる」

　カエデとマロは、ともに頷うなずいた。

「考えられる悪い可能性は、三つある。一つは、シローが直接博物館を襲しゆう撃げきしてくるという可能性」

「それは、ありそうな話だな」クラヴリーが発言した。「エルバを呼び出すのは博物館から遠ざけることだけが目的で、動けないテッキを狙うのが本命かもしれない」

「二つ目は、セブンデイズ・デモニアクス──クルト達が襲撃してくる可能性だ」

「ありえねえとは言い切れねえな」リデルが吟ぎん味みする。「奴やつらも、こっちを分断して叩たたく隙を狙っているだろうし」

「そこまではわかる」

　ボルが触しよく手しゆを伸のばし、エルバの目をひいた。

「だが、三つ目の可能性ってのはちょっと思いつかんな。そりゃなんだ？」

「三つ目の可能性は」エルバは真しん剣けんな表情で言った。「シローとクルト達がまとまって襲ってくる可能性」

「……それはいくらなんでもないんじゃねえか？」

　ボルは懐かい疑ぎ的な態度を示したが、エルバは首を横に振ふった。

「ないとは思うが、絶対とは言い切れない。最悪の事態を想定して対策を講じておく必要がある」

　そう言い切って、エルバは一同の顔を見た。

「カエデが持ちこたえられなかった場合にどうすべきか、手を打っておきたいんだ」

　カエデは不ふ愉ゆ快かいそうな表情を一いつ瞬しゆん閃ひらめかせた。が、

「……まあ、保険をかけておくに越こしたことはないか。さすがに、三人に一いつ斉せいにかかってこられたら、どうしようもない」

　物わかりのいいところを見せ、頷く。

「なるほど、それで私達を呼んだというわけか」

　クラヴリーが身を乗り出した。

「魔ま神じんや鬼き神しんとやらにどれだけ対たい抗こうできるかわからんが、全力を尽つくさせてもらおうじゃないか」

「そうそう」リデルも和する。「ちょっと最近、実戦をこなしてなくてなあ。ちょうど、チキュウ空手でぶん投げる相手を探していたところだ」

「いや、待ってくれ」

　エルバは二人を制止した。

「あんたらは、戦力として呼んだんじゃない。あんたらの腕前は信しん頼らいしてるが、さすがに魔神や鬼神を相手にするのは荷が重すぎるだろ」

「ああ」クラヴリーは安あん堵どの声を漏もらした。「そりゃ助かった。本当のところを言うと、魔神と戦うなんて冗じよう談だんじゃないと思っていたんだ」

「ちょっと」リデルはつっこんだ。「変わり身早すぎでしょ、大将」

「まあたしかに」ボルが口を挟はさんだ。「おまえは昔、素手で俺達と戦うなんて無む謀ぼうな真似まねをしてたけどよ。氷結の鬼神ってのは触ふれた物を凍こおらせるって話だぜ？　天下無む双そうのチキュウ空手でも、凍らされたらさすがに戦えねえだろ」

「……ま、そうかもな」

　渋しぶ々しぶながら、リデルは認めた。

「八眼デイアボリツク争覇パーテイ脱だつ落らく済みの人間に、頑がん張ばってもらうわけにはいかねえよ。あんたらには、逃とう走そうルートを作って欲しいんだ」

「逃走ルート？」

「そう。前、あんたらが勝手に開通した地下道があるだろ」

「ああ、なるほど」

　得心して、クラヴリーは手を叩いた。

　三ヶ月前、博物館は実戦徴ちよう税ぜい係がかりの包囲を受けた。逃走の手段を失った博物館の面々を救ったのは、突とつ然ぜん地下室から姿を現したクラヴリーだった。ブルティエールの地下には地下迷めい宮きゆうと呼ばれる謎なぞの空間がある。クラヴリーは迷宮捜そう索さくに熱中するうちに、たまたま博物館の地下室につながるルートを発見したのである。

「いざという時は、そこを使ってテッキを逃にがす。できれば、地下通路を抜ぬけた先に、テッキを匿かくまえる場所を作っておきたい。それを、あんたらに頼たのみたいんだよ」

「ふんふん。それなら、お安いご用だ」クラヴリーは請うけ負おった。「隠かくれ家がを造ればいいんだな」

「ああ。……打ち合わせるべき事じ項こうは、だいたいこんなもんか」

　エルバは一同の顔を見回し、何か漏れがないか確かく認にんを促うながす。

　誰だれも発言しなかった。これで話し合いは終わりだ、と判断し、エルバはカナティックに顔を向けた。

「すいませんね、わざわざ来て頂いて」

「いや、いいんだ」カナティックは手を振った。「私が無理を言って、顔を出させてもらったんだ。……確認したいんだが、三十八区の墓地に今日の四時、と指定してきたんだね」

「ええ、その通りです」エルバは頷いた。「向こうの要求通り、俺とルナとで行きますよ。最悪、戦いになるかもしれませんけどね」

　話し合いの席で、何が起きるか。そもそも話し合いになるのか。まったく予想がつかない。それだけに、慎しん重ちようになる必要がある。

「そうか……幸運を祈いのっているよ」

　カナティックはエルバの腕うでを叩たたいて、立ち上がった。

「さて、用事があるんで、席を外させてもらうよ」

「私達も動くか」

　クラヴリーも席を立ち、リデルに合図を送る。

「そうしやしょうか。おいデイジー、地下室ってどっちだっけ？」

「こっちでありますよ」

　デイジーが二人を先導し、地下室へと向かっていく。

「エルバ」

　人がいなくなってから、カエデはエルバに問うた。

「気持ちは決まったか」

　はっきり言って、決まっていなかった。シローに対して、どのような態度を取ればいいのか。迷いが不利を、場合によっては死を招くことをエルバはよく理解していた──それでも、まとまらないものはまとまらない。

　しかし、それを正直に言えば、「ならば代われ」などとカエデが言い出しかねない。

「決まっている」エルバは答えた。「いざとなれば、八眼争覇にのっとって、戦ってやる」

　それが精せい一いつ杯ぱいの答えだった。少なくとも、八眼争覇の戦いは、相手の命を奪うばうことが絶対条件ではないのだから。







　正午頃ごろ、七十八区にほど近い八十八区の公園に、人の輪ができていた。

　シローはふらりと近づき、様子を窺うかがった。警察官が忙いそがしく立ち回っているようだ。

「何があったんですか」

　野や次じ馬うまの一人に、シローは尋たずねた。

「殺人事件らしいぜ。最近物ぶつ騒そうだねえ」

　野次馬の男は肩かたをすくめた。

「殺人？」

「ああ。しかもただの人殺しじゃないぜ。目玉を抉えぐられて、しかもフォークを何本も突つき立てられてたんだと」

「フォーク？」

　信じられない、とシローは驚おどろきの表情を作った。

　背せ伸のびして、現場検証中の警官達の動きを眺ながめる。死体はまだ動かされていなかった。上からシーツを被かぶせられていたが、ある程度の容姿的特とく徴ちようはわかる。

「恐おそろしい話だ。人気のないところを一人で歩くもんじゃないですね」

　そう言い残して、シローは野次馬の輪を離はなれた。

「……ま、こんな風になるんじゃないかとは思っていたが……」

　誰にも聞こえないよう、小声でシローは呟つぶやいた。

　予期していた事態ではあった。セブンデイズ・デモニアクスは、おおよそまともな取引ができる相手ではなかろう、と。だから、別に死んでもいい奴やつをわざわざ探さがし出し、使者としたのである。

　しかし、比ひ較かく的博物館に近いこんな場所でマービンが殺されているのは意外だった。つまり、デモニアクス側がマービンに接せつ触しよくしてきたのだろう。連中も色々動いているということか、とシローは気を引き締しめた。今この瞬しゆん間かんも、自分が誰かに監かん視しされている──そんな可能性もなくはない。

　ともあれ、おおむね想定通りに事態は進んでいる。あとは、エルバとシローの会見の情報を入手したデモニアクスが、その隙すきに博物館を襲しゆう撃げきしてくれることを祈るばかりだ。マービンには、テッキが病びよう床しようで動けないことも漏もらすように、と指示しておいた。となれば、この隙を見み逃のがすはずはないだろう。そして、おそらくはカエデと戦うことになる。存分に潰つぶし合いをしてもらおうではないか。

　唯ゆい一いつの問題は、マービンが死んでしまったせいで、エルバが和平交こう渉しように応じたかどうか確かく認にんできないことだが──まあいいだろう、とシローは割り切った。応じた、と想定して行動するだけだ。応じていなかったとしても、こちらには特に損そんはない。







「ごああああッ」

　爪つめによる斬ざん撃げきを、ワータイガーは繰くり出した。

　が、隻せき眼がんの少女は、何の苦もなく爪を回かい避ひした。最小の動きで、爪に空を切らせる。

「くそがッ」

　突とつ然ぜん、ボンダーマンは体当たりに出た。無理な体勢からだったが、それ故ゆえにヘンリエッタの身体からだを捉とらえた。張り出した肘ひじが、ヘンリエッタの右みぎ腕うでを打つ。

「……んくっ」

　小さな悲鳴を上げるヘンリエッタ。しかし素す早ばやく後方に退いて、ダメージは最小に抑おさえる。

「ふー」

　息を吐はき出しながら、ヘンリエッタは右腕を振ふった。

「なかなかやるんだね」

　その様子には、まだまだ余よ裕ゆうがある。

「なめた口を利きいてんじゃねえ……！」

　一方、ボンダーマンは全身で息をしていた。ヘンリエッタの素早い動きに翻ほん弄ろうされるばかりだった。逆に、手刀を何度も突き立てられ、全身あちこちに痛みを負っていた。

　一体こいつは何者だ、とボンダーマンは内心でおびえていた。怒ど鳴なりつけたのも、それを隠かくすためだ。

　この娘むすめはただ者ではない。前に殺した娘とまったく同一の姿をした、化け物だ。

　どう戦えばいいのか。自然と、ボンダーマンの足はじりじりと下がる。

「……ふうむ……」

　少し離れた場所では、フィールディングとルシアンが互たがいを牽けん制せいしあっている。

「なかなかやりますね、闇やみ照てらしの鬼き神しん」

　ルシアンは、むしろヘンリエッタの戦いの観察の方に注意力を振り向けていた。

「……よそ見とは、随ずい分ぶん余裕だな……！」

　犬頭の悪あく魔まが、右手に握にぎったペンチをまっすぐに突き込んでくる。

　ルシアンは、逃にげ切れなかった。ペンチの先せん端たんが甲こう殻かくを捉える──が、貫つらぬくには至らない。ルシアンは押される力をそのまま受けて、後方に逃げた。

「おっとっと」緊きん迫ぱく感のない声を出す。「よそ見して攻こう撃げきを食くらうとは、また情けない話ですね」

　もっとも、そちらもやる気のない攻撃で助かりましたが──と内心で付け加えた。短いやりとりの間に、ルシアンはフィールディングの力の程ほどをおおむね見み抜ぬいていた。本気の突きが飛んできていたら、甲殻を抉られていたことだろう。つまり、こっちは足止めさえできればいいという程度にしか考えていないのか、とフィールディングの思考を類るい推すいする。

　しかし次の瞬間、右腕を不調そうに回すフィールディングの姿を見て、

「あ、なるほど。そういうことですか」

　自分の推測が間ま違ちがっていたことに気がついた。

「…………？」

　突然の声に、フィールディングは戸と惑まどいの態度を見せる。

「つまり、まだ欠けつ陥かんを直し切れてないのですか。意外でしたね」

　小声で呟きながら、ルシアンは構えを解いた。

「……どういうつもりだ？」

　フィールディングの声に、「まあまあ」とごまかしながら、ルシアンはボンダーマンのそばに寄った。じりじりと後ずさるボンダーマンの背後に張り付く位置に立つ。

「……ルシアンさん、こいつ……」

　ボンダーマンは何か言おうとしたが、ルシアンは遮さえぎった。

「知りたいことはだいたいわかりました。なので、あなたにつきあうのはここまでです」

　そう宣言して、ボンダーマンがわけのわからない表情を作るより早く、

「フンッ!!」

　超ちよう高こう速そくのローキックを放った。

「ぐあっ!?」

　ワータイガーは、両足をまとめて薙ながれ、転てん倒とうした。

「…………!?」

　突然の裏切り行こう為いに、フィールディングもヘンリエッタも驚おどろいて立ちすくむ。

「ちょ……！　どういうつもりですか、ルシアンさん……！」

　デスドレッドデーモンの膂りよ力りよくによる蹴けりは、ボンダーマンに立ち上がれないほどのしびれを与あたえた。あまりの痛みに耐たえかねて、ボンダーマンは思わず虚きよ体たいを解放する。

「どうもこうも」ルシアンも虚体を解放した。「僕は僕のために戦っていたのであって、君を救うつもりなんてもとよりありません。僕の目的は達したんで、帰らせていただきます」

「帰るって!?」ボンダーマンは混乱の極きわみにあった。「こいつらは!?」

　フィールディング達を指さす。しかしルシアンは鼻で笑うばかりだった。

「たしかに、ただでは帰してくれないでしょうね。なんで、あなたを人ひと身み御ご供くうにしようかと」

　それからフィールディングに向かい、

「この男、あなた方の好きなようにしてくれていいですよ」

　と提言した。目からデスドレッドデーモンの円盤レンズを外すと、ホルダーにしまい、別の円盤を取り出してはめる。

「あなた方と本格的に戦うのは、まだ先の話ですからね。それじゃ」

　鳥型の悪魔カラドリウスを召しよう喚かんすると、返事も待たずに飛び去ってしまった。

「な……！」

　信じられない背はい信しんに、ボンダーマンは目を見はるしかなかった。

「どういうつもりかよくわからないが……」

　フィールディングが、悪魔を解放した。

「おまえ、見捨てられたようだな」

　大おお股またで近づくと、倒たおれたボンダーマンの胸むな板いたを踏ふみ、押さえつける。

「何しやがる……!?」

　ボンダーマンは怒鳴った。が、足が痺しびれているせいでまともに抵てい抗こうできない。

「どうもこうも。おまえにも、スパーキンと同じ目に遭あってもらうのさ」

　じたばたしているうちに、ヘンリエッタも歩み寄ってきた。

　ヘンリエッタの手刀の鋭するどさが、鮮せん烈れつにボンダーマンの脳のう裏りに蘇よみがえる。

「生身にブチ込もうってのか！　やめろ！　冗じよう談だんじゃねえ！」

　ボンダーマンは逃のがれようとした。が、フィールディングは容よう赦しやないストンピングを三発叩たたき込む。いかなボンダーマンの巨きよ体たいとて、みぞおちを踏まれては悶もん絶ぜつするより他ほかにない。

　その間に、ヘンリエッタはボンダーマンのすぐ横にしゃがみこみ、指を揃そろえて手刀を作った。

「やめてくれ！」ボンダーマンは懇こん願がんした。「おまえ、ルシアンを逃したら意味がないぞ！」

「……どういうことだ」

　フィールディングの質問に、ボンダーマンは必死になって答えた。

「俺達に、おまえの妹達を殺すよう命令したのはあいつだ！　あいつはな、俺達とバルヒーヨの仲立ちになって動いてた奴やつなんだよ！　おまえの本当の敵はあいつだって！」

「……そうだったのか」フィールディングは無感情に言った。「それはいいことを聞いた」

「だろ!?」ボンダーマンは勢い込む。「今俺をここで殺したら、あいつを見つけられなくなるぜ!?」

　フィールディングはもう一発ストンピングを叩き込んだ。

「ゲフッ!?」

　ボンダーマンは悲鳴を上げた。

「ここで見み逃のがしたら、おまえを見つけられなくなるだろうが」

「逃にげない！　逃げるかよ!?　俺は一度交かわした約束は絶対に破らない男だぜ！　子供の頃ころは『約束守りのボンダーマン』ってあだ名で……！」

「……百歩譲ゆずって、それを事実だと認めてやろう」

　冷たい視線を、フィールディングはボンダーマンにぶつけた。

「だとしても、ことが済んだら、最終的にはおまえを殺す。だったら、今のうちにやっておくのが確実ってもんだろ」

「頼たのむ、フィールディング！　後ご生しようだ……！」

「……おまえは!!」

　突とつ然ぜん、フィールディングは怒いかりを爆ばく発はつさせた。

「ヘンリエッタが命いのち乞ごいをした時、何をした!!」

「…………!!」

　いや、あの時は命乞いをする暇ひまなんて与えなかった──とボンダーマンは思ったが、それを口にするより早く、ヘンリエッタが手刀を突つき下ろしていた。







「博物館側と、話し合いを持つことにした」

　昼食の食しよく卓たくで、シローはサクラに打ち明けた。

「話し合い……？」

「ああ。和平というか、停戦というか。もう話はつけてある」

「そうなんですか」

　おのずと、サクラの声は弾はずんだ。

「思ったより、早いですね。いつですか？」

「今日の四時、ここの近くの墓地の聖堂前に呼び出している。そこで、話し合うつもりさ」

「私も行きます」サクラは言った。「いいですよね」

「ああ……そうだな」

　シローは穏おだやかな笑えみをサクラに向ける。

「サクラがいたほうが、話もしやすいだろう。頼たよりにしている」

「はい！」

　サクラは屈くつ託たくのない笑顔を浮うかべた。

「まあ、まだ時間はある。おやつでも食べてから出かけよう」

　言いながら、シローは食事を終え、部屋から出て行った。




　小一時間ほど外を散歩してから、シローは隠かくれ家がに戻もどってきた。

　部屋に入ると、サクラはベッドの上で昼ひる寝ねをしていた。

「……ふむ」

　少し休むつもりでベッドに座り、そのまま眠ねむ気けに耐たえきれなくなったのだろう。妙みような体勢で、サクラは寝息を立てていた。

　シローはサクラの身体からだを転がして、まっすぐ寝ねかせてやった。

　動かされても、サクラが意識を取り戻す気配はなかった。

「……予定通りだ」

　シローは、サクラの昼食にこっそり眠り薬を仕込んでおいた。薬の効こう能のうについては、経験則から言えば、服用者は最低四時間眠り続けるはずだ。いつ目覚めるかは、サクラの体質による。

　はっきり言えるのは、シローとエルバが相対する時間にも、サクラは眠り続けているだろうということだ。

　サクラを話し合いの場に連れていくわけにはいかない。もとより、話し合いをする気などないのだから。エルバを殺し、サクラにはあとから「向こうが襲おそってきたので、戦うしかなかった」と教える。向こう側が裏切ったことにすれば、今後の博物館との戦いも大義名分が立ち楽になる、というものだ。

「先にやっておくべきことがある」

　シローは呟つぶやいて、家の外に出た。空は暗く、今にも雨が降ってきそうだった。

「ヤミ！　竹たけ筒づつ持ってこい！」

　命令しながら、シローは家の壁かべに立てかけておいたスコップを手に取った。降らなきゃいいんだが、と思いながら。







「……さあて、どうなるか……」

　エルバとルナを見送った後、カエデはテッキの部屋に戻ってきた。

　テッキの容よう態だいは徐じよ々じよに良くなりつつあったが、それも発病当初に比べたらの話だ。今も苦しそうな顔をして眠っている。相変わらず、手を近づけただけで熱が伝わって来るようだった。

「祈いのるしかねえな」

　ベッド脇わきでテッキを見守るボルが答える。

「あいつがうまいこと、サクラを連れ帰るのをよ」

「ああ……」

　エルバ達の姿はすでにない。エルバはユニコーンを召しよう喚かんしてその背にルナを乗せ、博物館を囲む森の中へと消えていった。

　空は暗く、小雨が降っている。傘かさを差すべきか否いなか、迷う程度のものだったが、雨の勢いが強くなりそうな空模様ではあった。

「心配してばかりもいられんでおじゃるよ」

　マロが発言する。

「マロ達にも、力を振ふるう出番があるかもしれんからの」

「まあな」

　無意識のうちに、カエデは自分の胸むな元もと、襟えりの部分を握にぎりしめていた。

　確信があった──誰だれかがここにやってくる。雨天の憂ゆう鬱うつな昼下がりを、無む為いに過ごすことはできないだろう、と。

　果たして、その直感は的中する。

「おい、今何時だ？」

　長い沈ちん黙もくを破って、ボルが言った。

「三時五十分でおじゃるな」

　マロが答える。

「……気が早はええな、奴やつら」

　堀ほりの向こう側、森の奥から二つの人ひと影かげが現れ、橋を渡わたろうとしていた。

　カエデは窓に張り付き、来訪者の姿を確かく認にんする。

「あれは……クルトとランコか」

　間ま違ちがいない。エルバが出かけた隙すきをついて、テッキを潰つぶしに来たのだろう。

「おまえはここから見ていろ」カエデは指示した。「いざという時は、テッキを連れて地下に逃にげるんだ」

「わかってらあな」ボルは触しよく手しゆを振った。「いざという時が来ねえよう、祈ってるぜえ」

「ああ。こっちは、こっちに任せろ」

　もう一度、カエデは自分の胸元、襟を摑つかんだ。

「ささ、行くでおじゃる」

　マロが先に部屋を出て、カエデはそれに続いた。




　博物館の玄げん関かんに出ると、クルトとランコは橋を渡ったあたりで待っていた。

「久しぶりだな、電光の魔ま神じんの契けい約やく者しや！」

　カエデを睨にらんで、クルトは言った。

　カエデとクルトは、以前に出会っている。クルトは八眼デイアボリツク争覇パーテイの参加者としてエルバと激げき突とつしたが、不利となるや逃げ出した。が、エルバの手を逃のがれることはできたものの、カエデがその逃とう走そう路ろに立ちはだかっていた。カエデはクルトの契けい約やく魔神ベルを紋様アンチクリプト破壊ストライクで消し飛ばし、ついでにクルトを崖がい下かに叩たたき落としたのだった。

「もう一度会いたいと思っていた……！」

　意い気き軒けん昂こう、クルトはうれしそうに身体を震ふるわせた。

「私は、会いたいなんて思ってなかった」カエデは冷たく言った。「崖下の池で溺おぼれていれば良かったものを」

「今度は、溺れるのは貴様の番だ。おあつらえ向きに、堀があるじゃないか」

　自分の背後、地面に空いた亀き裂れつのような堀に、クルトは目をやった。

「一度味わった屈くつ辱じよくは、倍にして返さなきゃ気がすまねえ。文字通り、死ぬまで泳いでもらおうじゃねえか……！」

「あの男はどこだ」

　ランコも質問を投げかけてきた。

「クラヴリー・ガーディアンは、ここにはいないのか」

「答える義務はないな」

　ランコは、東番外地暴動の時に、クラヴリーにボコボコにされている。こいつも私し怨えん持ちか、とカエデは舌打ちした。

「だったら、力ずくで教えてもらう。……召喚コンタクト！」

　かけ声とともに、ランコの右手に輝かがやきが集まった。塵ちりは形をなして、一本の戟げきとなる。氷の刃はを持つ、氷結の鬼き神しんが姿を現した。

「今日は天気も味方している……！」

　そう言って、ランコは刃を地面に突つき刺さした。

　途と端たん、刃を中心に、地面が白い層で覆おおわれ始めた。白い層は急速に広がって、博物館の前庭ほぼ全面を覆い尽つくす。

　白い層へ、マロが一歩を踏ふみ出した。すると、ずるりと滑すべって足を取られかける。

「おおっと」マロは慌あわてて姿勢を正した。「凍こおっておじゃるな」

「なに……」

　カエデは慎しん重ちように踏み出して、両足を載せた。油断すると転びそうなほどに、地面はつるつるだった。姿勢を地面に対して垂すい直ちよくに保たもっておけば、転てん倒とうはせずに済む。しかしこの上でカタナを振るって戦うなど論外だ。まともな勝負にもなるまい。

「フフ……！」ランコは余よ裕ゆうの笑えみを浮うかべた。「さ、どうする？」

「ま、マロは空中浮ふ揚ようができるから特に問題ないでおじゃるが──カエデ、おぬしはどうする」

　マロの問いに、カエデはすぐには答えなかった。

　ちらりと後方、博物館を見やる。テッキの寝しん室しつの窓にボルが張り付いて、その一つ目をカエデ達に向けていた。

　逃げ出すわけにはいかない。無様な姿を、晒さらせるものか。

「こうするしかないだろう」

　カエデは靴くつを脱ぬぎ始めた。

　足袋たびも放ほうり投げ、素す足あしを晒す。そして改めて氷のリンクに足を踏み出す。

「これで……」

　足が触ふれた瞬しゆん間かん、氷は湯気を立てて蒸発した。足に力を込こめて、グリップ具合を確かめる。

　マロの能力逆流スピンオフは、電でん撃げきを放つこと。カエデは足裏から微び弱じやくな電気を放つことで、氷を瞬時に解とかしたのである。

　これで、足場を気にする必要はなくなりそうだ。が、能力逆流で使用できる電撃は、いわば貯ちよ水すい池ちのようなもので、一度吐はき出すと溜たまるまで使用できなくなる。足あし下もとを解かすために電撃を使うのは、貯水池の水をわずかずつ放出しているのと同義だ。長期戦になればなるほど、一いつ斉せい放流──電撃による一撃必殺の効果は落ちる。

　しかも、一撃必殺の電撃を使えば、貯水池は一発で空になる。つまり、氷のリンクへの対応ができなくなる。

「戦えそうだ……が……」

　カエデが氷のリンクを解かしても、ランコ達はさほど驚おどろきもしなかった。カエデがこうするであろうことを、最初から織り込んでいたかのように。

　つまり、能力逆流の放出を強しいることが、作戦のうちなのだ。

　こいつらは、電光の魔ま神じんとの戦い方をわかっている。

　一撃必殺の電撃を、封ふうじられたも同然だ。加えて、ランコを倒たおしたところで、氷がすぐに解けるのかどうか。解けなかったら、クルトにいいようにやられてしまう。勝利が確定する状じよう況きようにならない限り、電撃は撃うてない。おそらく電撃に二人をまとめて巻き込む、などという都合のいい局面は来ないだろうし、そもそも電撃の命中率は百パーセントではない。

　そういえば、とカエデは気づいた。クルトはこの氷のリンクにどう対応するのか？　ランコならば自分の足ごと凍らせるといった手を使えば、十分に踏ん張れるだろうが──

「遺ゆい言ごんは書き残してきたか!?　始めるぞ！」

　バッ、とコートを翻ひるがえすと、クルトは幻げん影えいの鬼神──竜りゆうの頭を象かたどったような円盤レンズホルダー──を露あらわにした。

「人を食くらう暗き森の野や獣じゆう、ビースト・オブ・ジェヴォーダン！」

　宣言して、クルトは円盤をホルダーから取り出し、ホルダーの手の平部分の目にはめ込んだ。

「真白き氷原の王、グレーターポーラーベア！」

　二枚目も同様に円盤をはめ、

「深遠なる青海の王、ディープクラーケン！」

　最後に三枚目をはめると、その手を空へと向けた。

「貴様を地じ獄ごくに送る悪魔はこいつだ……！」

　目の直下の口がぱくりと開いて、幻影の鬼神は咆ほう吼こうとともに三つの輝きを吐き出した。

　三つの輝きは空中で絡からみ合い、形をなしていく。現れたのは、見たこともない獣けものだった。

　胴どう体たいは、牛のごとき巨きよ体たいを誇ほこる狼おおかみの身体からだ。

　四し肢しは、氷原をがっちりと捉とらえる鋭するどい爪つめを持つ熊くまの足。

　そして、全身からたなびくように、無数に生えるクラゲの触しよく手しゆ。

　融合トライ召喚コンタクトによって喚よび出された悪魔、トライファントムである。

「エルバから話には聞いていたが──」

　苦々しく、カエデは吐き捨てた。

「混ぜ方に、センスの欠片かけらもないな」

「ハ！」

　クルトはサーベルを抜ぬくと、トライファントムの背に飛び乗った。

「トライファントムの利点は、目的によって自在に悪魔の長所を寄せ集めできることだ！　機能美の前には、見た目の美しさなど関係ないね！」

　そう言って、クルトはサーベルの切っ先をカエデに突きつけた──騎き兵へいのごとく。

「……というわけで死ね！」

「貴様の命、もらい受ける！」

　クルトとランコは、同時にカエデ目がけて飛びかかった。

「死ぬのは貴様らだ……！」

「鬼き神しんとやらの力がマロに通じるかどうか、見せてもらうでおじゃるよ？」

　応じて、カエデとマロも得え物ものを構えた。







　約束の時間の約十分前に、シローとヤミは廃はい聖堂前にやってきた。

　聖堂は、長年の風雨にさらされ、朽くちかけていた。かつては壮そう麗れいだったであろう正面入口には、ビスク煉れん瓦がの破は片へんが小さな山をなしていた。

　玄げん関かんから伸のびる石いし畳だたみの道に沿って、二列に柱が立ち並んでいる。これらの太い柱も、あるものはひび割れ、あるものは途と中ちゆうで折れている。過去の輝かがやきを失った建築物が、あまりに無む惨ざんな姿を晒さらしていた。

　その柱の一本が、不意に割れた。

「…………ム」

　よく見るとそれは柱ではなく、人ひと影かげだった。エルバの奴やつもう来てたのか、とシローは思ったが──

「……誰だれだ？」

　小雨の中、その人物はただ一人で、聖堂入口前に立っていた。ルナの姿らしきものは、周囲を見み渡わたしてもまったくない。それどころか、その人物がエルバであるかどうかもよくわからなかった。

　というのも、その人物は悪魔を召しよう喚かんしていたからだ。フィッシュヘッド──魚の上半身と人の下半身を持つ悪魔を。

「君が……シロー・イシザワか？」

　フィッシュヘッドは、シローの姿に気づくと、声をかけてきた。

「…………」

　無言のまま、シローは慎しん重ちようにフィッシュヘッドに近づいていった。

　これはエルバの仕し掛かけた罠わななのか？　シローの心は自然と警けい戒かい態勢になる。

「私は……エルバ君とは関係ない。君と話をしたくて、ここに来た」

　シローの心を見み透すかしたかのように、フィッシュヘッドは言った。

「……なんだと？」

　眉まゆを吊つり上げるシロー。

「先に自己紹しよう介かいをしなくちゃね」

　フィッシュヘッドは三歩ほど前進して、シローと真っ向から相対した。

「あんた、一体何者だ」

　油断無く構えながら、シローは問いかける。

「私の名は」フィッシュヘッドは自分の頭を撫なでた。「オリオール・カナティック。ブルティエールで探たん偵てい業をしている。と言っても、この名前は偽ぎ名めいでね……」
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　三十八区は、かつては富ふ裕ゆう層が住んでいた街区だった。

　現在の惨さん状じようを見ると、昔ここに賑にぎやかな町並みがあったとは、なかなか信じられない。しかしそれでも、ここで生活が営まれていた痕こん跡せきははっきりと残っている。廃はい墟きよ群、半はん壊かいした時計塔とう等々。

　荒あれ果てた墓地もその一つだ。

「こりゃ、思ってたよりひどいな」

　墓地の入口に立って、エルバは思わず顔をしかめていた。

「雰ふん囲い気きがあるね。肝きも試だめしでもしたら面おも白しろそうだ」

　対照的に、ルナは小さく笑った。

　霊れい園えんだったであろう広大な区画は、いまや墓はか守もりの一人もおらず、荒れるがままになっていた。区画の境界を示す鉄てつ柵さくには枯かれ草くさ色いろの蔦つたが上部までからみつき、鉄の門は蝶ちよう番つがいが錆さびて、風が吹ふくたびにぐらぐらと揺ゆれている。

　ただ、完全に古こ色しよく蒼そう然ぜんとしているわけでもない。赤、オレンジ、黄色、ピンク……色とりどりの花が広こう範はん囲いにまばらに咲さいている。人の足が遠のいたことで、花々の生育に理想的な環かん境きようが整っているのかもしれない。

　しかし不思議と、まばらな花々はエルバの心をむしろ不安にさせた。死の世界に生者を誘さそうためのエサとして、自己の存在を誇こ示じしている──そんな風に思える。

　鉄の門をくぐれば、そこから先は死の世界。灰色の空模様も、そんな雰囲気を増ぞう幅ふくしていた。

「ところで、あれって何だと思う？」

　ルナが鉄の門の手前側を指さした。

「……何だろうな」

　それは、エルバも気になっていたものだった。

　鉄の門のそば、よく目立つ場所に、一本の竹が立っている。なにか、簡易な墓を思わせた。

　近づいてみる。竹は地面に深く埋うめられているようだ。

　周囲の地面が広範囲に掘ほり返され、雑草がひっくり返されている。ほぼ真四角に。

　まるで、つい最近棺かん桶おけか何かを埋めたばかりみたいだった。

「墓地の外側ってのも変だねえ。目立つし」

　ルナはそばに落ちていたスコップを拾い上げた。

「しかも変な墓標だ。オーラン人にこんな風習とかあるのか？」

　竹からの連想で、エルバは何の気無しに言った。

「僕の知っている限りでは、ない」ルナは答える。「死者を弔とむらっているとすれば、ずいぶんやっつけ仕事だねえ」

　力を加えると、案外大きく竹は揺れた。

「ま、どうでもいい」

　エルバは息を吐はき、肩かたを落とした。

「もう約束の時間だ。行こうぜ」

　鉄の門の向こう側を、エルバは透すかして見た。枯かれた芝しば生ふ、深い雑草が敷しき詰つめられた、なだらかな丘おかの向こうに、朽くちた門柱の列が並んでいる。廃聖堂は不気味な姿を晒さらしていた。




「私は、チェビアト・ナイトロンドと昔からの知り合いでね」

　ほとんど不動の姿勢のまま、カナティックは言った。

「一人の女性を取り合ったこともある。美しい人だった──二人して、マグノリアに本気で恋こいしたものさ。結局マグノリアは、チェビアトを選んだんだが……」

「要点だけを話せ」シローは短く言った。「俺が、チェビアトの話を聞きたいなんて思っているのか？」

「……頼たのむから、私のために時間を割さいて欲しい。少しだけでいい」

　カナティックの穏おだやかな口調の内には、真しん剣けんな響ひびきがあった。思わず、シローも黙だまり込んでしまう。

「あの時、私はチェビアトが本気で憎にくいと思った」カナティックは続ける。「私も若かったからね。ほどなくしてチェビアトはブルティエールに行ってしまったから、やり場のない怒いかりを抱かかえる羽は目めになった」

　話の帰着するところが読めず、シローは困こん惑わくのただ中にいた。こいつは一体何が言いたいのか？

　だがその疑問は、次の言葉で氷解した。

「怒りを忘れるため、私は旅に出た。──そして、出会ったんだよ、シノ・イシザワに」

「……な……!!」

　突とつ然ぜん出てきた母の名に驚おどろき、そして──シローは、カナティックが何を語ろうとしているのか、悟さとった。

「何を言い出す!?」

　カナティックは肩を落とした。シローのその反応を予期していたかのように。

「美しいオーラン人の少女と出会って、私は一いつ瞬しゆんで恋に落ちた。短い間だったが、私は彼女と逢おう瀬せを重かさねた……」

「バカな！」シローは叫さけんだ。「それは、チェビアト・ナイトロンドのやったことじゃ……！」

「そうじゃないんだ」カナティックは首を横に振ふった。「チェビアト憎しの気持ちから、つい彼女に偽ぎ名めいを名乗ってしまったんだ……チェビアト・ナイトロンド、とね」




「おい」エルバは言った。「あそこにいるの、カナティック先生じゃねえか？」

　指さす先に視線を投げて、ルナは頷うなずいた。

「フィッシュヘッドだねえ、あれは」

　四六時中フィッシュヘッドを召しよう喚かんして出歩いている人物が、ブルティエールに二人以上いるとは考えにくい。

　そのカナティックが、単身でシロー、ヤミと対たい峙じしている。

「何か話し合っているように見えるが……」

　一体どういうつもりなのか──

　いや、考えている場合ではない。腰こしのサーベルに手をかけつつ、エルバは濡ぬれた地面を蹴けった。

「急ぐぞ、ルナ！」

「それが良さそうだ」

　応じて、ルナも足を速めた。




「そんな……」

　地じ獄ごくの底から響くような声を、シローは漏もらした。

「そんなくだらないウソッパチを言いに、わざわざ出向いてきたってのか!!」

　そして、ヒステリックな笑い声を立てた。

「エルバの野や郎ろうも、随ずい分ぶん姑こ息そくな手に出たもんだな！　こんな与よ太た話ばなしで俺を動どう揺ようさせようってか!?」

「……与太でも噓うそでもない」

　対照的に、カナティックの声は落ち着いたものだった。

「私は、事実を明らかにするために、ここに来たんだ。私は、──」

「黙れ!!」

　シローは絶ぜつ叫きようした。

「今の話が本当だって言うんなら、証しよう拠こを見せろ!!　証拠がない限り、信用できるか!!」

「証拠なら、あるさ」

　そう言って──カナティックは虚きよ体たいを解放した。

　虚体は塵ちりとなり、雲うん散さん霧む消しようして──中から現れたのは、四十代半ばくらいと見える男性だった。

「……カナティック先生!?」

　横手から、驚きの声が飛んでくる。

　シローとカナティックは同時に声の来た方向を見やり、駆かけつけてきたエルバとルナの姿を見み出いだした。

　カナティックの姿に、エルバは大きく目を見開いた。カナティックが生身の姿を晒さらすところを、初めて目まの当たりにしたのだ。

「エルバ君……これが、私の正体なのさ」

　カナティックはエルバに微笑ほほえみを向け、髪かみをかき上げた。

「…………!!」

　声にならない叫びを、シローは上げた。

　カナティックの髪の下に、角が生えていた──切り株のような、未発達の角が。

「先生……！　それは……!?」

　エルバの問いに、カナティックは手を下ろす。

「私は実は、オーラン人なんだよ。カナティックという名は、偽名の一つさ……」

　そして、シローに顔を向けた。

「ついこの間、サクラちゃんの『兄には角がない』という話を聞いて、気がついたんだ──シノが私の子供を産んでいたのか、ってことに。今こうして会ってみて、完全に確信した。君の父親は私だよ」

「……な……!?」

　エルバは仰ぎよう天てんするしかなかった。

　が、すぐに納なつ得とくもした。角だけではない、シローとカナティックは似ている。顔つきも、身体つきも。二人が並んで立っているところを見れば、十人が十人とも「親子」と断言することだろう。

「…………!!」

　あまりのことに、シローは言葉を失っていた。

　その様子をしっかりと見つめながら、カナティックは話を続ける。

「後に、私は独立戦争の時にチェビアトと再会した。その頃にはわだかまりは消えていた──が、シノとチェビアトに対する罪悪感は、消えてはいなかった。努めて目を背そむけようとしていたけれどもね……。シノは虐ぎやく殺さつ事件以前に亡くなっていたというし、チェビアトも六年前に死んだ。私の罪は地下深く埋まい葬そうされた、と思っていた──でも、そうではなかった。しかも、その罪の形は、私が思っていたよりはるかに大きかった」

　カナティックは天を仰あおぎ、嘆なげいた。

「私は、罰ばつせられるべき人間なんだ。だから、こうして、君のもとにやって来た──君に私を裁いてもらうために」

「……裁く……」

　長いこと、シローは自失していたが、カナティックの言葉を聞くと、ぐっと頭をもたげた。

「裁くだと……!?」

「待て！　それは……！」

　殺気を感じて、咄とつ嗟さにエルバは割り込もうとした──が、それがきっかけとなって、シローは動いた。

　地を蹴けり、ナイフを抜ぬいて、カナティックの襟えり首くびを捕つかまえる。三つの行動をほぼ一いつ瞬しゆんで行うと、

「噓を……噓をつくなァァ──ッッ!!」

　ナイフを勢いよくカナティックのみぞおちに突つき立てた。

「クッ……！」

　エルバの立ち位置からでは、間に合うはずもなかった。赤い霧きりを放って食い止めようとしたが、シローは黒い霧で干かん渉しようをシャットアウトする。

　エルバは体当たりを仕し掛かけ、シローを突き飛ばした。

「ヌムッ」

　シローは吹ふき飛ばされた。その勢いで刃はが抜け、結果カナティックの傷口から血が噴ふん出しゆつした。

「先生！」

　シローを無視して、エルバは倒たおれたカナティックを抱だき起こそうとする。

「これで、いいんだ……」

　カナティックは咳せき込んだ。口から血が流れる。

　死神が、今まさにカナティックをあの世へと連れ去ろうとしていた。人には抗あらがうことのできない、強い力で。

「先生！　なんでこんなことを……！」

「君にも、謝らなくてはいけないな……」

　カナティックは目だけを動かし、エルバを見た。

「私のせいで、君達を困った立場に追いやってしまった──本当に済まない」

「待って下さいよ！　先生が死んだら、事務所はどうなるんですか！」

「遺書は作ってある……カエデ君が、金庫の開け方を知っているはずだ……」

　腕うでを伸のばして、カナティックはエルバの袖そでを摑つかんだ。

「君の父親は、女を捨てるような無責任な男じゃない……君は父親に、誇ほこりを持っていい……」

　しかし、その手はすぐに力を失い、滑すべり落ちた。

「先生！　先生!?」

　呼びかけは、むなしく響ひびいた。カナティックの身体からだから、力が抜けていく。

「…………」
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　悲ひ憤ふんのため息を長々と吐はき出した後、エルバは静かにカナティックを寝ねかせ、目を閉じさせた。数秒間の黙もく禱とうを捧ささげた後、立ち上がって、シローに向き直る。

「てめえ……何をしたのかわかってんのか!!」

　怒ど声せいをぶつける──が、シローは同じくらいの怒声を返してきた。

「噓うそつきを一人、ブチ殺してやっただけだ！　何か文句でもあんのか!?」

　恐おそろしいまでの開き直りっぷりに、エルバは一瞬啞あ然ぜんとした。

「この人はてめえの父親だろうが!!」

「噓だっつってんだろ!!　俺の生物学上の父親はてめえの父親だ!!　こんな野や郎ろうなんざ知るかよ!!」

「……ま、信じたくない気持ちはわかるけどね」

　傍ぼう観かん者しやとして、ルナが冷静な意見を吐く。

　シローは、チェビアトを「母を捨てた男」と信じている。それはシローにとって最重要の行動原理である。

　それが、突とつ然ぜん「母を捨てたのはチェビアトではない」と言われて、信じられるわけがない。それは、シローのこれまでやってきたことを丸ごと否定する言葉。

「許せねえ……」

　これ以上ない怒ど気きが、エルバの顔に、身体に宿る。

「てめえだけは許さねえ……シロー・イシザワ！」

「許さねえ、か……」

　一方、シローは余よ裕ゆうを見せる。

「俺に勝てると思っているのか？　ついこの間、実力の違ちがいを見せてやったばかりだろうが」

　前に、エルバとシローは互たがいにホワイトワーウルフを召しよう喚かんして、戦った。警察の介かい入にゆうで戦いは未決着に終わったが、終始シローが優勢ではあった。

「俺はスロースターターなんだよ」

　出任せを、エルバは口にした。ここで弱気になってはいけない。

「あの時も、邪じや魔まがなければ俺が勝ってた。今から証明してやる……！」

「熱くなり過ぎてはいけないよ」

　ぽん、と背後からルナがエルバの肩かたに手を置いた。

「ところで、サクラちゃんは今どこにいるんだい？　今の内に聞いておきたい」

「……今の内だと？」

　シローの質問に、ルナは肩をすくめた。

「エルバがやる気満々みたいだからね。君を口が利きけなくなるほどボコボコにしてしまったら、サクラちゃんを捜さがすのが面めん倒どうだろう？」

　直接には、シローは答えなかった。

「……ヤミ」

　短く呟つぶやく──と、それに応こたえてヤミはマントを翻ひるがえした。

　マントの下から現れたのは、サクラだった。角は両方とも生えたままになっていた。

「こんにちは、エルバ君」

　ヤミが化けた偽にせ者もののサクラは、場違いな笑え顔がおで挨あい拶さつした。

「これで、やらせてもらう」シローは宣言する。「おまえらがまともにサクラと戦えるかどうか、見せてもらおうじゃないか──」

「関係ねえ話をしてんじゃねえ」

　エルバはシローの声を遮さえぎった。

「サクラはどこだ!?」

「たとえ八眼デイアボリツク争覇パーテイであろうと、割り切って親しい友人と殺し合うことのできる人間はそう多くはない」

　それでも、シローは無視して語り始める。

「前回の八眼争覇では、そうやって敵を潰つぶしてきたものさ。経験から言わせてもらうと、『所しよ詮せんは魔神だ、本物の友人じゃない』──そんなことをぬかして、強気に出てくる奴やつの方が、動どう揺ようして潰れやすい。口では強がりを言っても、いざという時動きが鈍にぶる。面おも白しろいもんだ──」

「人の質問に答えろ!!」エルバは怒ど鳴なった。「サクラはどこだ!?」

　シローはむかっ腹を立てて、

「埋うめました!!」

　力ちから一いつ杯ぱい言い返した。

「埋めただと!?」

「ああそうだ！」

　冷静な語り口から一転、突然癇かん癪しやくを起こしたかのように言い立てる。

「ここの墓地に入ってくる時、墓標代わりの竹たけ筒づつが生えてただろ!?　あの下に生きたまま埋めてあるよ！　竹に空気穴を空けておいたからすぐに死にやしないだろうが、ほっといたら危ないだろうなあ！」

「……おまえ……!!」

　我知らず、エルバは手を力一杯握にぎりしめていた。

「正気で言ってんのか!?」

「正気も正気」シローは鼻で笑った。「今すぐ掘ほり返しに行きたいよな？　でも、今ここで背を向けたら、俺はおまえの背中を刺さすぜ。サクラを助けたかったら、俺を倒たおしてから行くことだ」

　カナティックの鮮せん血けつにまみれている大おお振ぶりのナイフを、シローは胸の高さに構えた。

「もっとも、おまえに俺を倒すなんて無理だろうがな!!」

　あまりの怒いかりに、エルバは肩を震わせた。キッとシローを睨にらみつけ、

「…………!!」

　いきなり袖そで口ぐちから鎖くさりを投げつけた。

　先せん端たんに錘おもりのついた細い鎖は、あらぬ方向へと投げ出されたように見えた──が、空中で急激にカーブすると、シローの後頭部を襲おそう。

「……ほお！」

　感かん嘆たんの声を上げながら、シローは身を横へ投げ出した。錘は空のみを捉とらえる。

　回かい避ひされるであろうことは、エルバも織り込み済みだった。すぐさま右手でサーベルを抜ぬくと、体勢の崩くずれたシローに打ちかかる。高ぶる感情を乗せた鋭するどい斬ざん撃げきを、素す早ばやく叩たたき込んだ。

　が──

　サーベルは、鏡で受け止められていた。

　ヤミの塵ストラ器イカーである。

　両手を伸のばして鏡を構え、ヤミは二人の間に割り込んでいた。

「不意打ちなんて、卑ひ怯きようじゃないですか……！」

　サクラの姿をしたヤミが、エルバに語りかける。

　ギリ、とエルバは鋭い眼光を放った。

「……サクラの声でしゃべるなッ!!」

　再度エルバはサーベルを振り上げ、力任せに打ち込んだ。

　シローはヤミの背後から手を伸ばして鏡に手を突つっ込んだ。鏡の中からサーベルを取り出すと同時に高くかざして、エルバの斬撃を受け止める。

「……ぐッ……！」

　エルバは歯がみした──が、攻こう撃げきはシローにもヤミにも届かない。あきらめて大きく退く。

「……フッ」

　エルバを押し返すと、シローはサーベルを一振りした。

「なるほどな。おまえは、氷結の能力逆流スピンオフをこんな風に使うのか」

　鎖がカーブしたあたりを見つめながら、呟く。

　魔ま神じんとの戦いを繰くり返してきたエルバが身につけた、常じよう套とうの戦法だった。錘の部分に赤い霧きりをまとわせて、任意の空間でパイプ状に固定する。錘にパイプの内側を滑すべらせて軌き道どうを曲げ、鎖にありえない動きを取らせる。普ふ通つうの人間は、予想外の鎖の動作に惑まどわされ、あっさり拘こう束そくされる。

　しかし、シローは「普通の人間」ではなかった。

「ルナ・ルガ……」

　ルナを指さし、シローはルナの名を呼んだ。

「物体を空中固定する能力逆流を持つ、氷結の魔神……。その力には、『獄ごく炎えん』のような破は壊かい力もなければ、『虚こ空くう』のような反則的な特性もない。だが汎はん用よう性せいは無限大、その無限大さが無限の力を生み出すことは、既すでにネアやミナを倒していることで証明されている。なるほど、強力な魔神ではある。だが……魔神の真の強さは、契けい約やく主の強さによって決まる。……俺は、おまえよりもうまく魔神を操あやつる奴やつを知ってるよ……」

「ごたくをぬかすなァァァァ──ッッ!!」

　エルバは絶ぜつ叫きようして、再び鎖を走らせた。シローの顔面直撃を狙ねらう、ストレートな攻撃である。

「……チッ！」

　シローは、サーベルで錘を跳はね返した。

「口上に割り込みをかけるとは、無ぶ粋すいな奴……！」

「知るか！　このドアホウがッ!!」

　回り込むルートを取って、エルバは突とつ撃げきした。サーベルで横よこ薙なぎの一撃を放つ。

　勢いに押されて、シローは大きく飛びすさった。後退しつつ、サーベルをヤミにトスして、自らはナイフを握にぎり直す。

「こいつ……！」

　あまりの猪ちよ突とつ猛もう進しんぶりに、シローは焦あせりの表情を見せた。が、

「そんなにサクラが大事か！」

　すぐに余よ裕ゆうを取り戻もどすと、挑ちよう発はつの言葉を投げつける。

「エルバ！」

　ルナはとがめるように叫さけんだ。見るからにエルバは自分を見失っている。まだ、ルナは塵器を引き抜いていないのだ。

「落ち着いて！　焦れば焦るほど敵の思うつぼだ！」

　ルナはエルバのあとを追いかける。が、

「この俺がッ！　冷静さを無くしてるように見えんのかァァ──ッ!!」

　エルバは絶叫でルナに答え、シローにもう一度鎖を放った。







「逃にげてばかりでは勝負にならんぞ!?」

　言いながら、ランコは地面を抉えぐる攻撃を放つ。

「くう……ッ！」

　攻撃を避よけるため、カエデは退いた。

　しかし、刃はをかわしても、脅きよう威いをかわしたことにはならない。氷の刃は、地面と触ふれた途と端たんに、改めて地面を凍こおらせる。新たな白い層が瞬しゆん時じに広がり、カエデの足を吞もうとする。

「クソッ！」

　這はい迫せまる白い層から、カエデはさらに逃げる。しかし逃げ切れず、白い層が追いついた。

　濡ぬれた足裏が凍り、足が一瞬、地面に縫ぬいつけられる。すぐにカエデは微び弱じやく電撃を放ち、解かして自由を取り戻す。

　けれども、一瞬の隙すきは、ランコがカエデを捉とらえるのに十分な時間だった。

「そこッ！」

　大きな踏ふみ込みとともにランコは戟げきを振ふり下ろす。その刃の先が、カエデの腕うでをかすめた。

「クソッ！」

　斬きられた感覚に顔をしかめつつ、カエデはすぐさま斬り返す──が、ランコは氷の面を滑るように後退、あっという間にカエデの間合いの外に出てしまう。

　五度六度、カエデとランコはこんな斬り合いを繰り返していた。

　このままでは、殺される──

　カエデは焦りを覚え始めていた。まだ、致ち命めい的な傷を負ってはいない。が、既に腕や足などに負った小さな傷は、凍り付いていた。痛みの感覚、出血が無いのは幸いだが、このまま傷を重ねていては、腕そのものの感覚がなくなってしまうだろう。

　裸足はだしでの戦いを強しいられているが故ゆえ、思い切った踏み込みがしにくいのも痛い。地面を凍らせることを兼かねて、ランコはひたすらに足あし下もとを狙ってくる。足が使えなくなれば、あとは死あるのみ。

　不利にもほどがある。

　解決策は一つ、ランコをマロに任せることだ──が、マロはマロで、クルトに苦戦していた。

「そんな得物で何ができるってんだよ!?」

　トライファントムに騎き乗じようしたクルトは、サーベルを構えてマロへと突撃し、すれ違ちがいざまに斬ざん撃げきを繰くり出す。

「フホホ……！」

　マロは鉄てつ鞭べんで強きよう烈れつな斬撃を受け流した。が、反撃に出るより早く、たなびくディープクラーケンの触しよく手しゆが伸のびてきた。

「隙がないでおじゃるな……！」

　複数の触手を、マロは片っ端ぱしから鉄鞭で叩たたき落としていく。叩き終えた頃ころには、トライファントムははるか遠くまで駆かけ抜ぬけていて、逆ぎやく襲しゆうのしようがない。

　トライファントムは前右足の爪つめを立てて軸じくとし、他の三本の足を滑すべらせて、百八十度回転した。そして、再度マロに突撃をかける。反撃の糸口はつかめていないようで、マロは防戦の構えに入っていた。

　このままでは手て詰づまりだ。無理にでも状じよう況きようを変えなければ、勝利はあり得ない。

　そう判断して、カエデは叫んだ。

「マロ！　代われ！」

　思い切ってランコに背を向け、マロのもとに駆け寄り、クルトのチャージを代わって受けようと試みる。

　もちろん、その隙をランコは見み逃のがさない。

「逃がすかッ！」

　ランコは、戟を投とう擲てきした。

　戟は一直線に空を引き裂さき、無防備なカエデの背を襲おそった。

「…………!!」

　背後からの気配に気づいて、カエデは咄とつ嗟さに身体からだをひねる。

　ひねったおかげで、致命的な部位への直ちよく撃げきは免まぬかれたが──

「ぬぐッ!?」

　氷の刃は、カエデの肩かた口ぐちを後背から抉った。

　単体では、致命傷とは言い難がたい。しかし、トライファントムの突とつ進しんを受けようとした矢先の衝しよう撃げきは、カエデの姿勢を大きく崩くずす。

　崩れたところに、巨きよ獣じゆうは体当たりを仕し掛かけた。

「死ねェェェェ──ッッ!!」

　絶ぜつ叫きようするクルト。

　カエデは咄嗟に身を守ろうとしたが、もう遅おそい。

「ごッ……!?」

　体当たりはクリーンヒットして、カエデの身体はいとも簡単に吹ふき飛ばされた。

「カエデ!?」

　マロが声を上げた。

　衝撃で氷の戟がカエデの背から抜けて、あらぬ方向へと飛んでいく。

　数秒間、カエデの身体は宙を舞まった。地面に叩きつけられると、勢い余ってそのまま滑り続ける。

「これで決めるッ！」

　クルトはトライファントムから飛び降りた。勢いを借りて氷上を滑り、カエデを追撃する。

「そうはさせぬ……！」

　マロもカエデを追おうとする。が、

「そいつを押さえとけ！」

　クルトの命令を受けて、トライファントムが氷上ターンを決めた。マロと向かい合い、無数の触手を一いつ斉せいに伸ばしてくる。

「ぬううう!?」

　これには、マロも立ち止まるしかなかった。触手を片っ端から鉄鞭で叩き落としていく──が、トライファントムは次から次へと触手を伸ばす。

「行かせるものかッ！」

　ランコも氷結の鬼き神しんを回収して、マロの足止めに加わった。

　その間に、クルトは全力でカエデを追う。

　やっとのことでカエデの身体が止まる。止まった途と端たん、カエデとクルトの距きよ離りは詰つまり切った。

　カエデは、どうにかカタナは握にぎりつづけていた。しかしやっと身を起こした時には、クルトは目前に迫せまっていて、構える暇ひまもない。

「地じ獄ごくに堕おちろ……ッ!!」

　柄つかの部分を両手で握って、クルトは渾こん身しんの斬撃を繰り出した。

　カエデに、防ふせぐ術すべはなく──

　クルトのサーベルは、正確にカエデの首筋を捉とらえた。







「逃にげるんじゃねェェ──ッ！」

　廃はい聖堂の玄げん関かん口、朽くちた柱を背にして立つシローに、エルバは鎖くさりを投げた。

「バカの一つ覚えだな！」

　シローの視界を、右から左へと鎖が横切る。慌あわてずにシローは右へ逃げ──

　鎖は門柱の陰かげで大きくカーブして、シローの顔面を襲った。

「！」

　咄嗟にシローは錘おもりをナイフではじき、受け流す。

　瞬しゆん時じにエルバは間合いを詰め、サーベルでシローの足を狙ねらった。

「せえッ！」

　シローは足を引いた──が、完全にはかわしきれず、切っ先が浅く肉を斬り裂く。

「グ……！」

　顔をしかめながら、シローはそのまま飛びすさって間合いを取る。

「待ちやがれ……！」

　シローへ向け、エルバはもう一度鎖を投げようとする。けれども、強い抵てい抗こうにあってエルバの腕うでは止まった。

　振ふり返ってみると、鎖が二重に門柱に巻き付いていた。錘が勢い余って絡からんだらしい。

「クソがッ」

　即そく時じにエルバは鎖を捨てた。泥どろでぬかるんだ地面がべちゃりと音を立てるのを待たずに、自らシローを追いかける。

　しかし、その時にはシローは姿勢を立て直していた。エルバの斬きりつけを、今度はあっさりと受け止める。

「……やるじゃないか！　今のは……！」

　客観的評価を口にするほどの余よ裕ゆうを、シローは見せる。

「黙だまれッ!!」

　力任せにエルバは斬りつける。勢いこそあるが、太刀たち筋すじを見切るのは容易だった。シローはするりと逃げて、また間合いを離はなした。

「まじめにやる気があるのか……！」

　エルバは怒ど鳴なりつけた。けれども声を出しただけ、出足が止まる。わずかに背を丸め、エルバは肩かたで息をした。

　シローはひたすらに逃げ回っていた。鎖に搦からめ捕とられるのを回かい避ひし、時折来るサーベルでの斬ざん撃げきはナイフで受け流し、防ぼう御ぎよ一いつ辺ぺん倒とうに徹てつしている。次から次へと攻こう撃げきを繰くり出すエルバの方が一見優勢に思えるが──

「かかって、来いよ、この野や郎ろう……！」

　激しい呼吸が、エルバの言葉をぶつ切りにする。エルバは体力を大おお幅はばに消しよう耗もうしていた。

「エルバ……！」

　ヤミとサーベルで打ち合っていたルナが、大きく退いた。切っ先をヤミに向けたまま、エルバのもとへとすり寄り、背に手を当てる。

「落ち着くんだ。シローは君を疲つかれさせようとしている！　そんなこともわからないのか!?」

　エルバはシローの術中にはまっている。傍はた目めにも明らかだった。

「わかっている！」

　エルバはルナの手を払はらいのけた。

「俺が動けなくなる前に、あのクソ野郎を、倒たおせばいいだけの、話だろ!?」

「……フッフッフッ」

　シローは、サクラの姿をしたヤミと肩を並べて、エルバを見つめていた。体力の消耗具合はいかほどのものか、じっくり吟ぎん味みしているかのように。

「そうそう、おまえの体力が尽つきる前に、俺を倒しきればいい。簡単な話だ」

　エルバとの間合いを一定に保ちつつ、ヤミと揃そろって横に歩き始める。

「もっとも、その作戦には欠点がある──おまえには俺は倒せない、って欠点がな……」

「黙れよ！」

　エルバは身を乗り出した。が、足は前に一歩出たきり、それ以上は動かない。

「威い勢せいだけはいいようだが……」

　完全に歩調を合わせて歩くシローとサクラ。彼らの姿が、約一秒間だけ柱の陰に隠かくれた。次に現れた時には、サクラの姿は消え、シローとヤミの二人に戻もどっている。そして、

「もう限界だろ!?」

　突とつ如じよ、シローは逆ぎやく襲しゆうに転じた。柱の陰から飛び出して、猛もう然ぜんと突つっ込んでくる。

「このッ！」

　エルバは鎖くさりを投げて迎げい撃げきした。が、ヤミが前に出て、黒い霧きりをまとった手で錘を直接に摑み取る。

　ヤミのマントの陰から回り込んで、シローはナイフを繰り出した。

「…………！」

　素す早ばやい一撃に、エルバは受けに回るしかなかった。サーベルの刃は先さきを地に向け、ナイフを横に流す。

　直後、エルバの眼前で二本の塵ストラ器イカーがぶつかりあった。ルナとヤミが打ち合い、サーベルを絡ませたのだ。両方とも色は薄うすい──まだお互たがい、ろくに相手の紋様クリプトを読めていない。

「エルバはやらせない……！」
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　歯を嚙かみ合わせたまま、ルナとヤミは力比べをする。やがて磁石が反発するように、お互い大きく後ずさった。

　魔ま神じんの介かい入にゆうを退けた上で、シローはここぞとばかり攻勢に出た。

「ハハッ……！」

　笑いながら、突き、横よこ薙なぎを連打する。

　対応しきれない速さだった。その上サーベルの刃は、ナイフの攻撃を受けるには長すぎた。エルバは受けにかかったが、体力の消耗のため、集中力が乱れる。ナイフはエルバの手足を突き、肉を裂さいた。

「くあああっ」

　逃にげようとして、足がもつれる。エルバは後ろ向きに転てん倒とうした。ぬかるんだ泥どろのせいで、エルバは尻しりをついたまま大きく滑すべる。

「とどめッ！」

　勇いさんで、シローはエルバを追いかけた。泥を跳はね上げて大きく踏ふみ込み、ナイフを高く掲かかげて──

「……ルナ！」

　エルバが叫さけぶ。

　柱のそばにいたルナが、絡からまった鎖をぐいっと引っ張った。

　地を這はっていた鎖がぴんと張り、突とつ然ぜん宙にその姿を現す。

　と同時に、鎖はシローの足に巻き付いていた。

「な……!?」

　シローの左足が、突然大おお幅はばに飛び出した。

　鎖に大きく引きずり上げられ、シローの姿勢はぐらりと傾かしぐ。

「ぬああああ──ッ!!」

　即そく座ざにエルバは反はん攻こう、身を起こして捨て身の突きを放った。

　刃はシローの皮ひ膚ふを抉えぐり、深く食い込んだ──







「……な……に……？」

　予期していなかった手て応ごたえに、クルトの顔は歪ゆがんだ。

　クルトのサーベルは、カエデの首を完全に捕とらえていた。

　しかし、出血は一いつ滴てきもない。

　それどころか、刃はカエデの肌はだに届いていなかった。

「たいした太刀たち筋すじだ」

　何故なぜなら──

「ま、俺にゃあ効かないがね！　ゲハハハ！」

　ボルが、身体からだと触しよく手しゆとを使って、クルトのサーベルを受け止めていた。

　カエデの懐ふところから飛び出して、致ち命めい的な斬ざん撃げきを防ぼう御ぎよしたのである。

「……悪いが、私の勝ちだ……」

　カエデは、クルトより一いつ瞬しゆん遅おくれて斬撃を放っていた。

　カタナはクルトの脇わき腹ばらから入り、背骨に達するまで斬きり裂いていた。

「バカな……！」

　ゲフ、とクルトは口から血を吐はいた。それでも言葉を紡つむぎ続ける。

「何故貴様が、ここに……!?」

　クルトは博物館を見やった。

　ボルはまだ、そこにいた。

　テッキの寝しん室しつの窓から、ボルは前庭を覗のぞき続けていた。

「まさか、ダミー……!?」

「ちょいと違ちがう。ま、おまえが知らねえのも、無理ねえわな」

　丁てい寧ねいに、ボルは解説した。

「この俺、無形の魔神のボル様は、分身できるのよ」

　ぱくり、とクルトの口が開いた。

「分身して、それぞれ自じ律りつ的に行動できる。んで、俺の方はカエデの服の中に隠かくれて、いざという時の盾たてになるため潜ひそんでたってわけだ。あっちの分身が窓まど際ぎわに張りついているのは、いわゆるアリバイ工作ってやつだぜ」

　クルトは目を見開き、歯を食いしばった。触手にとらわれた刃を抜ぬこうとする──が、もう限界だった。柄つかから手が滑り落ち、その場に膝ひざをつく。

　カエデがカタナを抜くと──どう、とクルトは力無く地に這はった。

　それに呼応して、トライファントムは急に動きを止めた。虚きよ体たいが崩くずれ、塵ちりへと還かえり始める。

「な……!?」

　驚おどろいたのは、ランコだ。視線を投げて、クルトが地に伏ふせていることに気づく。そのそばには、血まみれのカタナを手にしたカエデ。

　クルトが敗れた、という事実を瞬時に理解して──急激に、ランコの心は折れた。

「……あ……噓うそだろ……!?」

　動どう揺ようの声を上げると、背を翻ひるがえして逃げ出そうとする。

「フホホ！」

　そこを見み逃のがすマロではない。鉄てつ鞭べんを振ふるって、ランコの足を力ちから一いつ杯ぱい打つ。

「ぬぐあッ」

　クリーンヒットを食くらって、ランコは見事に転倒した。

　こうなれば堀ほりに落ちてでも逃げねば、と身を起こすが──既すでに、マロが道を塞ふさぐように立っていた。

　翻って見れば──百八十度後方に、カタナを構えたカエデ。

　カタナは、バチバチと火花を放ち始めていた。その現象のことは、セブンデイから聞いていた──電光の魔ま神じんとその契けい約やく者しやが、能力逆流スピンオフを放出する前兆だと。

「電ッ・光ッ・全ッ・開ッ!!」

　カエデとマロが声を揃そろえて叫ぶ。

　その瞬しゆん間かん、凄すさまじい白熱と轟ごう音おんが、博物館の前庭で炸さく裂れつした。




　白い輝かがやきは、ほどなくして消え失うせる。

　光が引いて、現れたのは──カエデの位置からマロの位置まで、庭が抉えぐれて土がむき出しになった跡あとと、その中央に倒たおれるランコだった。

　服のみならず、髪かみまでが焼け焦こげていた。動く気配は、これっぽっちもない。

「…………はあ……」

　緊きん張ちようが解けて、カエデはその場にへたり込んだ。

「ご苦労様。ゲハハ！」

　ボルがカエデの襟えりから出てきて（電光の能力逆流に備え、また隠れていたのだ）、ねぎらいの言葉をかける。

　と、寝室の窓が開いて、もう一体のボルが飛び出してきた。触手を駆く使ししてしゃかしゃかと走り、片割れと合体する。二体の小さなボルは、一体のデフォルトサイズのボルに戻もどった。

「難を言えば、電光は出さないで欲しかったんだがな。テッキの安あん眠みん妨ぼう害がいだぜ」

「仕方ないでおじゃろ」

　マロもカエデのもとに歩み寄ってきた。

「マロどもは、覚かく悟ごを決めて電光を放ったのでおじゃるよ」

「覚悟だあ？」

「むろん」鉄鞭で口元を隠しつつ、マロは言う。「あとで、博物館長殿に芝しば生ふの植え直しを命じられる覚悟をな。フホホ」

　カエデは手を伸のばし、抉れた地面を撫なでた。地面はまだ湯気を放っており、触さわってみるとわずかに暖かい。降り続ける小雨が、いずれ地面を冷やしてしまうことだろうが。

「芝生の植え直しくらい、好きなだけやってやるさ。命をなくすよりはるかにマシだ……」

　ゆっくりと、カエデは立ち上がった。トライファントムにはね飛ばされた衝しよう撃げきはまだ身体からだに残っている。うまく直立できなかったが、それでもなんとか二本の足で立ち上がった。カタナを一振りして血を払い、鞘さやにしまう。

　クルトとランコを片づける必要があったが、今は休みたい気分だった。

「……とりあえず、身体を洗わせてくれ」

　カエデはボルに頼たのみ込んだ。

「構わんぜ。浴室に行きな」ボルは触しよく手しゆで玄げん関かんを指さした。「あ、ただし、中に入る前に足洗っとけよ。テッキはそういうのうるさいからな」

　カエデは思わず吹ふき出し、短く笑った。

「あとは、エルバが無事に戻ってきてくれればいいんだがな──」

　南の空へ顔を向けて、カエデは祈いのった。







「甘いな……」

　シローは、自分の身体に刺ささったサーベルを手で押さえた。

「相手を殺す覚悟も無しに、よくここまで生き残れたもんだ……」

　エルバのサーベルは、シローの肩かた口ぐちを貫つらぬいていた。致ち命めい的な部位であるとは言い難がたい──決定的なチャンスを得た割には。振り切れないためらいが、エルバに中ちゆう途と半はん端ぱな行動を取らせたのだが、それ以前に──

　深く抉えぐった傷口からの出血が、皆かい無むだった。

　エルバは、おかしな感かん触しよくを覚えていた。

　血の代わりに、傷口からちらりと塵が漏もれだした。

　瞬時に、エルバは違い和わ感の正体を悟さとった。この手て応ごたえは、虚きよ体たいを斬きった時の手応えだ、と。

　足を固定されたまま、シローはサーベルで斬りつけた。

　刃は先さきを押さえられたエルバに、防ぐ術すべはなく──

　サーベルは、エルバの首の付け根近くを斬り裂さいた。

「ぐああああッ!?」

　悲鳴を上げるエルバ。必死に身体をねじったものの、頸けい動どう脈みやくへの攻こう撃げきを避さけるので精せい一いつ杯ぱいだった。

「動くなよ！」

　間かん髪はつ入れず、シローは第二撃を放とうとする。

　サーベルを放ほう棄きするしかなかった。血を噴き上げながら、エルバは地面に倒れ込む。

「エルバ!?」

　ルナがすぐさま駆かけ寄り、助け起こす。

「ぐううう……！」

　顔をしかめ、エルバは傷口を手で押さえる。赤い霧きりを漂ただよわせ、氷結の力で強ごう引いんに出血を押さえ込んでいた──が、完かん璧ぺきではない。指の間から、じわじわと血があふれ出す。

　かっと目を見開き、エルバはシローを睨にらみつけた。

「いつの間に……いつの間に、入れ替かわった!?」

「……ちょっと考えれば、わかるんじゃないか……？」

　答えたのは、ヤミだった。音もなく歩み寄り、シローの横に立って、足に絡からむ鎖くさりをはぎ取る。

　不意に、ヤミの仮面とマントが塵へと溶とけ始めた。虚体はすぐに消えて、下から現れたのは──

　シロー・イシザワ。

　二人のシローが、肩を並べて立っていた。

「な……！」

　ルナは目を見開いて驚おどろき──そして、何が起きたのかを理解した。

　柱の陰かげに隠かくれたあの一いつ瞬しゆん、ヤミはサクラの姿から元に戻もどったのではない──サクラの姿から、シローの姿になったのだ。それに合わせて、本物のシローも──

「闇やみ照てらしの能力逆流スピンオフは、変身。変身できるのはヤミだけじゃないのさ。もっとも、俺はヤミの姿に化けられるだけだが──タイミングさえ良ければ、十分に相手をだませる。今みたいにな」

　肩を震ふるるわせて、シローは嘲あざ笑わらった。

「なかなかいい演技だったぜ、エルバ・ナイトロンド。怒いかりで見境なくなっているふりをしながら、さりげなく鎖の罠わなを仕し掛かけるとはな……」

　ぐ、とエルバは歯がみする。

　以前、ネアと戦った時と同種の罠だった。鎖を輪の形状で地面に這はわせておき、相手がその輪の中に足を踏ふみ入れたら鎖を引っ張って足を取る、という。

　ネアは、自分の足を叩たたき落とすという豪ごう快かいな方法で、罠を逃のがれた。虚体ならいくらでも復元可能、という魔ま神じんならではの逃れ方だ。だから今回は、契けい約やく者しやの方を狙ねらったのだが──

「凡ぼん人じんなら、引っかかってただろう。少し勘かんのいい人間なら、罠に気づいて、近づかないようにしただろう。だがこの俺は、頭のいい人間なんで、罠を逆利用することにした。俺が氷結の魔神の相手をしていれば、足を取られたヤミが、まかり間ま違ちがって塵ストラ器イカーで刺されることもない。つまり、俺の方が一枚上手だったってことだな」

　二人のシローは、揃そろって刃先をエルバに向けた。

「勝負あったな。その傷では、もうまともに動けないだろ？」

「……そうみてえ、だな……」

　渋しぶ々しぶ、エルバは認めた。

「最さい期ごに、言い残しておきたいことはあるか？」

　シローは勝者の雅が量りようを見せ、尋たずねた。

「遺ゆい言ごんがあったら、聞いてやる」

　少し間を空けてから、エルバは呟つぶやいた。

「……傘かさ……」

「傘？……随ずい分ぶん妙みような遺言だな」

「最後まで聞け。……氷結の能力逆流ってのは、傘代わりに使えるんだよ」

　頭の上に、エルバは赤い霧を這わせた。赤い霧は半球、傘の形を取る。

「こんな風にすると、傘を忘れた時でも雨に濡ぬれずに済むんだ」

「なるほど」シローは先回りして言った。「博物館の連中に、傘係としてこき使われていたのか。『新しい傘を買え』と伝えておけばいいんだな」

「話はまだ終わってない」

　力無い笑えみを、エルバは漏らした。

「なんで霧を傘と同じ形にするかというと、受けた雨を地面に流す必要があるからだ。真っ平らな板状にすると水の流れる箇か所しよが一定になりにくいし、もちろんボウル状にするのは論外だ──」

　頭上の赤い霧を、エルバは消した。

「ところで」エルバはシローの目を見た。「戦っている途と中ちゆうで、雨が止やんだのに気づいたか？」

「…………なに……？」

　言われて、初めてシローは気づいた。

　雨が上がっている。身体からだに雨あま粒つぶが当たる感覚はなく、地面で雨う滴てきがはねる様子もない。

　ところが──遠くに目をやると、勢いはさほど激しくないながらも、雨は降り続けている。

「ハッ!?」

　息を吞のんで、シローとヤミは同時に自分の頭上を見上げた。

　空を覆おおうように、巨きよ大だいな赤いボウルが浮うかんでいた。

　それを視し認にんした瞬間、ボウルは砕くだけ、大量の雨水がまとめてシローとヤミに降り注ぐ。

　ルナが跳はね起きて、塵器を滝たきの中へと突つき込んだ。

　瞬時に滝は消え去って──

　滝の下から現れたのは、ルナの塵器でまとめて串くし刺ざしにされている、二人のシローの姿だった。




　また、雨が静かな音を立てて降り始めた。

「……な……!?」

　信じられない、という目で、シローは自分に刺ささった刃は先さきを見つめる。

　刃は右みぎ肩かたあたりに突き立っていて、さほど深くない。

　既すでにサーベルの勢いを減げん殺さいされていたからだった──ヤミの胸を貫かん通つうすることによって。

「なんだと……!?」

　目だけを動かして、シローはエルバを見る。

「……へっへっ」

　不敵な笑いを浮かべながら、エルバはゆっくりと立ち上がった。

「前に、同じ罠を敵に仕掛けて、破られたことがあってな」

　肩かた口ぐちが疼うずいて、エルバはまた顔をしかめた。

「その時に学んだんだよ……破られた時のために、罠は二重に仕掛けておけってな。前の時は、偶ぐう然ぜんフォローが効いたんだが──」

　斬きられたあたりを押さえたままに、姿勢を正す。

「アホみたいに怒り狂くるってみせたのも、たしかにフェイクさ。空を見上げる間を与あたえないためのな……。できれば、鎖くさりだけでケリをつけたかったんだが、まあ仕方ねえ……」

　勢いよく、ルナはサーベルを引き抜ぬいた。塵ストラ器イカーの刀身は、真しん紅くの色に染まっている。ヤミの核コア紋クリ様プトを読み切ったという証あかしである。

　一方、ヤミの塵器は、いまだ灰色だった。漆しつ黒こくにはほど遠い。

「塵ちりより生まれしもの、塵へと還かえれ……！」

　大きく引き下がり、ルナは常じよう套とう句くを唱え始めた。風が、ルナのもとに集まり始める。

「……バカな！」

　それまでの余よ裕ゆうの表情をかなぐり捨てて、シローは叫さけんだ。

「こんな……認められるかァァ──ッ!!」

　ギ、と首を回してエルバを睨にらむと、ナイフ片手に飛びかかってきた。

　エルバの手の内にサーベルはない。だから、エルバは最後の集中力を振ふり絞しぼり、素す手ででナイフを受け止めた。

「悪あがきだ……！」

　シローの手、ナイフの根本を全力で、赤い霧きりも使いながら押さえつける。刃はエルバの手の平に食い込んでいたが、今は痛いなどと言っている場合ではなかった。

「てめえを殺せば、まだ勝ち目はある……！」

　力比べの状態から、シローは思い切って頭突きを放った。

「ぬぐっ……!?」

　想定外の攻こう撃げきに、エルバは顔面をしたたかに打った。

　が、無理な体勢が祟たたって、シローはぬかるみに足を取られた。ずるりと滑すべって転てん倒とうする。

　エルバはナイフから手を離はなし、よろめくように後方へと逃のがれた。

　その間に、ルナの準備は整った。

「紋様アンチクリプト破スト壊ライク!!」

　塵器を振り下ろすと同時に、風が逆巻いた。

「…………!!」

　爆ばく発はつが、瞬しゆん時じにヤミを、そして倒たおれたシローを巻き込んだ。

　ヤミはいまだ、シローの姿をしたままだった。一方のシローの姿は塵となって砕け、風に混じって散っていく。もう一方のシローは、凄すさまじい風量に軽々と吹ふき飛ばされた。




　十数秒間の暴風の後、やっとのことで嵐あらしは収まる。

　ヤミは跡あと形かたもなく消え去り──シローは、廃はい聖堂の壁かべに叩たたきつけられ、うずくまっていた。

　俺の勝ちだ、と思った瞬間──

「ん……ぐう……」

　全身から力が抜け、エルバは思わずその場に膝ひざをついた。

「大だい丈じよう夫ぶ!?　エルバ……！」

　ルナはエルバのもとに寄ろうとしたが、

「大丈夫だ……！」エルバは腕うでを大きく振った。「先に行け！　サクラを助けるんだ！」

　サクラのことを思い出して、ルナは足を止めた。

「俺はこいつをふんじばってから行く！」

　シローを指さしながら、エルバは命令を下す。

　ルナはわずかにためらったが、

「……わかった」

　踵きびすを返し、霊れい園えん入口へと駆かけていった。

　ルナの後ろ姿を見送って、エルバはゆっくりと立ち上がった。

「……さて……」

　まだ頭はふらふらする。頭ず突つきのショックのせいだけなのか、はなはだ疑問ではあった。肩から、手から、足から、全身血まみれだった。失血が多すぎて、意識が遠のいているのかもしれない。

　状じよう況きようが状況ならば、このまま倒れてしまいたいところだった。ついに、エルバ達の八眼デイアボリツク争覇パーテイは終わったのだ。エルバ、テッキ、カエデの生き残り三名に、もはや戦う理由はない。八眼争覇を止める、というテッキの願いは、ついに叶かなえられた。これ以上の犠ぎ牲せいを払はらう必要は、無くなった。

　だが、──

　まだ休めない。何よりもまず、シローを拘こう束そくしなければ。

　この男をいかに処しよ遇ぐうすべきか、エルバはいまだに判断をつけられずにいた。もちろん、行いに対する報むくいは受けさせるべきである。ただ、具体的にどうすれば、となると、どうにも案が思いつかない。

　ただ一点、はっきりしている。怒いかりに任せてこの場で殺すことだけは、やってはいけない。テッキ達と相談すべきだろうし、それに──

「知るチャンスかもしれねえ」エルバは呟つぶやいた。「六年前のあの時、何があったのか……」

　六年前のあの時、死にゆくチェビアトを冷たく見下ろしていたのは、ともすればヤミに化けたシロー自身だったのか──小さな疑念が、エルバのうちに湧わいていた。むろん、ヤミだった可能性の方が高いだろうが。しかしそれでも、何があったのか、ヤミから聞き知っている可能性はある。

「知っているなら、教えてもらおうか……」

　サクラの救出の方が、喫きつ緊きんの問題であることはわかっている。しかし一方で、真実について知ることができるのは、ルナがそばにいない今この瞬間だけ、という気もしていた。

　シローの様子を窺うかがいながら、試ためしてみよう。サクラ救出という大目的を忘れない程度には、尋たずねてみてもいいはずだ。

　エルバはゆっくりとシローのもとに歩いていった。警けい戒かいのつもりではない──今の体力では、これ以上の速度で歩けなかった。

　シローは、廃聖堂の壁にもたれて座るような格好で、首をぐったりと下げていた。まるで死人のようにぴくりとも動かない。

　両手とも空っぽだった。こいつの持ってたナイフはどこへ行った、と周囲に目を配る。

　柱の根本に、ナイフは落ちていた。

「…………」

　エルバは進路を変え、ナイフを回収した。ついでに自分の鎖くさりも拾い上げて、じゃらじゃら音を立てながらシローのそばに行く。

「おいコラ」

　シローの肩かたを捕つかまえ、軽く揺ゆすった。が、シローは何の反応も見せなかった。わずかに呼吸音は聞こえるので、生きてはいるようだ。

　完全に気絶している、とエルバは判断した。意識のないうちに鎖で縛しばり上げてしまうが吉きちだろう。

「六年前、てめえがどういう風に父さんを殺したのか、……」

　ナイフを逆手に持って、両手で鎖を伸のばそうとしたその時──

「……はあッ！」

　いきなりシローが動いた。下から上へ、手を振ふり上げる。

「…………!?」

　咄とつ嗟さにエルバは身を反らした──けれども、一いつ瞬しゆん遅おくれて、右目に痛みが走る。

　シローの手に握にぎられたナイフが、エルバの右目上の傷きず跡あとを、正確になぞっていた。

　そして、ナイフがエルバに触ふれた瞬間、刃はにまとわりついていた小さな黒い霧きりが、傷口から滑すべり込んだ。

「くああ……ッ!?」

　右目を押さえ、エルバは地を転がった。追い打ちを逃のがれるため、闇やみ雲くもに逃にげる。

　間合いを離はなしてから、エルバは自分の両手を見つめる。

　右手は、血に染まっていた。

　左手は、まだナイフを握っていた。

　つまり、シローはもう一本、ナイフを隠かくし持っていたのだ。

「ヤミの最後の力だ……！」

　背を丸め、激しい息をしながら、シローはエルバを睨にらんでいた。

「俺が教えるまでもねえ……てめえで思い出せ！」

　吐はき捨てるように、シローは叫さけぶ。

　何が起きたのか、エルバは直感で把は握あくしていた。

　ヤミが残した最後の力を──瞬時に、自分の紋様クリプトのごく一部だけを書き換かえたのだろう──シローは、エルバの中に流し込んだ。

　最後の力に、エルバを害するほどの余力はなかった。ただ、封ふう印いんを破っただけだった──ルナがエルバに施ほどこした、記き憶おくの封印を。

　エルバは、全すべてを思い出した。







　誰だれかが家の扉とびらを叩たたく音で、エルバは目を覚ました。

　目をこすりながら、身体からだを起こす。部屋は黎れい明めいの青い光に包まれていた。

　一人でいる時に、みだりに家の扉を開けてはいけない──エルバはチェビアトからそう教わっていた。二日前からチェビアトはどこかに出かけていて、家にはいない。言いつけを守るならば、無視を決め込むべきところだが──

「……父さんかも」

　エルバはそう思った。家の内側から閂かんぬきをかけているので、もしノックしているのがチェビアトだとしても、入るのは不可能だ。

　とりあえず玄げん関かんに行こう、とエルバはベッドから出た。扉越ごしに声を聞いて、父さんじゃなかったらほっといてまたベッドに戻もどってくればいい。

　寝しん室しつから玄関に出る間、ノック音はずっと控ひかえめだった。

　一体誰だろ、とエルバは首をひねった。父さんなら僕の名前を呼ぶんじゃないか？　けれども、泥どろ棒ぼうにしてはノックしすぎのような気もする。夜明け間近という時間も、泥棒に入るには変な話だ。

　どうしよう、と迷いつつ扉に近づこうとする──と、床ゆかがみしりと音を立てた。

　途と端たん、ノック音が止まった。

「……そこにいるの？　エルバ……」

　聞いたことのない、女性の声だった。

　妙みような感覚を、エルバは覚えた。優やさしそうな女性の声に、突とつ然ぜん懐なつかしさみたいなものを感じたのである。

「……誰ですか？」

　問いかけに対する答えは、驚おどろくべきものだった。

「……母さんよ……」

「ええっ!?」

　飛び上がるほど、エルバは驚いた。慌あわてて閂を外し、扉を開ける。

　夜明け前の澄すみ切った空気の中に、一人の女性がいた。

「お母さん……!?」

　エルバは驚いた。その女性は、父の持っているロケットの中の肖しよう像ぞう画がにそっくりだったからだ。父はその肖像画を、「おまえのお母さんだ」と言っていた──

「お願い、時間がないの」

　ドアが開いた途端、母は柱にもたれかかった。全身を上下させ、荒あらい呼吸をしている。しかし休んだのも一瞬のこと、自分の背後を気にする様子を見せながら、母は室内に入ってきた。扉を閉めると、玄関フロアはほとんど真っ暗になる。

「悪い人に追いかけられているの」

　母はしゃがんで、エルバに視線の高さを合わせた。

「お願い、エルバ──私の言うことを聞いて。助けて欲しいの」

「う、うん、わかった……」

　エルバは話を受け入れた。大人であれば不ふ審しんに思っただろうが、十二歳の子供は疑うことができなかった。

「どうすればいいの？」

「追いつかれたら、私もあなたも殺されるわ。これを使って……」

　母は大振りのナイフを取り出して、エルバに手て渡わたした。

「もうすぐ、悪い人がここにやってくる」

　エルバの背後側にまわり、肩かたを両手で押さえる。

「悪い人がドアを開けたら、私が合図する。そうしたらエルバは突つっ込んで、相手を刺さして……」

「そんな」

　エルバは逡しゆん巡じゆんした。

「刺すなんて……僕にはできないよ」

「お願い」母はひたすら懇こん願がんする。「今の私には、無理」

　言いながら、両手をエルバの前に差し出す。

　その手はひどく傷つき、まともに動かせない様子だった。こびりついた黒い色は、血の乾かわいた跡あとだ。よく見れば、その黒い色は、母のやつれた顔にも張り付いている。

「あなたがやらなきゃ、二人とも殺される──私を、守って」

　エルバはナイフの刃は先さきを見つめ──そして、母の言葉を信じた。

「わかった」

　両手で柄つかを握にぎって、切っ先を扉に向ける。

「悪い奴やつをやっつければいいんだね」

「そうよ」母は弱々しい笑えみを浮うかべた。「息を殺して──相手に気け取どられないように」

　言われた通り、エルバは口を閉とざし、呼吸を落ち着けた。

　闇やみの中、肩を押さえられたまま、ナイフを構えてひたすらに待ち続ける。

　静せい寂じやくの時間は永遠に続くとも思われたが──

「……来た……」

　母が呟つぶやく。

　扉とびらの外で、何者かが近づいてくる気配がした。

　緊きん張ちようして、エルバは身体からだに力を込こめる。

　外から来る足音が大きくなって──無造作に、扉は開いた。

「エルバ！」

　母が肩をポンと叩たたく。

「…………！」

　何も考えず、エルバは突進して──

　ナイフは、外来者の腹部に突き刺さった。




　エルバは、ゆっくりと頭上を見上げた。

　そこにあったのは──父の顔だった。

　凄すさまじい形相で、チェビアトがエルバをねめつけていた。

　エルバの頭は真っ白になった。

　ナイフから手を離はなし、二歩後退して、棒立ちになる。

「……ああああ……」

　チェビアトは、獣けもののような声を絞しぼり上げた。

「……あああああァァァァ──ッッ!!」

　右手でナイフの柄を握り、刃を引き抜ぬく。

　そのままナイフを直上に振ふり上げて──

　刃先は、エルバの右目を斬きり裂さいた。

「!?」

　目をやられた、とすぐにはわからなかった。

　次の瞬しゆん間かん、チェビアトが太い右足でエルバを蹴け飛とばしたからだ。

「んむッ……!?」

　為なす術すべ無くエルバは吹ふき飛び、背後の壁かべに叩きつけられた。

　直後、チェビアトがナイフを投げる。狙ねらいはわずかにそれ、エルバの顔のすぐ横の壁に当たってはじかれた。が──

「貴様ァァァァ──ッ！」

　絶ぜつ叫きようして、チェビアトはエルバを殴なぐった。

　右、左、右、また左──容よう赦しやない拳こぶしの雨を、次から次へと降らせる。子供に対する攻こう撃げきではない。撲ぼく殺さつの意志がこもった、全力の殴おう打だだった。

「やめて……！　なにするの、父さん……!?」

　両手で自分をかばいながら助けを乞こうことしか、エルバにはできなかったが──

「何度も何度も！　この俺が同じ手にひっかかると思っているのかッ!?」

　無む抵てい抗こうのエルバを、チェビアトはひたすらに殴り続けた。

「この期ごに及およんで、エルバに化けたかッ！　ヤミ!!」

「助けて！　助けて……！」

　荒あれ狂くるう父の暴力を前に、エルバはただ身体を丸めるしかなかった。

　やがて、チェビアトは息切れし、手を止める。

「はああああ──ッ」

　それでも、怒いかりはまだ収まらない。片手でエルバをつかんで持ち上げると、何度も壁に叩きつける。

「おまえの正体はもうわかっている！　いい加減に元に戻もどったらどうだ！」

　聞いたこともない激しい声を、チェビアトはぶつける。

「まだとぼけるつもりか!?」

「……許してあげたら？」

　不意に、声が割り込んだ。

　びくり、とチェビアトは身を震ふるわせた。

　玄げん関かんフロア右手奥から、「母」が声をかけてきたのだ。

「その子は、私のお願いを聞いただけだもの」

「母」は、穏おだやかな微笑ほほえみを投げかけた。

「マグノリア……!?」

　チェビアトは名を呼び──そして、気がついた。

「いや、ヤミ……!!」

　否いや応おうなしに気づいた。ヤミが横にいるということは──たった今蹴飛ばし、殴ったエルバは、本物のエルバだ──ヤミが化けたエルバではなく。

「……な……う……まさか……」

　チェビアトは、よろけた。

　エルバは、血だまりの真ん中で、丸くうずくまっていた。

　完全に気を失い、ぴくりともしない。

　目を剝むいて、チェビアトは頭をもたげる。

「うああああ──ッ!?」

　身の毛もよだつ、恐きよう怖ふと絶望がない交ぜになった絶叫を上げ──チェビアトは逃にげ出した。刺さされた腹部を押さえながら。




　エルバは意識を取り戻した。

　すぐに、ついさっき起きたことを思い出す。

　夢とも思えた──が、現実の出来事であることは、全身の痛みが物語っていた。

　顔面を撫なでると、ひどい量の血が手を濡ぬらした。右目がうまく開かない。見えることは見えるが、目ま蓋ぶたを動かすと激痛が走る上、血が目に入ってくる。

　気絶していたのは、決して短い時間ではなかったらしい、とエルバは悟さとった。朝日の輝かがやきが、より強くなっていた。

　左目で周囲を見み渡わたしつつ、エルバは這はって家の外に出た。

　家の前では、既すでに事は終わっていた。

　少し離れたところに、チェビアトは血まみれの姿で倒たおれていた。

「父……さ……」

　エルバは呟つぶやいたが、もう体力は限界を迎むかえていた。これ以上、這はうこともできそうになかった。

　そのさらに向こう側で、仮面と黒マントの人物が父を見下ろしていた。仮面をつけているので視線がどこに向いているのかはわからないが、なんとなくチェビアトを見ているような気配があった。

　母の姿は、どこにもなかった。

「たしかに……これはひどい」

　不意に、頭上から声が降ってきた。

　頭をもたげることもできず、エルバは眼球を動かすしかなかった。

　いつの間にやら、すぐそばに二つの足があった。裸足はだしの足が。

　その人物はしゃがみこむと、エルバの頭に手を当てた。温かさはないけれど、冷たくもない──不思議な感覚を、エルバは頭に覚えた。

「僕のせいで、君を巻き込んでしまったようだ……本当に、すまないね」

　エルバの視界に赤い霧きりが現れたかと思うと、何かが頭の中に入り込んできた。

　そして、エルバの記き憶おくは封ふうじられた。
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「……ルナ……」

　力を無くした視線を、チェビアトはルナに向けた。

「心配しないで」ルナは答えた。「君の最後の望みは、責任をもって叶かなえさせてもらったよ」

　次にエルバが気づいた時、裸足の人物──ルナは、チェビアトのもとにいた。

「エルバ君の記憶は、消しておいた。さっきのことは、何もかも忘れているはずだ──結果として、色々と記憶に齟そ齬ごが生じるだろうけど、まあ、生活に支し障しようを来きたすほどではないと思う」

「そうか……」

　答えたチェビアトの瞳ひとみに、わずかな満足感が宿やどった。死に際ぎわの、最後の慰なぐさめとして。

「それでいい……エルバに、あんなつらい記憶を遺のこすわけにはいかない……それが、父親としてできる最後のことだ……」

　末まつ尾びの方は、ほとんど聞き取れなかった。

　やがて、チェビアトの瞳から光が失うせた。それに連動して、ルナの虚きよ体たいは静かに散っていった。塵ちりとなって、形を失い、黎れい明めいの空へと消えていく。







　がっくり、とエルバは両手両りよう膝ひざを地についていた。

　何もかも思い出した。

　右目の傷は、チェビアトにつけられたものだった。

　その理由は簡単──エルバが、チェビアトを刺したからだ。

　さんざんに殴なぐられた後、気絶していたので、チェビアトとヤミの戦いを直接には見ていない。だが、腹部の傷が、ヤミとの最後の戦いにおいて致ち命めい的な不利となったであろうことは、想像に難かたくない。

　つまり──エルバがチェビアトを殺したも同然なのだ。

「……思い出したか？」

　シローが声を投げた。身体からだの痛みに耐たえながら、愕がく然ぜんとするエルバを嘲あざ笑わらう。

「おまえだよ、おまえの父親を殺したのは！」

　その言葉は、エルバの心にぐさりと突つき刺ささる。

「父親の仇ってのは、他ほかならぬテメエ自身だったってわけだ！　世をはかなんでさっさと自殺でもしてりゃ、仇が取れたってのになあ……！」

　ゆっくりとシローはエルバに近づき、思い切り蹴け飛とばした。

　無防備に蹴りを受け、エルバの身体は吹ふき飛んで、柱にぶつかった。身を起こそうとする──が、その努力は途と中ちゆうで止まる。

　そこへ、シローはストンピング連打を加えた。

　エルバは防ぼう御ぎよ姿勢を取るが、申し訳程度のものだ。シローの足裏はエルバの顔、胸、腹に重い打だ撃げきを加えていく。

　さんざんに踏ふみつけてやった後、シローは足を引く。エルバの腕うでは落ち、完全に脱だつ力りよくした姿を晒さらした。

「いいツラだ」

　手の中でナイフをもてあそびながら、再度シローは間合いを詰つめる。

「あの世で父親に詫わびるんだ……」

　ナイフを逆手に持ち替かえて、エルバの鎖さ骨こつの上あたりに狙ねらいをつける。

「ちゃんと地じ獄ごくに堕おちるんだぜ？　チェビアトは地獄にいるだろうからな……！」

　そう言いながら、シローは勢いよくナイフを振ふり下ろした。

　刃は先さきが、エルバの肌はだを斬きり裂さいた。







「ここだ……！」

　ルナは霊れい園えんの入口、地面から竹の筒つつが生えている場所にたどり着いた。

　墓地には目印となるものがほとんどない。もしかして別の出口に向かっているんじゃないだろうか、とルナは内心危き惧ぐしていたのだが、妙みような竹筒を見つけて胸をなで下ろした。

　が、安心している場合ではない。今すぐサクラを掘ほり出さなければならない。

　竹筒のそばにスコップが置いてあることを、ルナは覚えていた。都合のいい話だ、と思いつつすぐさま拾い上げ、発はつ掘くつに取りかかる。

「待っててサクラちゃん、今すぐ助けるから……！」

　ざくり、と竹筒のそばにスコップを入れると、竹筒は大きく揺ゆれた。







　浅かった。

　刃先は、エルバの皮ひ膚ふを裂いたのみだった。わずかに血がにじむ程度、深くはない。

　寸前、エルバが手を振り上げ、シローの手を押さえていた。

　無意識の、ほとんど本能的な行動──と見えた。

「……おい！」

　苛いら立だちも露あらわに、シローは叫さけぶ。

「この期ごに及およんであがくなよ！　死にな……！」

　ギリギリとシローは力を込こめる。

　が、エルバの抵てい抗こうは止やまない。

　うつむいたまま、エルバの手はがっちりとシローの手を握にぎりしめていた。

「…………じゃ……ねえ……」

　小さい声で、何事か呟つぶやく。

「……なん……だよ……!?」

　力に力で対たい抗こうしつつ、シローが問い返す。

「…………俺じゃねえ…………」

　静かに、エルバは頭をもたげた。

「父さんを殺したのは……」

　その目に光が灯ともり、その顔に憤ふん怒ぬの表情が宿る。

「父さんを殺したのは……俺じゃねえェェ──ッ!!」

　空いている手を握りしめ、エルバはシローの顔面に拳こぶしを叩たたき込んだ。

「むぐッ!?」

　死角からの素す早ばやい一撃に、シローは反応できなかった。無様にパンチを食くらってはね飛ばされ、ぬかるみの中に尻しり餅もちをつく。

　慌あわててシローは身を起こす。

　先ほどまでのエルバとは、気配が一変していた。怒いかりだけではない。生にしがみつこうとする執しゆう念ねんが全身にみなぎり、身体をつき動かしていた。

　重い足取りで間合いを詰めた後──エルバは正面から殴なぐりかかった。

「ぐ……クソッ！」

　シローも踏み込んで、鋭するどいナイフの突きを繰くり出した。

　シローの攻こう撃げきの方がわずかに早く到とう達たつする。エルバが右拳をぐいと引いたところ、左ひだり肩かたに、ナイフは深く突き立った。

　骨まで到達した感覚を、シローは得た。これでエルバは怯ひるみ、その間に逃にげられるはずだ──そう踏ふんだが、

「ぐああああ──ッ!!」

　一寸たりとひるむことなく、エルバは右ストレートを叩き込んだ。

「ごあッ!?」

　シローの頭が、身体からだが大きく揺れる。

　数歩よろめいた後、シローは信じられないといった顔でエルバを見返した。

　無茶なパンチによって、エルバの肩の傷は大きく開いていた。赤い血がだらだらと流れ落ちている──にもかかわらず、エルバはさらに前進し、体当たりをかけた。

「のぐッ」

　正気か、と言いかけた顎あごに衝しよう撃げきを食らって、シローの意識は半ば飛んた。廃はい聖堂の壁かべによりかかることで、なんとか姿勢を保つ。

　しかし、エルバはすぐにシローを捕つかまえた。

「おまえは、そんな風に……！」

　顔、首、胸、腹──狙ねらいも定めず、エルバはパンチを乱打した。記き憶おくの中で、父にされたように。

「人の命をもてあそんできたのか……!!」

　本能の赴おもむくまま、怒りに任せて乱打を続ける。

　防ぎきるにも、拳は速すぎ、重すぎた。両りよう腕うでを上げてシローはガードしようとしたが、ほとんど意味をなさない。

「父さんの時も、テッキの時も、そしてサクラも……!!」

　怒り狂くるったエルバの前には、防戦など無意味だ。そう悟さとって、

「知るか……！」

　シローは反撃に出る。闇やみ雲くもに突つき出したナイフは、エルバの胸の上に刺ささりかけた──が、浅い。シローが力を込めるより早く、

「うるさい……！」

　エルバはシローの手を摑つかんで刃は先さきを引っこ抜ぬいた。そのまま腕を引っ張ってシローを前のめりにさせ、

「黙だまれ!!」

　赤い霧きりでシローの手を固定する。

　ヤバイ、とシローが思った瞬しゆん間かん──

　エルバはシローの肘ひじの裏側を、膝ひざで蹴けり上げた。

「ぎゃああああッ!?」

　骨の砕くだける音が響ひびいた。

　肘があり得ない方向に曲がり、シローは悲鳴を上げる。思わず膝を崩くずしかけたが、

「逃がすか……!!」

　エルバはシローの肩を引きちぎるような勢いで引き上げて、壁に押しつけた。

　そして、エルバはシローの首に手を伸のばし、指を食い込ませた。

「があ……ッ!?」

　左手で、シローはエルバの手を剝はがそうとする。

　エルバは両手を使って、一挙に締しめ上げた。

　シローの口から不気味な音が漏もれ始める。

　しかし、エルバはシローを絞しめ殺そうとしているのではない。

「……がああああァァ──ッ!!」

　渾こん身しんの力を両手に込こめ──

　エルバは、シローの首の骨を粉ふん砕さいした。




　間を置かず、シローの身体はぐにゃりとゆるんだ。

「ふうううんッ」

　一度、シローの頭を壁にぶつけてから、エルバは手を離はなした。

　シローの身体は真下に落ち、変な具合に丸まって動かなくなる。

「…………ッ!!」

　怒りに任せ、エルバはシローを全力で蹴飛ばした。シローの身体は、さらにねじれる。

「はああ……ッ」

　もう一撃加えようと足を上げかけたが、やめた。シローが死んでいるのは明らかだった。

　黙ったまま、しばらく棒立ちを続ける。

　ふと思いついたように歩き出したが、──

　二、三歩進んだところで力が尽つきた。

　肩かたで壁にもたれかかり、そのまま滑すべるように崩れる。肩口からの血が、壁にその軌き跡せきを描えがいた。

「…………くそ……」

　突とつ然ぜん、エネルギー切れを起こしたみたいだった。

　ふと気がつくと、全身血まみれだった。ここまで傷を負っていたという自覚はなかったのだが──怒いかりのあまり、気づかなかった。

　急に、ひどい重荷がのしかかってきたような錯さつ覚かくを覚えた。まともに身体が動かない。

　赤い霧を身体中にまとう。氷結の逆流能力スピンオフで出血を止められるかも、とやってみたのだが──全身の痛みのせいでまったく集中できず、うまく傷口に霧を合わせられない。

　だが──ここで足を止めている場合ではない。きっと今いま頃ごろ、ルナは発はつ掘くつ作業に勤いそしんでいるだろう。サクラを助けに行かなければならない。ここで泣き言を言っている場合では──

「…………？」

　ふと、そばに人の気配を感じた。

　エルバは頭をもたげて──凍こおり付いた。

「…………エルバ君……」

　手を伸ばせば届きそうな場所に、サクラが立っていた。







「え……!?」

　予想外の事態に、ルナは目を剝むいた。

　発掘作業中、突然竹たけ筒づつが力無く倒たおれた。

　筒の根本あたりをスコップで掘ほってみるが、何も出てこない。

　竹筒が空気穴になっているというのなら、竹筒のすぐ直下に棺ひつぎが埋うまっているのではないのか。

　掘っても掘っても、何もない。

「……ま、さ、か」

　ルナは気づいた──自分の行っていること、発掘行こう為いが、全くの無む駄だであるという可能性に。

　少し前から、おかしいとは思っていた。土が掘り返されていたのは表面部分のみなのではないか、と。完全な確信が持てない以上、掘るのをやめるわけにもいかなかったのだが──

　竹筒が立っていたあたりを、さらに掘り返す。するととうとう、ガツンという手て応ごたえにぶつかった。

　慌あわててルナは手を速める──が、下から出てきたのは、岩いわ肌はだだった。

　かなり頑がん丈じようそうな岩だ。こんな位置に岩があっては、棺かん桶おけなど埋められるはずがない。

　潮しお時どきだと判断し、ルナは手を止めた。

　この下には、棺はない。サクラはいない。そう考えるしかなかった。

「つまり……シローが噓うそをついたのか？」

　エルバにプレッシャーをかけるために、わざわざこんな細工をしたというのか。

　奴やつならあり得る、とルナは考える。六年前のあの時も、ヤミをエルバの母親に化けさせる、という回りくどい方法をシローは採とった。普ふ通つうに人ひと質じちに取ればいいところをだ。

　そういう風にして、相手を精神的に追いつめるのが、シローのやり口なのだ。

　……となると、サクラは今どこにいるのか？

　少なくとも、この場でただ一人考えてみたところで、答えは出てこない。

　とりあえず、一いつ杯ぱい食わされたことを認め、エルバのところに戻もどるべきだ。

　ルナはスコップを投げ捨て、霊れい園えん入口へと向かった。







　無表情だった。

　エルバを見下ろすサクラは、何の感情も表すことなく、静かに立ち尽くしていた。

「……な……」

　声を出すのも一苦労だった──が、どうにかエルバは声を絞しぼり出した。

「なんで……ここに……？」

「ブラナが──」

　サクラは、魔ま王おうの名を口にした。

「ブラナが、教えてくれたんです。ここだって……」

　いや、聞きたいのはそんなことじゃない、とエルバは思った。

　シローに埋められたはずのサクラが、何故なぜ普通に姿を現したのか。ルナが助け出したにしては早すぎるし、もしそうならルナもいるはず──

「……いや……」

　突然、気がついた。

　サクラが埋められた、というのはシローの口から出ただけの情報に過ぎない、という事実に。

　つまり──埋めたってのは、俺を焦あせらせるためだけの噓だったってのか！

　愕がく然ぜんとして、エルバはシローを見やった。正確には、エルバが惨ざん殺さつした、シローの遺い骸がいを。

「……うう……!?」

　エルバはうめいた。

　もしかして──俺がシローを殴なぐり殺すところを、サクラは一部始終見ていたのか!?
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　サクラは、エルバとシロー、両者に等しく視線を振ふり向けていた。

　まだ、何の感情も表してはいない──が。

　サクラの顔に、エルバは見覚えがあった。

　キレる時の顔だ。

　怒いかりを爆ばく発はつさせる寸前の、静かな顔だった。

　悟さとらざるを得なかった──サクラは、全すべてを見ていたのだ、と。

　頭が真っ白になった。

　サクラがどう出るのか──まったく想像もつかなかった。

　不思議なにらみ合いの時は、永遠に続くかとも思われたが──




　復ふく讐しゆうなんて、ピンとこない。

　半年前、サクラはエルバにそう言った。カエデが、虐ぎやく殺さつ事件の復讐者としてサクラの前に姿を現した時のことだ。

　それは、噓うそ偽いつわりないサクラの本心だった。一族が滅ほろぼされたことも、チェビアトの死も、言うなれば「過去に起きた事件」だ。罪を犯おかした人間は相応の罰ばつを受けるべきだが、その罰を自分の手で下すことには興味はない。

　一方、エルバもテッキもカエデも、仇かたきに対して自らが罰を下すことに執しゆう着ちやくしていた。そこまで執着する理由が、サクラにはわからなかった。

　きっと性格の違ちがいなのだろう、とサクラは思っていた。復讐心を持つことがいいとか悪いとかいう話ではなく、単なる個人としての違いなのだ、と。エルバ達の復讐の手伝いをすることに不服はないけれど、自分が彼らのような苛か烈れつな感情を抱いだくことは決してない、と信じていた。

　間違いだった。

　万ばん人にんの心の内に、スイッチは潜ひそんでいる。それは、普段は目立たず、当人すら気づかない闇やみの中に隠かくれている。が、一度刺し激げきが加われば、スイッチは心の闇の中から浮うき上がる。

　自分の心中にもスイッチが存在していることを、サクラは知っていた。時折、サクラはキレるたびにそのスイッチをオンにし、敵を叩たたきのめしてきた。だが、スイッチはすぐにオフになり、心の内に埋うもれる──というのが、これまでの反応だった。

　けれども、あまりに苛烈な刺激が──たとえば、優やさしくしてくれた兄が目の前で殴り殺されるとか──加わると、スイッチはオンになったまま壊こわれて、二度とオフになることはない。

　その事実を、サクラは初めて知った。




「…………」

　無言のまま、サクラは動いた。

　濡ぬれた地面を踏ふみしめて、歩き始める。

　意外なことに、サクラはエルバともシローとも離はなれた場所に行った。

　廃はい聖堂入口に一番近い柱と、向かい合う。

　両手を柱に当てたかと思うと──

「……ああああ……！」

　サクラは全力で、自分の頭を柱にぶつけた。

　エルバは目を瞬しばたたかせた。

　凄すさまじい勢いだった。言葉では言い表せないような声を立てながら、ガツンガツンと何度も頭を柱に激げき突とつさせる。

　何が起きているのか──もしくは、何が起きようとしているのか──さっぱりわからず、ただサクラを見守るしかなかった。

　いや、単に頭をぶつけているのではない。

　ぶつけているのは角だ。

　テッキの万まん力りきに砕くだかれたのは左の角。サクラは残った右の角を何度もぶつけていた。

　やがて角にはヒビが入る。ミキッと嫌いやな音がして、ついに砕けた。

　弾はじかれた角は、くるくると回転しながら宙を舞まった。

　サクラは空中で角をわしづかみにすると──エルバに向かって投げつけた。

「…………!!」

　狙ねらいは大きく外れていた。角ははるか手前のぬかるみに突つっ込み、少しだけはねて止まる。

　しかし、エルバははっきりと受け取った。その行こう為いに込こめられた怒りが、いかほどのものか。

「エルバ君……!!」

　昂こう然ぜんと顔をもたげると、サクラは一挙にエルバに迫せまった。

　サクラは涙なみだを流していた──憤ふん怒ぬの表情とともに。

「これは！　一体何なんですか……!!」

　エルバに答える間も与あたえず、サクラはしがみついた。

　腕うでと肩かた、シローが刺さした傷を上からつかんで、なんらためらわず指をめり込ませた。

「……がァ……ッ!?」

　激げき烈れつな痛みに、エルバは声なき悲鳴を上げた。

　けれどもサクラは怯ひるまない。

　それどころか、ますます手を握にぎりしめ、傷を深く抉えぐって、全力でエルバを前後に揺ゆすり始めた。

「話し合う、って約束してくれたじゃないですか……!?　なのに、こんなの……!!」

　何度も何度も、後頭部が壁かべに激突する。そのたびに、エルバの視界に火花が散った。

　違ちがう──と余力があれば、エルバは反論、自己弁護をしていたことだろう。先に仕し掛かけてきたのはシローだ、と。

　しかし、既すでに半死半生だったところに、とどめというべき攻こう撃げきが加えられているのだ。抵てい抗こうなどできるはずもなかった。

　加えて、怒いかりで見境が無くなったサクラの腕わん力りよくは、エルバの想像を超こえていた。

「……あうあッ……ぐあッ……！」

　衝しよう撃げきを受けるたびに、悲鳴を上げることしかできない。

「……ぐううう……っ」

　それでも最後の理性を発揮して、エルバは赤い霧きりを放った。どうにか、サクラの手を止めようとする。

　けれども、エルバの精神は混乱の極きわみにあり、なおかつ視界は揺れ、歪ゆがんでいた。霧はあらぬ方向に流れ、ほとんど用をなさない。なんとか、一時的にサクラの腕を固定するのには成功したが──

「……んうう……あああ──ッ!!」

　怒りに任せて、サクラは力ずくで霧を破り、振ふり払はらった。さらにもう一回、エルバを壁に叩たたきつける。

「…………!!」

　決定的な一撃だった。赤い霧は、完全に消え去った。

　さらに四度五度と叩きつけを繰くり返してから、やっとのことでサクラは手を離した。

　壁にもたれたまま、エルバの上体が滑すべり落ちる。とうとう、地に伏ふせてしまった。

　それでも首をひねり、エルバはサクラを見つめる。

　音もなくサクラは数歩引き下がり、ナイフを拾い上げていた。シローの持っていた、長い刃はのナイフを。

　それを使うつもりか──エルバはぼんやり思った。もはや、まともに思考もできない状態だった。

　しばらく、サクラはナイフを見つめ続けていた。葛かつ藤とう、逡しゆん巡じゆんを心の内に抱かかえながら。

　しかしついに心を決めると、──

　大おお股またで踏み出して、ナイフを振り上げた。

　ぼんやりとした目で、エルバは刃が降りてくるのを待った。

　が──

　その刃は、力無く落ちる。

「……まあ待ちたまえ、サクラ・イシザワ……」

　声が、横合いから割り込んできた。

　サクラはすぐさま、エルバは力を振り絞しぼって、声の来た方向を見やる。

　魔ま王おうが、朽くちた柱の上に腰こし掛かけ、地上を見下ろしていた。




「君の気持ちはよくわかる……」

　奇き妙みような神官服に身を包み、両目を閉とざした少女。

　これこそ、遠い昔にこの星に君くん臨りんした魔王のなれの果て、現在の姿だった。ブラナ・ラ・モートの名を名乗り、八眼デイアボリツク争覇パーテイを主しゆ催さいする存在。

　ブラナは柱の上から地上に飛び降りた。

　身を起こして、サクラを見つめる。

「兄の仇かたきを討うちたい、という気持ちはね」

　サクラの顔は無表情に戻もどっていた。エルバに攻撃を加える以前のように。もっとも、目は涙で腫はれ、両手は血に染まり、と凄せい惨さんさが増していた。

「……止めるつもり、ですか」

　無機質な瞳ひとみでブラナを見返し、落ち着いた声で聞く。

「いや、そうじゃない。ただ──お兄さんを生き返らせたくはないか、と思ってね」

　サクラは眉まゆをひそめた。

「……生き返らせる……？」

「まあ聞いてくれ」

　ブラナは説明を始める。その口調は外見、声質に反し、老人のそれだった。

「今回の八眼争覇は、前回のイレギュラーな結末をフォローする形で始めた。前回の最後の生き残りであるシローには、シードという形で今回の八眼争覇に参加してもらった。つまり何が言いたいのかというと、シローの存在のせいで、本来のヤミの契けい約やく者しやが押し出された格好になっている、ってわけでね」

　シローのもとにしゃがみ込んで、ブラナは円盤レンズを取り出した。漆しつ黒こくの色をした、闇やみ照てらしの魔神の円盤を。

「受け取る気はないかね？　兄の復活をかけて、今から八眼争覇に参加しないか？」

　サクラの目が、驚おどろきに見開かれた。

「……私が……？」

「そう。もちろん、修しゆ羅らの道行きにはなる。途と中ちゆうからの参加だから、残りの契約者を全すべて倒たおすくらいのことをやってもらわなきゃならない」

　必然的に、そうならざるを得ない。残る契約者三名、エルバ、テッキ、カエデは同盟を組んでいるのだから。

「仲間を全員倒してでも、兄を蘇よみがえらせる──その覚かく悟ごがあるならば、私の目を取りたまえ」

　エルバは、見ていることしかできなかった。

　サクラの顔に、わずかに恐きよう怖ふらしき色が宿る。

　だが、それでも──

「お兄ちゃんに──」

　サクラは天を仰あおいだ。

「お兄ちゃんに、そばにいて欲しい……こんなお別れはイヤ……」

　そして、円盤を取り上げた。

　手に取った円盤をしばしの間見つめた後、サクラは自分の右目にはめた。

「や……め……」

　最後の力を振り絞り、エルバは声を上げようとしたが、サクラの心には届かない。

「……闇照の魔神と契約します……召喚コンタクト……！」

　宣言すると、周囲の塵ちりが輝かがやき出し──

　一いつ瞬しゆんの後、ヤミ・ヤタが再び姿を現していた。

　復活したことに特に疑問を持つ風もなく、ヤミはサクラに向き直った。飼い主の命令を待つ犬のように、サクラを見る。

「お願い……」

　サクラの声に応じて、ヤミはマントを翻ひるがえす。

　マントの下から現れたのは、他ほかならぬシロー・イシザワだった。

「……フッ」

　エルバを見下ろして、シローは言った。

「もう一回、決着をつける必要があるようだな、我が弟よ」

　ふざけんな、俺はおまえの弟じゃねえ、とエルバは言い返したかった。が、もはや拳こぶしを握にぎりしめるほどの余力もない。

「結構。実に結構」

　満足そうに、ブラナは言った。

「それでは、この場はこれでお開きとしてもらおうか」

　軽く驚いて、サクラはブラナを見る。

「彼が、ここまで捨て身で戦ったのも──」

　ブラナはエルバを指し示した。

「ヤミとシローが最後の相手、と割り切っていたからだ。まさか、ヤミが新しく契約を交かわすなんて、思ってもいなかっただろう。私にとっても未み曾ぞ有うの出来事だしね。……そんな彼を今この場で潰つぶすってのは、あまり面おも白しろいことではないね。グレン・ダールも怒おこるに違ちがいない」

「…………」

　サクラは肩かたを落とした。

「そう、ですか。わかりました」

「シローは私に任せてくれ」

　ブラナはシローの死体を見やった。

「無から有を作るより、既すでにあるものを直す方が容易だからね」

「……お願いします」

　サクラは軽く一礼すると、最後にエルバに一いち瞥べつをくれた。何の感情もこもっていない、うつろな目を向ける。

「…………」

　エルバは、その目に射すくめられた。何も言い返せなかった。待ってくれ、と声を上げることすらできなかった。

　やがて、サクラは身を翻した。シローの姿をしたヤミを従えて、廃はい聖堂から去っていく。

「君の命を救ってあげたことになるのかね」

　皮肉っぽく言って、ブラナは唇くちびるを歪ゆがめた。

「死ぬほどつらそうだが、死にはすまい。いずれルナが戻もどってきて、助けてくれるだろう。傷を治して、最後の戦いに挑いどむことだ」

　ブラナの言葉を、エルバは最後まで聞いていなかった。とうとう限界に達し、意識は闇に吞のまれていった──







「な……なんだ……!?」

　驚きよう愕がくのあまり、ルナは立ち尽つくした。

　廃聖堂前には、想像外の光景が広がっていた。

　カナティックの死体が雨に晒さらされ続けているのは、まだわかる。

　エルバは、凄すさまじい血だまりの中に伏ふせ、微び動どうだにしていなかった。

「何が起きた……!?」

　慌あわててルナはエルバに歩み寄り、容よう態だいを確かく認にんした。呼吸こそしているようだが、あまりに弱い。命が失われつつある、という死の気配が、はっきりとあった。

「冗じよう談だんじゃない……！」

　ふと我に返り、ルナは周囲を見み渡わたす。まさかシローが近くに潜ひそんでいるのか、という可能性に気づいたのだ──が、人の気配らしきものはどこにもない。聖堂の中にも。

「早く手当てしなくちゃ……！」

　ルナは、エルバを抱かかえ上げた。魔ま神じんたる自分がこうして虚きよ体たいを構成していられるということは、契けい約やく者しやはまだ生きているということだ。だが、このままほっとけば、半時間も待たずにルナの身体からだは消え去るかと思われた。

「まだ死んじゃダメだ……！」

　力を失ったエルバにそう呼びかけつつ、ルナは宙へと舞まい上がった。
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　ある日の朝、三十八区で警察官ボンダーマンの惨ざん殺さつ死体が発見された。

　発見時には、既に死後数日経たっているものと思われた。現場がもとより人ひと気けのほとんどない三十八区であることに加え、死体が廃屋内に隠かくされていたのである。

　所持品から、死体がボンダーマンであると特定された。というのも、死体は損そん壊かい状態がひどかったからだ。数日という時間は、虫がたかりカラスが集まるには十分である。そんな状態だったからこそ、たまたま近くを通りかかった人間が、死体を見つけることができたのだった。

　ただ、調査にあたった警官は、ボンダーマンの死体の損壊が人じん為い的に起こされたのではないかという可能性に気がついた。いかにカラスが頭のいい動物とはいえ、腸ちようだけをピンポイントで引きずり出し、しかもそれを音おん符ぷの形状に整えて置くなどという真似まねなどできるはずもない。

　先に同じ三十八区で起きた警察官殺しとの関連性が、すぐに想起された。しかも先の被ひ害がい者しやスパーキンは、ボンダーマンの友人だ。というわけで、怨えん恨こんの線で軍警察は改めて捜そう査さを開始した。

　しかし、軍警察が真実にたどり着くことはないだろう──真犯人は、既に死んだことになっている人間なのだから。







「……これか」

　事務所の金庫を開き、カエデはその中身をテーブルの上に取り出した。

　書類は見事にまとまっていた。事務所の賃ちん貸たい契けい約やく書しよ、銀行預金通帳、その他カナティックの持っていた財産に関する書類、現在請うけ負おっている仕事の処置についての覚え書き、等々。

　覚え書きの中には、遺書に関する指示もあった。弁護士アセンズ氏（博物館でも世話になっている弁護士だ）に遺書を預けてあるので、財産処分については彼の助言を受けるように、という。

　既すでにアセンズ氏から、遺書の内容について開示を受けていた。その内容は、清算ののち余った財産は、全すべてバベルハイズ自然史博物館に寄き贈ぞうする、というものだった。

　資料類は、つい最近まとめられたものらしかった。ふと事務所を見渡してみると、普ふ段だんは忙いそがしくて乱雑に散らかっている室内が、今ばかりはすっかり整理整せい頓とんされている。

「覚かく悟ごを決めていたんですか、カナティック先生……」

　カエデは肩かたを落とした。

「そのようでおじゃるな」

　マロも驚おどろきを隠さなかった。

「マロどもがおらぬ間に、こうも見事に片づけておったとは」

　整理はされていても、カナティックがついさっきまでそこにいた、という気配は多分に残っていた。今まさに部屋の扉とびらが開き、フィッシュヘッドが入ってくるのではないのか──そんな錯さつ覚かくにもとらわれる。

　しかし、カナティックは死んだ。もういないのだ。

　カエデにとっては、ただの三ヶ月ほどしか接せつ触しよくする機会の無かった人物だ。しかし、住む場所を融ゆう通づうしてくれた恩人である。その喪そう失しつ感は少なくはない。

「せめて遺産整理は、私が責任をもって始末をつけさせてもらいます。心おきなく天国に向かって下さい」

　いまや、それくらいしか死者に報むくいる方法はない。後こう悔かいの念にかられながら、カエデは死者の冥めい福ふくを祈いのった。

「……ただ」そして、最後に一つ付け加えた。「エルバが後を追いかけようとしているんだったら、蹴け落おとして地上に戻もどして下さいよ」







　エルバは、カナティックではなく、父親に会っていた。

　砂すな浜はまのふちに、エルバは裸足はだしで立っていた。寄せては引く波が、繰くり返し足を洗う。

　彼方かなたには、はるかな海が広がっている。どこまでも続く青い海、青い空。

　天気は快晴だ。しかしその割に、背中が寒い。陸の側へ行けば行くほど、気温が低くなっているように思われた。空模様も怪あやしく、暗い。

　反面、海の側は暖かかった。海面からの照り返しで暖められた快適な風が、海を渡わたって吹ふきつけていた。

　その海の彼方から、桟さん橋ばしが延びている。

　桟橋は通常とは逆に、海の向こう側から岸に向かっていた。エルバの立ち位置に向かって一直線にやってきて、砂浜に届く少し手前で切れている。浅い海面を少し歩けばたどり着ける距きよ離りだった。

　そして、その桟橋の突とつ端たんに、父が立っていた。

　あの日、シローとヤミに殺された日の服装で。

「…………」

　波打ち際ぎわを挟はさんで、親子は黙だまって向かい合う。

　チェビアトはエルバを見つめていた。穏おだやかな、懐なつかしい、優やさしい眼まな差ざしで。

　しかし、ただ見つめるだけで、それ以上の意思をくみ取ることはできない。こっちに来いと誘さそっているのか、さっさと戻れと拒きよ絶ぜつしているのか──

「好きにしろってか」

　エルバはそう考えることにした。

　ついさっきから、エルバは手に感かん触しよくを覚えていた。

　誰だれかがエルバの手を引いている。

　エルバの隣となりには、誰もいない。どこまでも続く海と砂浜に、存在する人間はエルバとチェビアトただ二人だけだ。

　それでも、誰かがエルバの手を取っていた。

　見えざる手は、陸地の側へとエルバを引っ張っている。

　冷たい空気の中、その手は熱を帯びていた。

　温かい手が、エルバをがっちりとつかみ、引き留めていた。絶対に海の向こうへはやらない、と言いたげに。

　その手を、振ふり払はらう気にはなれなかった。

「……どうやら、まだそっち側にはいけないらしいや」

　エルバは父に語りかけた。

　父の表情には何の変化もない──が、一歩退くと、身を翻ひるがえした。桟橋の上をまっすぐに、海の彼方かなたへと歩み去っていく。

　無言で、エルバは父の後ろ姿を見送った。

　そう、まだ行けないんだ──エルバは思った。

　そこが冷たい風の吹く厳しい大地だとしても、戻らなければならない。俺にはまだ、こっち側でやるべきことがある。そして、待っている人達もいる──







　最初に視界に入ってきたのは、テッキの寝ね顔がおだった。

「…………？」

　ベッドの横手に座っているテッキは上体を折り、シーツ上に覆おおい被かぶさる体勢で、静かな寝息を立てている。

　テッキの上半身の重みを、エルバは自分の胴どうで感じていた。

　そして、やっと気づいた──自分が、自分の寝しん室しつのベッドに横たわっていることに。

　身体からだを動かすと、びくりとしてテッキが目を覚ました。エルバと目が合うや否いなや、

「エルバ！」

　一気に身を寄せ、顔をのぞき込んだ。

「大だい丈じよう夫ぶですか!?」

　エルバはすぐには答えず、身体を起こそうとした。途と端たん、

「……あだだだだ」

　全身に激痛が走った。あきらめて、ベッドに身を委ゆだねる。

　身体中に包帯が巻かれていた。右目の上にも包帯が巻かれているため、視界が塞ふさがっている。テッキは左側にいるので、視し認にんするのに特に問題はなかったが。

　テッキはエルバの左手を握にぎっていた。エルバがじーっと注視していると、

「……あ」

　テッキは慌あわてて手を離はなした。

　だんだん状じよう況きようがわかってきた。誰かが──多分ルナだろうが──エルバを博物館に連れ戻してくれたのだ。

「……テッキがいるってことは」恐おそる恐る、エルバは言った。「少なくとも、ここは天国じゃないんだな」

「……それはどういう意味ですか」

　皮肉の気配を感じて、テッキの表情は険しくなった。

　しかしエルバとしては、皮肉でもなんでもなかった。

「いや、文字通りの意味だ。……おまえが、俺を海から引き戻もどしてくれたんだな」

　言って、じっと自分の左手を見つめる。

「……海？」

　意味がわからず、テッキは不思議そうな顔をした。

　命を取り留めることができたらしい。

　すぐには、何の感かん慨がいも湧わかなかった。生き残ることができて嬉うれしい、とも、あのまま死ねれば楽だったのに、とも。生きている、という事実を、エルバの心はただ事実として受け止めるだけだった。

「そういや」エルバは声を上げた。「テッキこそ大丈夫なのか。ひどい熱で寝込んでたんじゃ──」

「もう治りましたよ」テッキは答えた。「いつまでも寝てられますか」

　本当かよ、とエルバは思った。廃はい聖堂に向かった時も、まだ錯さく乱らん状態だったはずだというのに──

「あ、起きた？　エルバ」

　その時、ルナが室内に入ってきた。

「三日ぶりだね。気分はどう？」

「最悪だ」

　少しの間を置いてから、

「……三日ぶり？」

　エルバは問い返した。

「うん。あ、気づいてない？　君は三日間、ずっと眠ねむり続けてたんだよ」

「…………マジか」

「噓うそをついても仕方ないだろ。ま、あれだけひどい出血だったんだ、すぐには起きられないだろうと思ってたけど」

　にわかには信じられなかった──が、信じるしかなかった。目が覚めた時から、ずっと全身にひどい疲ひ労ろう感がのしかかっている。今まで感じた例ためしのない、不気味な疲労感だ。声に張りがないのが、自分でもよくわかる。

「テッキちゃんが看病してくれたんだ。病み上がりだってのに。感謝しなよ」

　ルナが言うと、テッキは妙みように慌てた。

「ちょ、ちょっとルナ！　そんなこと言わなくてもいいですよ！」

「ファルナちゃんの前例があるからねえ。エルバを担かつぎ込んだ時の、テッキちゃんの取り乱しようと言ったら──」

「あー！　わー！」

　いきなり立ち上がって、テッキは思い切り声を張り上げた。

「取り乱してなんかいません！　ワタクシはエルバなんて『ツバでもつけとけばすぐ治る』って思ってましたとも！　ええ！」

「……その割には、看護疲づかれするほどに看護していてくれたみたいだが」
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　エルバの指し摘てきに、テッキはあさっての方向を向いた。

「ワタクシが臥ふせっている間に、色々と看病してくれたみたいですからね。借りを返しただけですよ」

「……さよか」

　エルバは短く言った。

「とにかく、ありがとう」

　素す直なおに感謝の言葉を投げると、

「どういたしまして」

　テッキは緊きん張ちようを解いて、小さな笑えみを見せた。

「エルバが目を覚ましたのはいいニュースだけど」ルナが言った。「悪いニュースもある」

「なんだ。まさか俺の墓石の注文でもしてたんじゃねえだろうな。キャンセル料はびた一文払はらわんぞ」

「違ちがう。サクラちゃんが見つからないんだ」

「…………」

　つい、エルバは黙だまり込んでしまった。

　突とつ如じよとして、雨の降る廃聖堂前での出来事が、脳のう裏りに蘇よみがえる。

　何よりも鮮せん烈れつに焼きつけられたのは、サクラのあの狂きよう態たいだ。

　明白に、サクラはエルバを殺そうとしていた。

　自然と、エルバの身体からだが震ふるえ始めた。

「竹たけ筒づつの生えていた場所を掘ほり返したんだけど」

　エルバの様子に気づかず、ルナは話を続ける。

「何も出てこなかった。きっとシローが噓をついていたんだろう。サクラちゃんはどこにいるのか、いまだに見当つかなくてね。おまけに、シローも見つからない。……エルバ、あの後、一体何があったの」

　そうか、とエルバは得心した。何が起きたのか、知っているのは自分だけなのか、と。

　全すべてを伝えなくてはならない。そう思っただけで、エルバの心は重く、暗くなった。

「……はあ……」

　思わず、ため息をつく。

「こんなことなら、海に行った方が良かったかも……」

「は？」

「いや、なんでもない。冗じよう談だんだ」

　エルバは首を横に振ふろうとした。が、痛みが走ったので、すぐやめる。

「カエデはいるか？　いるなら呼んできてくれ。……こんな話、二度もしたくない」

　カエデを部屋に呼び寄せた後、エルバは全てを語った。







「やあ、フィールディング。首しゆ尾びはどう？」

　地下研究所に帰ってきたフィールディングに、セブンデイは声をかけた。

「仇かたき討うちは、済ませてきた」

　右みぎ腕うでにヘンリエッタをぶら下げながら、フィールディングは答えた。

「それは良かった」

「ただ……もう一人、始末をつけるべき人間が増えた」

　無表情に、フィールディングは付け加えた。

「そうなの？」セブンデイは興味を引かれた。「実行犯がまだいたの？」

「そうじゃない。あの二人に、命令を出した奴やつがいる。バルヒーヨと連中の間にいた奴だ。名前はルシアン・パラドール」

「パラドール？　もしかして、連れん邦ぽう総そう督とくの……？」

「そうだ」

　フィールディングが答えると、セブンデイは考え込んだ。

「ヘンリエッタが、『おまえの敵』と言った。あいつのことを知っているのか？」

「知っている」セブンデイは即そく答とうする。「だったら……彼に手を出すのは、待って欲しいね」

「何故なぜだ」

「彼は厄やつ介かいな相手だよ。一ひと筋すじ縄なわではいかない……とはいえ、彼を潰つぶしたいってのは、僕も同じ気持ちなんだよねー」

「おまえも、あいつに恨うらみがあるのか」

「恨みって程ほどじゃないんだけど……ねー」

　適当に、セブンデイは言葉を濁にごした。

「とにかく、今はダメだ。彼をやるには、色々と準備をしなきゃならない。あとで必ずやるから、今は我が慢まんして欲しいなあ」

「……なら、その言葉を信じよう」

　一応、フィールディングは納なつ得とくした。

「それより、君にやって欲しいことがある」セブンデイは話題を変える。「まずいことになっててね」

「まずいこと？」

「クルトとランコが帰ってこない。多分殺された」

「…………そうか」

「ま、彼らはどうでもいいんだけど、鬼き神しんの円盤レンズを回収しないとねー。僕の作品を盗ぬすまれたら困る。……ってわけで、そろそろ僕のために働いてほしいのさ」

　フィールディングはすぐには答えず、ヘンリエッタを見やった。

　ヘンリエッタは無言のまま、フィールディングを見上げている。少し、心配そうな目で。

「そろそろ……」フィールディングは言った。「声がかかるとは思っていた。ただ……俺一人でやれってのか」

「そんな無茶は言わないよ」セブンデイは笑った。「フォング！　フォングー！」

　少しすると、呼びかけに応じて、室内の奥の扉とびらが開き、フォングが入ってきた。

「お呼びですか、名めい誉よ所長……」

　フォングは、二人の人物を伴ともなっていた。

「彼に二人を紹しよう介かいしようと思ってね」

　そうフォングに言ってから、セブンデイはフィールディングに向き直った。

「追加人員が先ほど到とう着ちやくした。この二人と協力してあたってくれ」

「……ふ～ん」

　二人のうち一人、熊くまのぬいぐるみを抱だいたオーラン人の少女が、ヘンリエッタに近づいてきた。

「かわいい子ですねー。お名前は？」

　フィールディングの許しを得てから、闇やみ照てらしの鬼神は答えた。

「……ヘンリエッタ」

「いい名前。私の名前はホタル・ヤジマですぅ。そしてぇ、こっちはティッピー」

　ホタルは自己紹介してから、ぬいぐるみを前に突つき出す。

「ハーイ！　僕ティッピー！」

　やや声こわ音ねを変えて、ホタルは熊の代弁をした。

　ヘンリエッタは黙だまったまま、とりあえず頭を下げてみた。

「……困ってるじゃないか」

　もう一人、銀ぎん髪ぱつの娘むすめがホタルをとがめた。

「興味を引いてほしいんなら、腹話術でもマスターでもしたら？　ンフフ」

「……彼女は？」

　銀髪の少女を示しつつフィールディングはセブンデイに問うた。

　途と端たん、銀髪の少女は鋭するどく手を伸のばして、フィールディングの左腕を摑つかんだ。

「僕の名はコーマック・アードレー。女じゃない、男だ……！」

　強く握にぎりしめながら主張する。

「……なんだと？」

　フィールディングは訝いぶかしんだ。その身体つき、顔立ち、長い髪かみも、全すべて少女のようにしか見えなかったからだ。

「そうそう、彼は男の子ですぅ」ホタルが言った。「そういうことにしておかないと、殴なぐられるですよぉ」

「……そうか」

　フィールディングは納得することにした。「彼」だろうが「彼女」だろうが、さしあたりどうでもいい。

「済まなかった。俺はジョナサン・フィールディング」

　謝罪して、握あく手しゆを求める。

　アードレーは表情をゆるめ、手を握りかえした。

「わかってくれたら、それでいいよ。ンフフ」

　握った手の感かん触しよくは、やはり少女のそれにしか思えなかった。

「二人と協力して、円盤を取り返してきて欲しい。魔ま神じん打だ倒とうの任務も継けい続ぞくだよ」

　セブンデイが命令を下す。

「ランコがやられたそうですねぇ？　仇かたきくらいは取ってあげてもいいかもですぅ」

　ホタルは嬉き々きとして語った。

「博物館の奴やつらには、貸しがある。きっちり返さなくっちゃねえ」

　アードレーは短く笑う。

「……二人ともやる気満々そうで、実に心強い」

　フィールディングは投げやりに言った。

「君は、あまりやる気が無さそうだね」

　セブンデイが言うと、フィールディングは首を横に振ふる。

「そんなことはない。あんたとの契けい約やくは守る」

　そう言って、フィールディングはヘンリエッタを引き寄せた。

「ヘンリエッタのためにもな」

　ヘンリエッタは兄を見上げて、安あん堵どの笑えみを浮うかべた。







「……だいたい、わかってもらえたかな」

　ボルとマロに対する説明を、ルナは終えた。

　がらんとしたラウンジの片かた隅すみ、大窓のそばで、三柱の魔神がひとかたまりになっていた。過去、エルバの記き憶おくを封ふうじた経けい緯いについて、ボルとマロに説明する必要を感じて、ルナが招集した会合だった。

「そんなことがあったのかよ」ボルは触しよく手しゆをうねらせた。「それで、エルバと揉もめてたのか。災難だったな」

「そのような真実とあれば、お主の配はい慮りよもごく自然でおじゃろうな」

　マロはそう所感を述べた。

「……どうだったんだろうね」

　けれども、ルナは首を横に振った。

「適当なタイミングで、事実を教えておくべきだったのかもしれない。まさか、記憶を封じていたことが、こんな裏目に出るとはね……」

　ルナはひどく後こう悔かいしていた──結果論ではあるが。

　エルバは、シローを殺すべきではなかった。少なくとも、あのタイミングでは。

　しかし、チェビアトの死にまつわる真実を思い出してしまった以上、エルバが逆上するのも無理からぬ話ではある。結果、サクラの離り反はんを招いてしまったことについて、ルナは責任を感じずにはいられなかった。

「結果論だろうが」

　ボルは大きな目でルナを見つめた。

「こんなことになるなんて、誰だれが予想できるんだ。俺達は魔王様じゃねえんだからよお」

「そりゃ、そうなんだけどね」

　ルナは答えた。が、その表情は浮かない。

「……フホホ」

　着物の袖そでで口元を隠かくしながら、マロは笑った。

「おぬしの憂うれい顔を見るのは珍めずらしいでおじゃるな」

「……何か悪いかい」

「いいや、何も」マロは首を振る。「マロも、常にカエデのことを思っては愁しゆう嘆たんにくれておるからの。この娘むすめを生き延びさせるにはいかがすべきか、と」

「おまえのツラには嘆なげきの表情を作る器官が存在しねえだろうが」

　ボルがツッコミを入れる。

「諸君のようなガサツの輩やからには、マロの繊せん細さいな表情は読み取れぬであろ」

　しれっとマロは言い切った。

「しかし、いつからであろうな？　マロどもが契約者のことについて色々と思い悩なやむようになったのは」

「……さあて。言われてみれば、いつからだろうね」

　ルナは両手を頭の後ろで組んだ。

「たしかに」ボルが頷うなずく。「昔の俺達は、契約者に言われるがままに動くだけの存在だった。だが最近はこの通り、魔神同士でツラつき合わせ、契約者の悪口を言い合うほどになっている。俺達も俗ぞくになったというか、人間に似始めているというか、まあとにかく変わっちまったもんだな。ゲハハハ！」

「ま、人間というものは面おも白しろいからね」

　わずかに、ルナは口元をゆるめた。

「真似まねせずにはいられなくなるんだろうさ。ヤミじゃないけど」

「そうさのう」マロは和した。「マロ的には、クラヴリーの奴めが面白くて仕方のうてな。ランコの話は聞いたでおじゃるか」

「ランコが実は死んでなかった、とは聞いてるけど」

　ルナが答えた。

「その後、クラヴリーが身み柄がらを引き取ったらしい。『前からこの子は私専属のメイドにしてみたかった』とか言って。鬼き神しんどもに博物館を落とされた時のために用意した隠れ家で、看病してやってるそうな」

「……やるなあ」

　ルナとボルは、同時に言った。

「あの娘、命に別状はないが、大おお火傷やけどで、エルバといい勝負くらいに重傷だそうな」

「……『エルバといい勝負』ってことは、庭を歩くくらいはできるのか？」

　問いかけつつ、ボルが大窓の外を指さした。

　見やれば、博物館の庭を、寝ね間ま着き姿のエルバが松まつ葉ば杖づえをつきながら歩いていた。

「あれれ」ルナは驚おどろいた。「何をやってるんだ……」

　ルナは大窓から出ようとした──が、足は止まった。

　少しすると、エルバ目がけてテッキが早足で歩いていくのが見えた。

　テッキに任せればいい、と思ってルナは胸をなで下ろした。

「おぬし、迷まよっておるのか」

　ルナのためらいを見て、マロが問いかける。

「……まあね」

　ルナは認めるように息を吐はき出した。

　ルナとエルバの間に、壁かべが生まれていた。お互たがいがお互いに隔かく意いを抱いだいている。エルバはエルバで、ルナに遠えん慮りよを感じていた。「何故なぜ記憶を封じたことすら隠すのか」という怒いかりに満ちた疑問に、十二分に過ぎる答えが与あたえられたからだ。ルナに対してとってきた態度は無ぶ思し慮りよに過ぎた、とエルバは自覚しているらしい──真実を知った今となっては。

「早々に修復しないと、足あし下もとをすくわれるでおじゃるよ。八眼デイアボリツク争覇パーテイはまだ続くでおじゃるからな」

　そう。ヤミが真の八人目の契けい約やく者しやと契約して、再度敵に回った。八眼争覇は続行である。

　しかも、敵はサクラだ。魔ま神じんたる者、誰が敵であろうと戦う覚かく悟ごはある──というか、契約者の命じるままに戦うのが、魔神の本能だ。人が物を食べるように、魔神は敵を滅ほろぼす。それだけのことだ。

　問題は、契約者が戦うことを命じてくれるかどうか、だ。

　ルナは、窓の内側からエルバとテッキの姿を眺ながめやった。

　一応、エルバは父の仇かたきを討うつという願いを叶かなえることはできた。だが、一度八眼争覇に首をつっこんだ以上、願いを叶えてハイさようなら、というわけにはいかない。

　おそらくこれは、魔王の仕組んだ運命なのだろう。たとえサクラが相手であろうと、戦うことは不ふ可か避ひであるに違ちがいない。決着をつけなければ、死の舞ぶ踏とうから逃のがれることはできないのだ。

　ルナは危き惧ぐを覚えずにはいられなかった。

　──君は、これ以上戦うことが、サクラちゃんと戦うことができるのか？







「……遠い……」

　博物館の庭を一人でよたよたと歩きながら、エルバは呟つぶやいた。

　重傷を負ったエルバではあったが、幸いにして、後こう遺い症しようとして長く尾おを引く怪け我がはなかった。骨折もなく、麻ま痺ひもなく、歩くことに支障はなかった──歩くたびに全身の傷が悲鳴を上げる、という苦しみを除けば。

　エルバは松葉杖をつきながら歩いた。松葉杖の代わりに悪あく魔まを使った方が手っ取り早くはあるのだが、今は日の光に自分の身を晒さらしたい気分だった。

　地面に半ば埋うまっている岩のそばに寄って、腰こしを下ろす。

　その場所からは、菜園が見えた。サクラが色々と手をかけていた菜園は、秋の収しゆう穫かくの時を迎むかえている。

　半年前のことを思い出す。種がまかれたばかりの畑の前で、エルバはサクラに約束したのだ──行方ゆくえ知れずのシローを捜さがし出し、会わせてやる、と。

　まさかこんな結末を迎えるだなんて、あの頃ころには想像すらしていなかった。

　想像できるはずがない。サクラと対立することになるだなんて。

　しかしいまや、サクラにとってエルバは兄の仇だ。父の仇を討ったエルバが、どうしてサクラに「仇討ちなんてやめろ」と言えるのか。

　言えるはずがない。

「……一体どうすりゃいいんだよ」

　エルバは嘆なげいた。嘆くより他ほかに、何も思いつかなかった。

　空を仰あおぎ、呆ぼう然ぜんとしていると──

「……エルバ！　エルバ！」

　慌あわてたようなテッキの声が聞こえてきた。

　見やると、テッキがエルバの方に駆かけ足で近づいてきていた。

「何してるんですか！　寝ねてなきゃダメでしょう!?」

　血相を変えてエルバに取りつき、腕うでを引っ張ろうとする。

「うるせえなあ。大だい丈じよう夫ぶだって」

　面めん倒どうそうにエルバは腕を払はらおうとするが、テッキはあきらめない。

「ダメです！　ベッドでじっとしていなさい！」

　さらに力がこもる──と、さすがにエルバの身体からだに痛みが走る。

「…………！」

「あ……すいません」

　エルバの声にならない悲鳴に、テッキは手を離はなした。

「心配すんな。俺はもう動ける」

　エルバは再び岩に腰を下ろした。

　かなりの強がりではあった。今この場で全力疾しつ走そうでもしようものなら、おそらく五メートルも行かぬうちに全身の痛みで失神してしまうだろう。

　しかし、おとなしく寝ていられる状じよう況きようではない。八眼争覇は続いているし、セブンデイズ・デモニアクスもいつ動くかわからない。早急に、いつでも活動できる状態に戻もどらなければ。

「ベッドで寝てるのは、もう飽あきた」

　エルバはそう付け加えた。

「そもそも、あのナマコはなんなんだよ」

　つい先日から、エルバのベッドのサイドには水すい槽そうが据すえられていた。中で泳いでいるのは、不気味な色をしたナマコである。

「クラヴリーが、ワタクシへの見み舞まいとして持ってきてくれたんですが……」テッキは答えた。「ワタクシはこの通り治りましたので、あなたの部屋に設置してみたのです」

「一つ言っておくが、病びよう床しようでナマコを眺めてても、心は安らがないぞ」

「ワタクシも同感です。というか、文句はクラヴリーに言って下さい。見舞いにナマコだなんて、一体どういうセンスをしているんだか」

「それはおまえの寝言が原因だろうが」

「……どういう意味ですか？」

　真顔でテッキは聞き返してきた。

「……いや、なんでもない」

　どうやらテッキは、うわごとを呟いていたことを覚えていないらしい。

「包帯とガーゼ、取り替かえました？　身体拭ふいてます？」

　テッキは話題を変えた。

　エルバは、あさっての方向に視線をさまよわせた。

「……やってないんですか」

　テッキはすぐに悟さとり、またエルバの腕を引っ張った。

「不ふ潔けつだから毎日やりなさいって言ってるでしょ！　来なさい。手伝ってあげます」

「自分でやるって。いや、だから、──」

　今度は肩かた口ぐちに激痛が走り、エルバは顔を歪ゆがめてしまった。その場にへたり込む。

「あああ……申し訳ありません」

　テッキはエルバのそばにしゃがみ込んだ。

「いや、大丈夫」エルバはテッキを気き遣づかった。「しかしテッキ、随ずい分ぶん世話を焼いてくれるな。そんなキャラだったか？」

「……なんか、そういう言われ方をするのは心外ですね」

　テッキは眉まゆをひそめた。

「ああ、悪い」エルバは謝った。「その……おまえにこうも優やさしくされるなんて、思ったこともなかったからな」

「な……！」

　テッキの顔が、いきなり真っ赤になった。

「突とつ然ぜんなに言い出すんですか！　それは単に、さきに看病してもらったことに対するお返しであって、──」

　一人で勝手に慌て始めたが、すぐに自分を取り戻して、肩を落とした。

「──いえ、まあ──そうかもしれませんね」

　よくわからない自己完結をする。

「担かつぎ込まれてきた、ボロボロの姿のあなたを見て、改めて認にん識しきしたのですよ──ワタクシ達は、明日をも知れぬ戦いの中に身を置いているのだ、とね。長らく平和な時間が続いていたんで、忘れかけていましたけど。……そしてもう一つ──」

　しばらく黙だまり込んだ後、

「いえ、やめておきましょう」

　テッキは首を振ふった。

　重傷のエルバの姿を見て、テッキは大いに取り乱した。後から思い出してみて、我ながら何故なぜああまで取り乱したのか、と疑問に思うほどに。

　答えは考えるまでもない。エルバの死という可能性に思いあたった瞬間、異常な喪そう失しつ感を覚えたからこそ、テッキは激しく動どう揺ようしたのだ。テッキにとって、エルバの存在はそれだけ大きくなっていた。

「それにしても……」

　代わりに、テッキは菜園に目をやった。

「そろそろ、収穫の時季でしょうかね」

「ああ……俺も、気になっていた」

　立ち上がって、エルバは野菜と向かい合った。

「いえ、あなたは無理しないで下さい。デイジーとカエデに頼たのみましょう」

　テッキはエルバを制した。進み出て、菜園に足を踏ふみ入れる。

「せっかくの食料、腐くさらせるわけにはいきませんからね」テッキは言った。「腐らせたら、あとでサクラに怒おこられるでしょうから……」

　エルバははっと息を吞のみ、

「……ああ……そうだな……」

　声を絞しぼり出すようにして、答えた。







　ブルティエールの東、東番外地のさらに向こう側には、小高い丘おかがある。

　連れん邦ぽう首都の町並みを見下ろす、崖がけに張り出した大岩の上に、サクラは立っていた。

　そのすぐ背後には、シローの姿をしたヤミが、付き従うようにたたずんでいる。

「…………」

　廃はい聖堂での一部始終を、サクラは思い出す。

　何故自分があれだけのことをやったのか、まだ信じられない思いだった。

　血だまりの中に倒たおれたエルバの姿が脳のう裏りにフラッシュバックするたび、ひどく心が揺ゆらぐ。

　しかし──兄の最さい期ごの姿が、全すべての迷い、ためらい、後ろめたさを焼き滅ほろぼす。

　シローは無む惨ざんに殺された。だからサクラは、シローを殺したエルバを殺そうとした。

　自分で選んで、自分でやった。

　自分のやったことには、自分が責任を持たなくてはならない。

　その結果を、全て黙って受け入れる。

　もう二度と、博物館に戻もどることはできないだろう。もはや退路はない。

　ならば、前へ進むだけ。

　進むしかないのだ……

「お願いです、お兄ちゃん……」

　苦く悩のうの表情で前を見つめたまま、サクラはシローに体重を預けた。

「私のそばにいて……私を支えて下さい……」

　体重を預けられて、シローはサクラの肩を抱だいた。

「大だい丈じよう夫ぶ。サクラは為なすべきことをしただけだ。自分の信じる道を行け。俺はいつでもおまえのそばにいる」

　優しい声で、そうささやきかける。

　シローの姿こそしているが、本物のシローではない。そのことを、サクラはわきまえていた。このシローは、サクラの記き憶おくの中のシローが実体化したものだ、と。

　つまりシローの優しい言葉も、サクラがそう言って欲しいと思っているだけのことに過ぎない。むなしい一人芝しば居いのようなものだった。

　それでも今は、兄の腕うで、快い言葉のうちに、身を委ゆだねていたかった。

　冷たい風が丘を吹ふき抜ぬけて、サクラの髪かみを揺らした。

　秋はまだ始まったばかりだった──が、いずれ来るであろう秋の終わり、冬の始まりの気配を、風はわずかにはらんでもいた。
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　六むつ塚づかです。

『レンズと悪あく魔ま　Ⅸ魔ま神じん劫ごう罰ばつ』をお届けします。




　諸しよ事じ情じようにより五ヶ月ぶりの刊行となってしまいましたが、皆みな様さまお元気でしょうか。

　話を忘れてしまったという方は、八巻の五章を読んでから九巻に取りかかることをお勧すすめします。九巻の冒ぼう頭とうは八巻のラストシーン直後からの続きになりますので。




　さて、この九巻は、八巻で持ち上がった大問題の解決編です。今回の見どころは、こんな感じで。




　①テッキのナマコハンティング・イン・ドリームフィールド

　②セブンデイお嬢じようさんの火遊び大作戦

　③シロー、掘ほったり掘らなかったり




　そういえば、八巻が出る直前くらいに、僕ぼくの地元でドえらい地じ震しんが起きまして。

　幸い実家の方はなんの被ひ害がいもなく、薪まきストーブの設せつ置ち位置が少々ずれただけで済んだらしいです。とはいえこの薪ストーブ、男一人では到とう底てい持ち上げられないくらい重い代しろ物もので、こいつがずれたということは、かなりの威い力りよくを持った地震だったんでしょう。震度五を叩たたき出しましたからね。市の中でも一番揺ゆれない場所に震度計が置いてあるから、震源地であるにもかかわらず周りの市より震度が低い結果が出た、とかいう噂うわさですが……




　震源地そばは、まあえらいことになったみたいです。あのあたりは火山灰が堆たい積せきしてできた地で、その上地下水がかなり出るらしく、そもそもかなり地じ盤ばんが弱かったそうで。そこにあの地震がきたもので、大だい崩ほう落らくを起こしたらしいです。あの辺を水源とする河が赤土色に染まったり、山が七十センチほど低くなったり、まあ大おお騒さわぎでした。岩手県側はそれほど人が住んでいない場所だったので、犠ぎ牲せい者しやが少なかったのは不幸中の幸いでしたが。




　季節的にも幸運だったようで。崩落した橋の向こうにはスキー場があり、冬になるとスキー客があの道を通るのです。冬に地震が起きていたら、犠牲者の数がえらいことになっていたかもしれません。




　僕は地震のあとに地元に帰り、二週間ほど過ごしたのですが、自然の恐おそろしさをまざまざと見せつけられた二週間でした。あのあたりを震源とする地震が前に起きたのは百年ほど昔らしいので、向こう百年は大だい丈じよう夫ぶかと思うのですが。

　とはいえ、まったくノーマークの地域からの地震だったので、かなり驚おどろきました。大地震というと、三十七年周期でやってくる宮みや城ぎ県けん沖おき地震がそろそろ満まん期きを迎むかえるので、来るならそっちかなと思っていただけに。実際テレビ中ちゆう継けいで惨さん状じようを見た時は「ああ、宮城県沖が揺れたのか」と思ったくらいです。そのうち緊きん急きゆう地震警報が出て「なんか震源地がおかしいぞ？」と気づきましたけど。




　とにかく、日本に住んでいる以上、どこで大地震が起きるか知れたものではありません。読者の皆様もゆめゆめ備えを怠おこたりなきよう。震源地の地震は前揺れもなくいきなりズガーンとくるから超ちよう怖こわいよ！







　次回予告を。

　第九回八眼デイアボリツク争覇パーテイの物語も「転」を終え、次巻からは「結」に入ります。

　エルバ君にはドロドロヌマヌマとした地じ獄ごくの道行きが待っています……既すでに九巻読どく了りよう済みの方ならご理解頂けると思いますが。

　この八眼争覇がいかなる結末を迎むかえることになるのかは、次巻以降のお楽しみ。次巻が最終巻というわけではないので、そこはよろしく。




　あと、レンズ十巻を出す前に新シリーズ始めますよ。レンズと並列で。
















カバー・口絵・本文イラスト／カズアキ

カバー・口絵・本文デザイン／中デザイン事務所










レンズと悪あく魔ま




Ⅸ魔ま神じん劫ごう罰ばつ








六むつ塚づか　光あきら
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